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第１章 総  則 

 

第１条 総則 

１. 適用 

本仕様書は､中野市（以下｢甲｣という｡）が整備する｢令和５年度 中野市情報通信

施設更改工事（繰越明許）｣（以下｢本工事｣という｡）に適用する｡ 

 

２. 既存設備 

（１）センター設備    テレビ北信ケーブルビジョン内 

（２）サブセンター設備  豊田情報センター内 

（３）伝送路設備（豊田地域） 

1）伝送路同軸ケーブル総長 61,800ｍ（引込線は含まない） 

2）伝送路光ケーブル総長  18,600ｍ 

3）電柱総本数       1,671本（自家柱 1,307本、共添架柱 364本） 

（４）全世帯数（豊田地域）   1,396世帯（令和６年３月１日現在） 

（５）ケーブルテレビ加入者数  1,108世帯（令和６年３月１日現在） 

 

３. 準拠基準等 

受注者（以下「乙」という。）は、設計図書によるほか、次の基準等によらなけ

ればならない｡ 

（１）法令等 

1）有線電気通信法及び関係法令・規則  

2）放送法及び関係法令･規則  

3）電気通信事業法及び関係法令・規則  

4）電波法及び関係法令･規則  

5）建築基準法及び関係法令・規則  

6）道路法及び関係法令・規則  

7）消防法及び関係法令・規則  

8）中野市情報通信施設条例等諸規則  

9）公衆災害防止対策要綱（平成５年１月 12日付建設省経建発第 1号通達）  

10）その他本業務に必要な関係法令等 

（２）規格等 

1）電気設備技術基準  

2）日本工業規格（ＪＩＳ）  

3）電気学会電気規格調査会標準規格（ＪＥＣ）  

4）日本電気工業会規格（ＪＥＭ） 

5）日本電子機械工業会標準規格（ＥＩＡＪ） 

6）有線一般放送参入マニュアル（令和２年 12月１日総務省） 

7）安全信頼性確保ガイドライン（2021 年５年 28 日（一社）日本ケーブルテレ
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ビ連盟） 

（３）その他 

1）公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（国土交通省編） 

2）土木工事共通仕様書（国土交通省編） 

3）光ファイバケーブル施工要領・同解説（国土交通省編） 

4）電気通信施設設計業務共通仕様書（国土交通省） 

5）電気通信設備工事共通仕様書（国土交通省編） 

6）「非常用発電装置機器仕様書（案）」（平成 26年３月国土交通省） 

7）中野市関係条例等諸規則 

 

第２条 工事内容 

１. 工事場所 

（１）整備エリア：中野市豊田地区全域 

（２）豊田情報センター：中野市大字豊津 2508 番地  

（３）中野市役所：中野市三好町一丁目３番 19 号 

（４）テレビ北信ケーブルビジョン：中野市大字中野 1863番地１ 

 

２. 工事概要 

平成４年に開局した豊田情報センター及びケーブルテレビネットワーク設備（Ｈ

ＦＣ方式）は、テレビ放送の難視聴地域対策を目的に平成11年に整備した。 

現在のＨＦＣ方式設備は災害に脆弱であり、災害発生時等の確実かつ安定的な情

報伝達を確保し、４Ｋ・８Ｋ放送の視聴環境の構築に資する観点から、ＦＴＴＨ化

を行い、耐災害性の強化を図る。 

併せて、衛星４Ｋ・８Ｋ放送の再放送に対応するためセンター設備やアンテナ等

を整備する。対象設備は以下の通り。 

（１）受信点設備 

（２）空調換気設備 

（３）内装工事 

（４）外構施設 

（５）伝送路設備 

（６）電源設備 

（７）監視制御設備 

（８）ヘッドエンド設備監視制御設備 

 

３. 整備概要 

（１）受信点設備：第一、第二受信点の整備         一式  

（２）空調換気設備：空調、被圧、排気設備の整備      一式 

（３）内装工事：機器室の改築               一式 

（４）外構施設：屋外配線管路の整備            一式 
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（５）伝送路設備の整備                  一式 

（６）電源設備整備：発電機の整備             一式 

（７）監視制御設備：光線路監視設備、画音監視、加入者管理 

       システム等の整備           一式 

（８）ヘッドエンド設備：ヘッドエンド装置、光電変換装置 

光増幅器等の整備         一式 

 

４. 工期 

市議会議決の日から令和７年３月31日（金）まで 

 

第３条 工事の範囲等 

１. 主要機器及び主要材料数量 

数量は、第４章のとおり。 

 

２. 施工範囲  

本工事の範囲は、工事数量総括表の構成品目に基づき機器の購入、運搬、据付、

撤去、試験、調整及びその他必要な工事を行うと共に、関係官公庁等に対する諸手

続き、打合せ、検収及び書類作成までの一切を含むものとする。 

  なお､乙は、本工事における工程管理及び検査並び試験を自ら実施し、下請負人

に付してはならない。ただし、検査並びに試験等の品質管理を機器の製作会社等

（「等」とは製作会社の協力会社をいう。）が実施することを妨げない。 

 

３. 契約範囲 

本工事は甲が総務省の補助金を受け実施する工事であることから、補助金交付要綱

及び補助金申請の内容に沿って事業を実施するものとし、確実に工期内にしゅん工検

査が実施できるよう、第４条３及び４の提出書類を令和７年３月 14 日まで甲へ提出

するものとする。 

また、工事完了後に総務省に提出する実績報告書に必要な資料、データ等について

速やかに甲へ提出するものとする。 

契約の範囲は、設備の製作、搬入、据付、調整、試験並びに本工事の完了までに必

要な、関係省庁等への諸手続き及び検収に至るまでの一切を含むものとする。 

   更に、各種申請手続きについて、調整、資料作成、折衝、検討などを速やかに対処

するものとする。 

   なお、契約の内容に疑義ある場合は、その都度、協議するものとする。 

 

第４条 提出書類 

乙は、契約後直ちに本仕様書に基づき詳細な打合せを行い、次の書類を甲の指 

定する期日までに提出すること。 
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１. 【契約時（議会議決の日の翌日から５日以内）】 

（１）工事工程表  

（２）現場代理人及び監理技術者選任届  

（３）配置技術者の実績証明資料  

（４）工事カルテ（受注登録）  

 

２. 【施工時（議会議決の日の翌日から 10日以内）】  

（１）工事着工届  

（２）施工体制台帳  

（３）工事下請人通知書  

（４）総合施工計画書、工種別施工計画書  

（５）機器・機材に関する書類  

（６）施工承認図  

（７）実施工程表  

（８）工事日報  

（９）工事打合せ簿  

（１０）月別工事予定進捗状況表  

（１１）使用機器承認願い  

（１２）検査成績表  

（１３）産業廃棄物処理計画書  

（１４）その他監督員の指示する書類  

 

３. 【完成時（令和７年３月 14日まで）】  

（１）工事完了届  

（２）完成図書  

（３）総務省実績報告書  

（４）工事カルテ（完成登録）  

 

４. 【完成図書（令和７年３月 14日まで）】  

（１）目次  

（２）実施工程表  

（３）工事打合せ簿  

（４）工事日報  

（５）材料メーカーリスト  

（６）材料検査表  

（７）試験成績表機器出力レベル調査表パルス試験測定記録図  

（８）光ファイバケーブル伝送損失測定記録表 

（９）スプリッター端子出力レベル記録表  
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（１０）施工写真  

（１１）線路図（ＣＡＤデータ及びＡ３図面） 

 ＣＡＤ図には心線接続図及び引込線を含むこと。 

（１２）ブロックダイヤグラム（ＣＡＤデータ及びＡ３図面）  

（１３）官公庁等への提出書類の写し  

（１４）産業廃棄物処理報告書  

（１５）安全に関する報告書  

（１６）工事カルテ  

（１７）その他甲が必要とする書類  

※提出部数については、監督員と協議の上、決定すること。 

 

 

第５条 工事内容の変更 

１. 甲による変更は、変更部分の金額を双方協議により定めるものとする。ただし、

監督官庁の指示、条件、規則及び規格等によるものについては、乙の負担により

行う。また、軽微と判断される変更が生じた場合については、甲の指示に従うも

のとする。なお、この変更に対する請負金額の増減は行わないものとする。 

２. 乙の都合による変更は、あらかじめその内容理由を明らかにし、監督員に申し出

るものとし、その理由がやむを得ないものと認められ、かつその内容が同等以上

の仕様と認めたときに限り承諾するものとする。なお、原則として請負金額は増

額しないものとする。 

３. 本仕様書に指定され、又は指示された内容が施工困難な場合は、その理由、変更

内容を申し出、協議するものとする。 

４. 本仕様書に示されない事項であっても、請負の範囲と認められる事項については、

乙の責任において実施すること。 

 

第６条 設計変更及び各種許可申請書、報告書の作成 

乙は、以下の業務を実施するものとする。 

（１）工事内容の変更に伴い必要となる図面、機器、材料仕様等の各種書類作成及び

資料を提供すること。 

（２）関係官公庁に対する各種申請届､許可申請等の諸手続きの代行及び交渉支援を行

うこと。 

（３）総務省へ提出する変更登録申請書、有線一般放送業務開始届出書記載事項変更

届及び実績報告書類（ドラフト版、確定版）等の作成支援を行うこと。 

（４）本工事で利用する中部電力柱及び NTT 柱については、電柱管理者との契約手続

きは甲が行う予定であるが、伝送路のルート変更等により契約変更が発生する

場合の変更書類等の作成については、乙が行うこと。また、電柱管理者との協

議が必要となった場合、甲に同行しアドバイスを行うこと。 

（５）道路占用許可申請、河川占用許可申請については、各管理者との申請手続きは
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甲が行う予定であるが、伝送路のルート変更等により占用場所に変更が生じた

場合、変更書類等の作成については、乙が行うこと。また、道路、河川管理者

との協議が必要となった場合、甲に同行しアドバイスを行うこと。 

（６）鉄道施設軌道上空横断願については、鉄道管理者に提出する届け出手続きは甲

が行う予定であるが、伝送路のルート変更等により横断場所に変更が生じた場

合、変更書類の作成については、乙が行うこと。また、鉄道管理者との協議が

必要となった場合、甲に同行しアドバイスを行うこと。 

（７）高速道路の道路占用許可申請については、道路管理者との申請手続きは甲が行

う予定であるが、伝送路のルート変更等により占用場所に変更が生じた場合、

変更書類等の作成については、乙が行うこと。また、甲と綿密に打ち合わせを

行い施工にあたること。 

（８）その他関係官公庁及び関係機関に対し、諸手続きが必要となる場合、書類の作

成については乙が行うこと。また、協議が必要となった場合、甲に同行しアド

バイスを行うこと。 

 

第７条 施工体制台帳 

１. 施工体制台帳 

乙は、施工体制台帳を作成し工事現場に備えるとともに、監督員に提出するも 

のとする。なお、様式には監理技術者、主任技術者（下請けを含む。）及び元請負

の専門技術者（専任している場合のみ）の顔写真、氏名、生年月日、所属会社名を

記載するものとする。 

 

２. 現場の管理 

乙は、監理技術者、主任技術者（下請けを含む。）及び元請負の専門技術者（専

任している場合のみ）の顔写真、氏名、生年月日、所属会社名及び社印の入った名

札を着用させるものとする。 

 

＜名札の例＞ 

       注 1）用紙の大きさは名刺サイズ以上とする。 

注 2）所属会社の社印とする。 

写 真 

2cm×3cm 

程度 

監 理 （ 主 任 ） 技 術 者 

氏 名 

工事名 

工 期 

○○ ○○ 

 

自○○年○○月○○日
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第８条 施工管理 

（１）施工管理は施工計画に基づき、確実に工期内完了ができるよう行わなければな

らない。 

（２）工事施工に関わる法令及び法規等を遵守し、工事の円滑な進捗を図るものとす

る。 

（３）工事施工に必要な関係官庁等に対する手続きは、速やかに行うものとする。 

（４）本仕様書等で指定又はあらかじめ指示した箇所については、監督員の検測又は

確認を得なければならない。 

（５）休日、夜間等、通常の勤務時間外に作業を要する場合は、あらかじめ監督員の

承諾を得て行うものとする。 

（６）工事施工中監督員と行った主要な協議事項等は、打合せ簿を作成するとともに、

相互に押印し確認するものとする。 

（７）貸与品及び支給品についての受け払い状況を記録し、常に残高を明らかにして

おくものとする。 

 

第９条 暴力団関係者の排除に関する協力 

 乙は、工事施工に際して、暴力団等からのあらゆる不当介入（不当要求又は工事

妨害）に対し断固としてこれを拒否し、また、不当介入を受けた場合は、速やかに

甲に報告するとともに警察に通報し、捜査上必要な協力を行わなければならない。 

 また、監督員等とも連絡を密にとり、工程等被害が生じた場合は、協議するもの

とする。 

 

第１０条 試験用ソフト、回線使用料及び特許 

 本システムを構築するにあたり、本仕様を満たすことを確認するとともに、試験

をするためのソフト代、また必要とされる通信回線の確保及び回線使用料は完成検

査後検収を受け甲に引き渡されるまでは乙の負担とする。 

 また本設備に使用する機器・部品の製作及び使用に関する特許又は実用新案につ

いて、その責任は全て乙において処理するものとする。 

 

第１１条 技術指導等 

乙は、本設備の運用、保守について必要な説明書を作成し、説明会等で甲に対し

十分な技術指導を行うものとする。 

 

第１２条 工事現場発生品 

１. 現場発生品調書 

本工事の施工により発生した現場発生品については、現場発生品調書を監督員に

提出し確認を受けたのち搬出するものとする。 
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２. 産業廃棄物管理票（マニフェスト） 

乙は、排出事業者として、搬出した現場発生品を、「再生資源の利用の促進に関

する法律」（平成３年法律第48号）の主旨に従い適宜リサイクル処理を施すととも

にリサイクルできないものは、「産業廃棄物管理票（マニフェスト）」により適正

に管理するものとし、乙の責において管理票を交付する。乙は処分完了後「マニフ

ェスト E（排出事業者送付用）の写し」を監督員へ提出するものとする。 

 

第１３条 建設副産物等の一般事項 

１. 準拠基準等 

（１）建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成 12年法律第 104号平成 12

年５月公布、最終改正平成 16 年法律第 147 号平成 16 年 12 月公布）（以下「建

設リサイクル法」という。） 

（２）資源の有効な利用の促進に関する法律（平成３年法律第 48 号平成３年４月公布、

最終改正平成 14年法律１号平成 14年２月公布） 

 

第１４条 立会による確認 

１. 機器・材料の搬入搬出時 

乙は、共通仕様書に示した項目のほか、次表の施工について監督員の立会に 

よる確認を受けなければならない。この際、乙は種別、細別、立会項目等を事前

に監督員へ書面により提出しなければならない。ただし、監督員に通知後、監督

員が立会に代わる方法を指示した場合はこの限りではない。 

 

 

 

 

 

２. 機能及び性能の検査 

検査の内容、方法等については甲と打合せて行うものとし、検査に要する測定機 

器及び人員等については乙が準備するものとする。なお、ソフトウェアを使用する

機器はシステム単体毎の動作試験及びシステム全体の結合動作試験を実施する。 

 

第１５条 工事中の安全確保  

１. 工事中の安全確保 

乙は、「土木工事安全施工技術指針の改正について」（平成21年３月31日付21国官

技第333号）及び「建設機械施工安全技術指針の一部改正について」（平成17年４月

11日付17技第４号）を参考にして、常に工事の安全に留意し現場管理を行い災害の防

止を図らなければならない。ただし、これらの指針は当該工事の契約条項を超えて乙

を拘束するものではない。 

 

種 別 細 別 立会する工事内容 備 考 

材料確認 数量確認 工事材料の数量及び品質確認  

機器搬入 数量確認 搬入時の数量及び設置状況  
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２. 工事現場管理 

乙は、安全衛生に関する専任監理者及び工種毎の作業指揮者（以下「安全責任者

等）という。）を定め、工事中のすべての危険、損失、障害等を防止するために必

要な作業規則、表示、現場立入規制等を設け、工事関係者に周知徹底させるととも

に、安全作業のために必要な施設を設置し、保安、防災、衛生等の現場管理に万全

を期さなければならない。主な項目は下記のとおりである。 

（１）工事用機械は、日常点検、定期点検等を着実に行い、仮設設備は、材料、構造

などを十分点検し、事故防止に努めるものとする。 

（２）高所作業、電気作業、その他作業に危険を伴う場合は、それぞれ適合した防護

措置を講ずるものとする。 

（３）火気の取り扱い及び使用場所に留意するとともに、必要な消火器類を配備して

おくこと。 

（４）作業員の保健、衛生に留意するとともに、工事現場内の整理整頓を図るなど、

作業環境の整備に努めること。 

 

３. 風紀管理 

乙は、工事関係者の風紀に留意し、工事関係者間並びに地元住民との間に紛争が

生じないよう十分な指導に努めること。 

 

４. 火災防止 

乙は、工事現場における作業期間中、火気には十分注意し、山火事等を起こさな

いよう万全の注意を払わなければならない。 

 

５. 安全教育 

安全責任者は、安全に関する諸法令、作業の安全のための知識、方法及び安全体

制について周知徹底しておくものとする。 

 

６. 緊急時の措置 

（１）人身事故が生じた場合は、事故者の救助に最善をつくすとともに、速やかに監

督員に報告すること。 

（２）設備事故が生じた場合は、事故の拡大防止に努めるとともに、速やかに監督員

及び関係者に連絡し、乙により迅速な復旧に努めること。 

 

第１６条 既設設備との接続工事及び運用影響配慮等 

乙は、本工事の施工にあたって、既設設備における運用継続を第一とすること。

本工事において影響が発生する可能性がある場合、又は一時停止が必要な場合には

事前に監督員と協議し、その指示に従うものとする。特に既設ＨＦＣ設備又はイン

トラ設備等との稼働中システムとの取合いを必要とする際は、既設設備の保守業者

を含め綿密な計画・連携を実施し、必要に応じて保守業者が立ち合いのもと、技術
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的見地による的確な指導を受け、適正な機器調整等を行うものとする。 

なお、保守業者との連携については乙にて調整を実施し、これに関わる保守業者

で必要となる費用については乙が負担すること。 

 

 

第１７条 火災保険等 

乙は、工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）等を次に掲げる保険に付さな

ければならない。 

（１）工事目的物、工事材料及び仮設物等に生じる損害を補填する保険 

（２）建設機械器具に生じる損害を補填する保険 

（３）運送中の工事材料、建設機械器具等に生じる損害を補填する保険 

（４）工事の施工に伴い第三者に与えた損害を補填する保険 

（５）工事作業員の身体障害を補填する保険 

 

第１８条 工事写真 

工事写真を撮影し、工事種別ごとに整理し、監督員に提出するものとする。ま

た、工事後、地中埋設等により現況確認ができないる箇所については、撮影漏れの

無いよう留意すること。 

 

第１９条 検収 

本工事の設置完成後、甲が行う竣工検査の合格をもって、工事完成及び検収(引渡

し)とする。 

 

第２０条 保守 

本工事の重要性を認識して、事故が発生した場合、乙は速やかに事故対応処理を

成し得るものであること。乙は保証期間終了前に保守点検を実施し甲に報告するも

のとし、保証期間終了後の保守点検については甲乙協議のうえ決定するものとす

る。 

 

第２１条 保証 

本工事終了日から起算して1年以内に発生した整備不良及び故障等で、明らかに乙

の責任に起因するものについては、乙が速やかに無償修理又は代替品を納入するも

のとする。なお、上記の期間を過ぎたものであっても乙の責任において特に重大な

故障が発生した場合、乙は無償修理を行うものとする。 

 

第２２条 工事カルテ作成、登録 

乙（再下請け業者も含む）は、工事実績情報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）に登録し

なければならない。また、工事カルテ受領書の写しを監督員に提出しなければなら

ない。提出の期限は以下のとおりとする。 
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（１）受注時登録データの提出期限は、契約締結後 10日以内とする。 

（２）完了時登録データの提出期限は、工事完了後 10日以内とする。 

（３）施工中に受注時登録データの内容に変更があった場合には、変更があった日か

ら 10日以内に変更データを提出するものとする。 

 

第２３条 その他 

１. 本仕様書に明記のない事項でも、運用上、機能上当然具備しなければならない事

項については、乙により、これを充足するものとする。 

２. 乙は、工事の一部を下請会社に代行させようとする場合は、予め甲の承認を得る

ものとする。ただし、甲が工事施工に著しく不適当と認めた場合は、乙に対して

下請会社の変更を求めることができるものとする。 

３. 現場説明時に提示する参考資料は、現場説明参加者の適正、迅速な見積もり、乙

の設計変更業務等の容易化に供するための資料とし、契約図面ではない。 

４. ＮＴＴ柱添架申請の結果、メッセンジャーワイヤーを 14sq にて施工する箇所及

び弛度緩和にて施工する箇所について甲と十分に確認し施工を行うこと。 

５. 乙は施工に際し、設計図書について照査を行うこと。また施工に際し必要となる

各種計算等を実施のうえ、施工を行うこと。 

６. 本仕様書に記載する機器、材料等の製品型名については相当品とする。 

７. 豊田情報センター内に敷設されている国土交通省北陸地方整備局千曲川河川事務

所の既設光ケーブルについて、将来的に本工事の光ケーブルと同ルートに敷設す

ることを予定していることから、乙は甲と打合せを行い、甲の指示に従い施工を

行うこと。 

８. 加入者管理システムについては、最新の機能等の再検討を行うため、乙は甲と打

合せを行い、甲の指示に従い整備を行うこと。 

 

第２４条 疑 義 

本仕様書で規定された内容及び記載されていない事項について疑義が生じた場合

は、甲乙協議のうえ、甲の指示に従うのもとする。 

なお、仕様書に示されていない事項についても、必要と認められる事項について

は乙の責任において処理するものとする。 
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第２章 システム設計仕様書 

 

第１条 施設概要  

豊田地区向けＨＦＣ用放送系ヘッドエンドが豊田情報センターである。 

豊田情報センターには、新規にＦＴＴＨ用のＦＭ・地デジ・ＢＳ・ＣＳ受信設

備、ヘッドエンド設備、ヘッドエンド付帯設備、監視制御設備、電源設備等を設置

する。 

屋外は、豊田情報センターからＦＴＴＨ用伝送路設備、引込設備を豊田情報セン

ターから豊田地区の加入者宅まで光ファイバケーブルを敷設する。 

中野市役所から配信されるＦＭ告知放送信号は、光連絡線で豊田情報センターへ

送られ、ヘッドエンドに取り込んだ後、ＦＴＴＨ網で加入者宅まで配信する。 

ＳＴＢを使用する多チャンネルサービスは、テレビ北信ケーブルビジョンから配

信信号を光連絡線で受信し、ＦＭ告知信号と同様に、豊田情報センターのヘッドエ

ンドで混合し、加入者宅へＦＴＴＨ網で配信する。 

監視制御設備は、市が整備している既設イントラ回線に接続し、豊田情報センタ

ーから中野市役所へ配信する。 

 

第２条 設備概要  

本工事は、中野市豊田地区でケーブルテレビサービスを提供しているＨＦＣ方式

の設備をＦＴＴＨ方式の設備に改修する。 

豊田情報センターに設置する設備は、受信点設備、ヘッドエンド設備、ヘッドエ

ンド付帯設備、監視制御設備、電源設備、屋外に伝送路設備、引込設備、宅内設備

を設置し、各加入者宅へ光ケーブルの引込み、Ｖ－ＯＮＵを設置導入する。 

既設信号を一時停波して取出す際は、保守業者と協議し、かかる費用は、乙が負

担する。既設イントラ回線を利用する場合にも、保守業者と協議し、かかる費用

は、乙の負担とする。 

宅内工事のＨＦＣ設備の保安器からＦＴＴＨ設備のＶ－ＯＮＵへ接続変更する際

は、放送受信のレベルを再調整し、テレビの受信確認とＦＭ告知端末の正常動作を

確認する。 

 

１. 受信点設備 

（１）受信点は、以下の２箇所とする。 

1）第一受信点：豊田情報センター敷地内 

2）第二受信点：梨久保地内（永江地区） 

乙は、着工前に受信点調査を実施し、受信状況が最適となる位置に受信点を

設置することとする。また、受信調査報告書を提出すること。 

 

（２）各受信点では、以下を受信し、センターへ配信する。 

1）ＦＭ再送信２波 
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2）地デジ再送信６波 

3）ＢＳ・１１０°ＣＳ再送信 

 

（３）下記アンテナは、融雪機能を含む。 

1）地デジ再送信用ＵＨＦアンテナ 

2）ＢＳ・１１０°ＣＳ再送信用パラボラアンテナ 

 

（４）以下の信号については、前置増幅器を設置する 

1）ＦＭ波、地上デジタル放送波、ＢＳ/ＣＳデジタル放送波 

 

（５）融雪装置用電源以外の機器の電源供給については、無停電電源供給を行うこと。 

 

（６）センターまでの連絡線については、下記の通りであること。 

1）第一受信点：豊田情報センター敷地内・・・・・同軸による連絡線 

2）第二受信点：梨久保地内・・・・・３．２ＧＨｚ伝送の光幹線による連絡線 

※第二受信点では、ヘッドエンドがある豊田情報センターまで距離があり品質

を保持する為の３２２４ＭＨｚ対応型光送受信機を採用する。 

 

（７）アンテナ設置にあたっては、自立柱を建柱する。 

 

（８）受信するＦＭ放送波と地上デジタル放送波は、ヘッドエンドへ送出する信号品

質を保持するために、地上デジタルヘッドアンプでは、各チャンネルレベルの

均一化が可能な調整機能を保有する地上デジタルヘッドアンプを導入する。 

 

２. ヘッドエンド設備 

（１）ヘッドエンド設備の設置場所は、以下の通りとする。 

1）豊田情報センター（ＦＴＴＨ設備） 

2）中野市役所（ＦＭ告知放送設備） 

3）テレビ北信ケーブルビジョン（多チャンネル設備） 

 

（２）伝送システムについて 

伝送方式は、放送系ＦＴＴＨ方式で、３２２４ＭＨｚ光伝送とする。 

 

（３）ヘッドエンド設備は、省スペース化を考慮した以下の低消費電力ユニットから

構成されること。 

1）豊田情報センター 

① ＦＭシグナルプロッセッサーユニット（以下：FM-SP） ※１ 

② 地デジパススルーユニット（以下：地デジ-SP） ※１ 

③ 右旋・左旋対応ＢＳ/ＣＳパススルーユニット(以下：BS-SP、CS-SP）※１ 
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④ １ＧＨｚ増幅ユニット、３.２ＧＨｚ増幅ユニット PG 信号発生ユニット※

１ 

⑤ 各混合分配ユニット（２、４、８混合／分配） ※３ 

⑥ 光増幅ユニット ※２ 

⑦ 光信号切り替えユニット ※２ 

⑧ ３２２４MHz外部変調型光送信機 ※２ 

⑨ 光１８分配器 ※６ 

⑩ ８出力増幅ユニット（加入者向け） ※４ 

⑪ ８×１光スイッチ（8出力増幅ユニットの冗長切り替ええ器） ※５ 

⑫ 光４分配ユニット（加入者向け） ※７ 

⑬ 下り光受信器（上記②、③拠点からの信号受信機器）※２ 

⑭ その他、Ｖ－ＯＮＵ視聴制御装置、光成端盤等 

※１：シングルハブ３Ｕサブラック共有で実装する。 

※２：３Ｕ高密度実装サブラックサブラック共有で実装する。 

※３：１Ｕ混合分配用サブラック共有で、実装する。 

※４：光増幅器専用サブラックに実装する。 

※５：８×１光スイッチ専用サブラックに実装する。 

※６：光カプラサブラックユニットに実装する。 

※７：光カプラ用サブシャーシに実装する。 

 

2）中野市役所 

① 光２分配ユニット（ＦＭ告知信号配信用）※１ 

※１：ＦＭ告知放送架の既設１Ｕ高密度サブラックの空きスロットに実装

すること。 

既設設備の保守業者との綿密な連携を実施すること。 

保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る

費用については乙の負担にて対応する。 

 

3）テレビ北信ケーブルビジョン 

① １ユニット（既設信号取り出し用） ※１ 

② １ＧＨｚ増幅ユニット（信号増幅用）※２ 

③ 光送信機（豊田情報センター向け） ※２ 

※１：１Ｕ混合分配用サブラック共有で、実装する。 

※２：１Ｕ高密度実装サブラックサブラック共有で実装する。 

 

３. 各センターでのシステムについて 

（１）豊田情報センター 

1）ＦＭ放送の再送信システムについて 

① ＦＭ再送信には、専用のＦＭ－ＳＰユニットを使用する。 
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② ＮＨＫ－ＦＭ、ＦＭ長野の２波を各ＦＭ－ＳＰユニットで、出力を一定レ

ベルに安定させＦＴＴＨ網を通じて、加入者宅まで配信が可能であること。 

③ バックアップ用のＦＭ－ＳＰユニットを実装し、信号品質低下や機器故障

時は、バックアップユニットへ自動切換えが、可能であること。 

④ 本ユニットは、放送信号２系統入力で、受信点入力切り替えが可能である

こと。 

 

異常時には監視サーバからログ情報を既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバ

に送信する機能を有し、既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバの改修作業は、

乙の負担で実施すること。また、監視サーバからメール発報する機能を有

し、既設メールサーバの改修作業は、乙の負担で実施すること。 

保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る費用

については乙の負担にて対応する。 

 

2）地上デジタル放送の再送信システムについて 

① 地デジ再送信には、専用の地デジ－ＳＰユニットを使用する。 

次の６波の地上デジタルを地デジＳＰユニットで、出力を一定レベルに

安定させＦＴＴＨ網を通じて、加入者宅まで配信が可能であること。 

ア. ＮＨＫ総合 

イ. ＮＨＫ教育 

ウ. 信州テレビ 

エ. 長野朝日放送 

オ. 信越放送 

カ. 長野放送 

② バックアップ用の地デジＳＰユニットを実装し、信号品質低下や機器故障

時は、バックアップユニットへ自動切換えが、可能であること。 

③ 本ユニットは、放送信号２系統入力で、受信点入力切り替えが可能である

こと。 

 

異常時には監視サーバからログ情報を既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバ

に送信する機能を有し、既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバの改修作業は、

乙の負担で実施する。 

また、監視サーバからメール発報する機能を有し、既設メールサーバの

改修作業は、乙の負担で実施する。 

 保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る費用

については乙の負担とする。 
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3）ＢＳデジタル放送の再送信システムについて 

① ＢＳデジタルは、専用のＢＳ－ＳＰ（右旋・左旋）ユニットを使用する。 

② 次の１５波のＢＳデジタル放送をＢＳ－ＳＰユニットで、出力を一定レベ

ルに安定させＦＴＴＨ網を通じて、加入者宅まで配信が可能であること。 

ＢＳ右旋：１,３,５,７,９,１１,１３,１５,１７, 

１９,２１,２３ｃｈの１２波 

ＢＳ左旋：８,１２,１４ｃｈの３波 

③ 右旋・左旋ごとに、バックアップ用の各ＢＳ－ＳＰユニットを実装し、信

号品質低下や機器故障時は、バックアップユニットへ自動切換えが可能で

あること。 

④ 本ユニットは、放送信号２系統入力で、受信点入力切り替えが可能である

こと。 

⑤ ＢＳ－ＳＰユニットは、システム単位で実装する。 

 

異常時には監視サーバからログ情報を既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバ

に送信する機能を有し、既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバの改修作業は、

乙の負担で実施する。 

また、監視サーバからメール発報する機能を有し、既設メールサーバの 

改修作業は、乙の負担で実施する。 

保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る費用

については乙の負担にて対応する。 

 

4）１１０°ＣＳデジタル放送の再送信システムについて 

① ＣＳデジタル放送は、専用のＣＳ－ＳＰ（右旋・左旋）ユニットを使用す

る。 

② 次の１７波のＣＳデジタル放送をＣＳ－ＳＰユニットで、出力を一定レベ

ルに安定させＦＴＴＨ網を通じて、加入者宅まで配信が可能であること。 

ＣＳ右旋：２，４，６，８，１０，１２，１４，１６，１８，２０， 

２２，２４ｃｈの１２波 

ＣＳ左旋：９，１１，１９，２１，２３ｃｈの５波 

③ 右旋・左旋ごとに、バックアップ用の各ＣＳ－ＳＰユニットを実装し、信

号品質低下や機器故障時は、バックアップユニットへ自動切換えが、可能

であること。 

④ 本ユニットは、放送信号２系統入力で、受信点入力切り替えが可能である

こと。 

⑤ ＣＳ－ＳＰユニットは、システム単位で実装する。 

 

異常時には監視サーバからログ情報を既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバ

に送信する機能を有し、既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバの改修作業は、
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乙の負担で実施する。 

また、監視サーバからメール発報する機能を有し、既設メールサーバ

の改修作業は、乙の負担とする。 

保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る費

用については乙の負担とする。 

 

5）ＦＴＴＨ放送用の光送信機について 

① 光送信機は、外部変調型を採用し、３２２４ＭＨｚ伝送の仕様であること。 

② ＣＡＴＶ入力とＢＳ／ＣＳ－ＩＦ入力の２端子を保有し、２台構成で、冗

長化対応とすること。 

③ 光の波長は、λ１５５０ｎｍ帯を使用する。 

 

ＣＡＴＶ入力とＢＳ／ＣＳ－ＩＦ入力のＲＦ信号は、それぞれ、レベル

調整が可能であり、適切な品質を保持する。異常時には、監視サーバから

ログ情報を既設シｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバに送信する機能を有し、既

設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバの改修作業は、乙の負担で実施する。 

また、監視サーバからメール発報する機能を有し、既設メールサーバの

改修作業は、乙の負担で実施すること。 

保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る費用

については乙の負担とする。 

 

6）光増幅ユニットについて 

① ３２２４ＭＨｚ外部変調型光送信機の光出力を増幅し、配下の１８光分配

器を保証するための光増幅ユニットであること。 

② ユニットは、２台構成で、実装し、冗長構成とする。 

 

異常時には、監視サーバからログ情報を既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサー

バに送信する機能を有し、既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバの改修作業

は、乙の負担で実施する。 

また、監視サーバからメール発報する機能を有し、既設メールサーバの

改修作業は、乙の負担で実施すること。 

保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る費用

については乙の負担にて対応する。 

 

7）光信号切り替えユニットについて 

① 本ユニットは、３２２４ＭＨｚ外部変調型光送信機、光増幅ユニットの冗

長化機器を光信号レベルで、２系統入力し、故障や障害等により断となっ

た場合には、光入力切り替えが可能であること。 
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異常時には、監視サーバからログ情報を既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサー

バに送信する機能を有し、既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバの改修作業

は、乙の負担で実施すること。 

また、監視サーバからメール発報する機能を有し、既設メールサーバの

改修作業は、乙の負担で実施すること。 

保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る費用

については乙の負担とする。 

 

8）８出力光増幅ユニットについて 

① 光出力は、ＭＰＯ－ＡＰＣ型８心用マルチポート型光ファイバ増幅器ユニ

ットであること。 

② 光出力コネクタは、ＭＰＯ－ＡＰＣ 型（斜めＰＣ 研磨）を採用し、内

シャッター、ガイドピン付きを使用。 

③ バックアップユニットについても、１台実装する。 

 

異常時には、監視サーバからログ情報を既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサー

バに送信する 

機能を有し、既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバの改修作業は、乙の負担で

実施する。 

また、監視サーバからメール発報する機能を有し、既設メールサーバの 

改修作業は、乙の負担で実施する。 

保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る費用   

       については乙の負担にて対応する。 

 

9）８×１光スイッチについて 

① ８出力光増幅ユニットの出力信号の断や、８出力光増幅ユニットが故障時

に自動的に本ユニットで、光信号をバックアップ用８出力光増幅ユニット

の光信号に切り替ええが可能であること。 

② バックアップ入力ポートは、光入力８系統に、１つ保持する。 

 

異常時には、監視サーバからログ情報を既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサー

バに送信する機能を有し、既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバの改修作業

は、乙の負担で実施する。 

また、監視サーバからメール発報する機能を有し、既設メールサーバの 

改修作業は、乙の負担で実施すること。 

保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る費用    

       については乙の負担にて対応する。 
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10）ＰＧ信号発生ユニットについて 

① 本ユニットは、１波用、２波用の二種類のユニットで、３波の配信信号が

可能であること。 

② 使用周波数の仕様は、下記の通りであること。 

ア. １波用：７７１．２５ＭＨｚ 

イ. ２波用：７３ＭＨｚ、４５１．２５ＭＨｚ 

③ ＦＴＴＨで光伝送するための基準信号とし、宅内側で測定目安とするため

の基準信号とであること。 

 

異常時には、監視サーバからログ情報を既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサー

バに送信する機能を有し、既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバの改修作業

は、乙の負担で実施する。 

また、監視サーバからメール発報する機能を有し、既設メールサーバの

改修作業は、乙の負担で実施する。 

保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る費用

については乙の負担にて対応する。 

 

11）下り光受信器ユニットについて 

① 本ユニットでは、下記の信号を受信する。 

ア. 中野市役所から配信のＦＭ告知放送信号（ＦＭ９波） 

イ. テレビ北信ケーブルビジョンから配信の次の信号 

・ＳＴＢで、受信（ＪＣ－ＨＩＴＳトラモジ、高度ＢＳトラモジサ

ービス）できるＣＡＴＶ多チャンネル信号 

・地デジ自主放送（コミュニティチャンネル）信号 

② 本ユニットは、３２２４ＭＨｚ外部変調型光送信器、光増幅ユニットと同

一の３Ｕ高密度実装サブラックに実装する。 

 

12）ＲＦ用混合／分配について 

① ＲＦ用混合／分配は、下記を使い分けした２種類の専用のユニットである

こと。 

ア. １０～１００２ＭＨのＦＭ、地デジ、ＣＡＴＶ多チャンネルが伝送

用ユニット 

イ. １００２～３２２４ＭＨｚのＢＳ／ＣＳ－ＩＦ信号が伝送できるユ

ニット 

ウ. それぞれ、混合ユニット・分配ユニットの混合数：分配数は、下記

を使用すること。 

・混合数：２端子、４端子、８端子 

・分配数：２端子、４端子、８端子 

② 各ユニットは、専用の１Ｕ混合分配サブラックに共通で実装すること。 
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③ 各ユニットには、モニタ端子が装備されていること。 

 

13）加入者向け光分岐カプラ及び光出力について 

① 光４分配ユニットを使用し、屋外の光ファーバーに挿入する光出力レベル

は＋１３．５ｄＢｍ以下に抑えて送出する。 

② 光４分配ユニットは、実装効率を向上させるため、１ユニットに２系統分

が実装された仕様を採用する。 

 

（２）中野市役所 

① ＦＭ告知放送信号は、ＦＭ告知放送架に実装されている既設光送信機で、

テレビ北信ケーブルビジョンのヘッドエンドへ送出している。既設光送信

機のＯＰＴ ＯＵＴ側に新規に光２分配ユニットを挿入し、豊田情報センタ

ー新設のＦＴＴＨシステムへ取り込み、豊田地区の住民向けに配信を行う

こと。 

② 既設光送信機への接続にあたり、既設ＦＭ告知放送システムに影響の無い

よう保守業者との連携も十分に実施し安全な設計と割り込みを実現する。 

③ 割入れ挿入したテレビ北信側は、既設下り光受信ユニットの光受レベルと

ＲＦ出力レベルの再調整を行うこと。 

④ 光２分配ユニットは、既設１Ｕ高密度実装サブラックの空きスロットに実

装する。 

 

（３）テレビ北信ケーブルビジョン 

① 下記のサービスの信号を取り出し、豊田情報センターＦＴＴＨシステムへ

光伝送する。 

ア. 地デジ自主放送（コミチャン）のＲＦ信号 

イ. ＳＴＢで受信可能なＪＣ－ＨＩＴＳトラモジ設備のＲＦ信号 

ウ. ＳＴＢで受信可能な高度ＢＳデジタル、ＣＳデジタルリマックス設

備のＲＦ信号 

② 信号の取り出しは、１分岐ユニットを挿入した分岐側で、１ＧＨｚ増幅ユ

ニットを設置し、レベルを再調整し、光送信機で、豊田情報センター新設

のＦＴＴＨシステムへ取り込み、豊田地区の住民向けに配信を行うこと。 

③ １分岐ユニットを割入れた幹線出力側は、テレビ北信ケーブルビジョン既

設ヘッドエンドの出力調整をおこなうこと。 

④ 豊田情報センターに必要がない、テレビ北信ケーブルビジョンで送出され

ている以下の信号は、取り込まないこと。 

ア. ＦＭ信号、地デジ再送信、ＦＭ告知放送信号、パイロット信号、Ｃ

ＭＴＳ下り信号、ステイタスモニタシステム用下り信号 

⑤ １分岐ユニットは、モニタ端子を装備し、専用の１Ｕ混合分配サブラック

に共通で実装する。 
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⑥ １ＧＨｚ増幅ユニットと光送信機は、共通で、専用の１Ｕ高密度実装サブ

ラックに実装する。 

 

４. その他ヘッドエンドに係る設備 

主な設備は、以下の通りとする。 

（１）空調換気設備工 

1）本事業で導入する機器の安定稼働を目的とし空調機器を新設する。 

2）本事業で導入する設備の保全を目的とし火災予兆を監視し、火災発生時には

速やかに設備及び人体に極力影響を与えないように消火作業を行うことがで

きる窒素ガス消火設備を導入する。 

3）消火ガス放出時の内装設備の破損防止及び消火後消火ガスを室外へ強制放出

させるための設備を導入する。 

 

（２）内装工 

本事業で導入する機器の安定稼働及びガス消火設備に対応した内装工事を実

施する。 

 

（３）外構施設工 

第一受信点からヘッドエンドへのケーブル配線ルートについては埋設管路及び

建物外壁配管とし、管路工事を実施する。また、非常用発電機からヘッドエンド

へのケーブル配線ルートについて、建物外壁配管とし、管路工事を実施する。 

 

（４）電源設備 

本事業で導入する機器の安定稼働及び停電時の稼働を目的とし、発電機を新

設する。 

 

５. 監視制御設備 

監視制御設備は、下記のシステムを構築する。 

（１）接点ＩＰ監視装置（施設管理用ＰＣ含む） 

（２）Ｖ－ＯＮＵ視聴制御装置（Ｖ－ＯＮＵ視聴制御サーバ含む） 

（３）ＦＭ・地デジ・ＢＳ／ＣＳ ＦＴＴＨコントラーラサーバ 

（４）ＣＡＴＶ画音監視装置（監視サーバ、監視用ＰＣ含む） 

（５）光線路監視装置（光線路監視システムサーバ含む） 

（６）監視カメラ（カメラ監視ＰＣ、付帯設備含む） 

（７）入退室認証装置（入退室管理ＰＣ含む） 

（８）加入者管理システム（加入者管理サーバ、クライアントＰＣ含む） 

（９）伝送路管理（伝送路管理サーバ、管理用ＰＣ含む） 
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６. 監視制御設備の設置場所 

基本的に、豊田情報センターに設置するが、一部は、中野市役所、テレビ北信

ケーブルビジョンへ設置する。 

（１）豊田情報センター 

1）接点ＩＰ監視装置（施設管理用ＰＣ含む） 

2）Ｖ－ＯＮＵ視聴制御装置（Ｖ－ＯＮＵ視聴制御サーバ含む） 

3）ＦＭ・地デジ・ＢＳ／ＣＳ ＦＴＴＨコントラーラサーバ 

4）ＣＡＴＶ画音監視装置（監視サーバ含む） 

5）光線路監視装置（光線路監視システムサーバ含む） 

6）監視カメラ（カメラ監視ＰＣ、付帯設備含む） 

7）入退室認証装置（入退室管理ＰＣ含む） 

（２）中野市役所設置 

1）施設管理用ＰＣ 

2）ＣＡＴＶ画音監視用ＰＣ 

3）カメラ監視用ＰＣ 

4）加入者管理システム（加入者管理サーバ、クライアントＰＣ含む） 

5）伝送路管理（伝送路管理サーバ、管理用ＰＣ含む） 

（３）テレビ北信ケーブルビジョン 

1）監視カメラ用監視ＰＣ 

2）伝送路管理用管理ＰＣ 

 

７. 各管理システム 

（１）接点ＩＰ監視装置 

1）本器の設置場所は、豊田情報センターであること。 

2）接点監視装置は、１６入力接点を保有する。 

3）出力は、ＩＰ伝送が可能で、施設管理用ＰＣから接点監視情報の確認が可能

であること。 

4）本器は、豊田情報センター内の空調や、センサー系の接点信号を取り込むが

可能であること。 

5）施設管理用ＰＣは、中野市役所に設置する。 

6）豊田情報センター～中野市役所間のネットワークは、既設イントラ回線を利

用する。 

 

異常時には、監視サーバからログ情報を既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバ

に送信する機能を有し、既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバの改修作業は、乙

の負担で実施する。 

また、監視サーバからメール発報する機能を有し、既設メールサーバの改

修作業は、乙の負担で実施する。 

保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る費用に 
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ついては乙の負担にて対応する。 

 

（２）Ｖ－ＯＮＵ視聴制御装置 

1）本器の設置場所は、豊田情報センターであること。 

2）Ｖ－ＯＮＵ視聴制御装置では、宅内に設置するＶ－ＯＮＵの管理と制御可能

であること。 

3）使用する周波数は、７３．５ＭＨｚ、ＦＳＫ変調方式であること。 

4）ＦＭ告知放送で使用している周波数７５．５MHz は、Ｖ-ＯＮＵ標準周波数と

重複する為、廃止となる既設ステイタスモニタのＲＦモデム下り７３．５Ｍ

ＨｚをＶ－ＯＮＵ視聴制御用として使用すること。 

5）Ｖ－ＯＮＵを視聴制御する制御サーバを豊田情報センターに設置し、Ｖ－Ｏ

ＮＵ遠隔制御コントローラソフトを添付し、Ｖ－ＯＮＵ端末の管理が可能で

あること。 

6）ソフトは、加入者管理システム（ＳＭＳ）との連携機能を有し、遠隔制御や

加入者情報の管理をＳＭＳからの指示で更新するが可能であること。 

7）ＳＭＳ連携は ＦＴＰサーバを介し、連携ファイルの送受を行なうことが可能

であること。 

8）既設イントラ回線を利用するにあたり、既設保守業者との連携を実施し安全

に接続できる設計と手法を実現する。 

9）尚、既設イントラ回線の設定変更や改修作業については、乙の負担で実施す

ること。 

 

（３）ＦＭ・地デジ・ＢＳ／ＣＳ ＦＴＴＨコントローラサーバ 

1）本サーバは、豊田情報センターに設置する。 

2）監視制御するＦＭ・地デジＢＳ／ＣＳデジタルユニットを制御できるソフト

のアプリケーションを導入する。 

3）制御できるソフトでは、下記のユニットの状態監視・制御が可能であること。 

① ＦＭ－ＳＰユニット 

② 地デジＳＰユニット 

③ ＢＳ－ＳＰユニット 

④ ＣＳ－ＳＰユニット 

4）各ユニットでポーリング監視を行い、機器故障等の異常時には、予備機への

切り替え指示が可能な設定が行えること。 

5）ＦＴＴＨ用光伝送機器は、ＳＮＭＰマネージャーソフト導入により、アラー

ム通知が可能であること。 

 

異常時には、監視サーバからログ情報を既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバ

に送信する機能を有し、既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバの改修作業は、乙

の負担で実施する。 
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また、監視サーバからメール発報する機能を有し、既設メールサーバの改

修作業は、乙の負担で実施する。 

保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る費用

については乙の負担にて対応する。 

 

（４）ＣＡＴＶ画音監視装置 

1）本設備に関わる設備の設置場所は、以下の通りとする。 

① 豊田情報センター：監視装置 １台、監視サーバ １台 

② 中野市役所：監視ＰＣ １台 

2）ＦＴＴＨシステムの出力側にＶ－ＯＮＵを設置し、順次チャンネル監視が可

能であること。 

3）信号レベル、ＢＥＲ、ＭＥＲのＲＦ状態監視及び復調後のＴＳ／ＴＬＶ監視

に加え、映像音声信号の状態（フリーズ、ブラックアウト等も、同時に監視

が可能であること。 

4）エンコーダや多重化装置の異常などＲＦ状態に変化がみられない障害の検出

も可能なシステムであること。 

5）異常を検出した場合、その信号を出力しているユニットの制御コントローラ

ソフトと連携し、予備機への切り替ええを実行可能であること。 

6）ＳＮＭＰにより、制御コントローラ以外への通知も可能であること。 

7）中野市役所から遠隔視聴や、視聴確認が可能であること。 

中野市役所向けのＣＡＴＶ画音監視ＰＣへの接続は、既設イントラ回線を利

用する。既設イントラ回線を利用するにあたり、既設保守業者との連携を実施

し安全に接続できる設計と手法を実現する。  

なお、既設イントラ回線の設定変更や改修作業については、乙の負担で実施

すること。 

 

（５）光線路監視装置（光線路監視システムサーバ含む） 

1）本設備は、豊田情報センターに設置する。 

2）下記の内容が可能であること。 

① 障害復旧作業の時間短縮 

② 障害切分け 

③ 発生場所の特定 

④ 障害発生場所への最短移動 

⑤ 復旧後の確認 

⑥ ロス、反射減衰量の増加 

3）障害内容（距離・種類・設備名）、ＯＴＤＲ波形データをメールで送信が可

能であり、作業者は確認のため、豊田情報センターに立ち寄ることなく迅速

に故障設備に向かうことが可能であること。 

4）２段階のしきい値設置が可能であり、損失増加等で障害が発生する前に対策
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を検討するが可能であること。 

5）長期的な損失変化等をグラフ化でき、損失増加等の傾向をつかみやすく、予

防保全に役立つこと。 

異常時には、監視サーバからログ情報を既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバ

に送信する機能を有し、既設ｓｙｓｔｅｍ ｌｏｇサーバの改修作業は、乙

の負担で実施すること。また、監視サーバからメール発報する機能を有し、

既設メールサーバの改修作業は、乙の負担で実施すること。 

保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る費用に

ついては乙の負担とする。 

6）将来的に伝送路管理サーバと連携し、ＯＴＤＲ波形と設備位置データを重ね

て補正することで、障害発生位置を正確に判定が可能であること。 

7）障害発生通知メールへはＯＴＤＲ波形イメージ及びレポートが添付され、セ

ンターにもどって光線路監視装置をみなくても、出先で状況を把握が可能で

あること。 

 

（６）監視カメラ（カメラ監視ＰＣ、付帯設備含む） 

1）監視カメラは、豊田情報センター内のヘッドエンドに２台設置する。 

2）監視カメラは、下記の機能を有する。 

① ネットワーク用の１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ 端子（ネッ

トワーク端子） 

② ＰＴＺ（ＰＡＮ、ＴＩＬＴ、ＺＯＯＭ）ドームタイプを採用。 

③ 光学２１倍ズームレンズ＆高精度プリセット機能を搭載 

アラーム発生時やスケジュール設定、ウェブブラウザー画面からの手動操

作で、ＳＤメモリカードにＨ．２６５／Ｈ．２６４ 動画又はＪＰＥＧ画像

の保存又は、ダウンロードが可能。 

④ カメラ監視ＰＣは、下記の場所に設置する。 

ア. 中野市役所：１台 

イ. テレビ北信ケーブルビジョン：１台 

⑤ カメラ監視用付帯設備として下記を、豊田情報センターへ設置とする。 

ア. ネットワークレコーダ 

イ. ネットワークレコーダ用 ＨＤＭＩモニタ 

ウ. ＰｏＥ給電機能付８ポートＳＷＨＵＢ 

 

中野市役所向けのカメラ監視ＰＣへの接続は、既設イントラ回線を利用

する。 

既設イントラ回線を利用するにあたり、既設保守業者との連携を実施し

安全に接続できる設計と手法を実現する。 

尚、既設イントラ回線の設定変更や改修作業については、乙の負担で実

施すること。 
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テレビ北信ケーブルテレビジョン向けのカメラ監視ＰＣへの接続は、既

設ステイタスモニタシステムの回線（ＭＣ）を利用する。 

 

（７）入退室認証装置 

1）本設備は、豊田情報センターのヘッドエンド室に設置する。 

2）本システムは、生体認証により入退室の制御を行う制御部と認証結果・物理

的な施錠制御に係る制御部分の管理・履歴保管から構成されるシステムであ

ること。 

3）生体認証装置は、以下の要件を満たすこと。 

① 電気錠制御機能を有する。 

② なりすましを防止するため体外情報ではなく、体内情報を読み取ること。 

③ 本人拒否率が０．０１％以下であること。 

④ 他人受入率が０．００００１％以下であること。 

⑤ 読み取りセンサーは、非接触式手のひら静脈認証方式であること。 

⑥ 認証方法は、以下の２つができること。 

4）１対１認証（ＩＤ入力又はＩＣカードと生体情報を組み合わせることで認証） 

5）１対Ｎ認証（生体情報のみで認証） 

6）テンキー機能を装備していること。ＩＤ入力は、「０から９」までの数字に

より、２桁以上で任意に設定できること 

7）脅迫等により認証を強いられた場合に、ＩＤ入力前に予め設定したホールド

アップ認証コードを入力後に認証するにより、管理用端末側に異常発生を通

知できること。 

8）１対１認証（ＩＤ入力と生体情報を組み合わせて認証）するときの認証時間

（認証開始から認証完了まで）は１秒以内であること。１対Ｎ認証（生体情

報のみで認証）は２秒以内であること。 

9）認証登録人数は５，０００人まで対応可能であること。 

10）サイズはＷ１８１×Ｈ１４８×Ｄ５７（ｍｍ）以下であること。 

11）壁面設置とし、壁への埋め込み部を設けないこと。 

12）右手でも左手でも登録できること。 

13）異常、障害が発生した場合、認証装置側にて表示できること。なお、入退

室管理ソフトウェア側での表示でも可とする。 

14）認証装置の状態や認証判定結果を装置内蔵のＬＥＤ表示で知らせること。

（認証の可否／ドア開閉など） 

15）次の事象をブザー鳴動で操作者に知らせること。（認証結果／装置異常発

生／テンキー操作音など） 

16）認証装置のメニュー表示は日本語であること。 
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（８）加入者管理システム 

1）本設備は、中野市役所に設置する。 

2）加入者管理システムは、調定、収納、還付等に対応しており、加入者管理用

システム用サーバ機、加入者管理システム用バックアップサーバ機、連携用

パソコン、クライアント機、プリンタ装置等から構成されること。 

3）問い合わせ情報の登録（問い合わせ結果を含む）、加入者登録（休止、再開、

解約を含む）、外部機器連携、口座振替データの作成（口座振替データ取込、

振替入金消込処理を含む）、各種帳票の印刷（調定一覧、収納一覧、還付一

覧、未納者一覧等）、督促状作成処理、通知書兼納付書発行、入金証明書の

発行を行うことができるシステムであること。 

4）顧客管理について、以下の加入者の基本情報を登録・変更・削除するが可能

であり、加入者からのお問い合わせにも素早く対応が可能なっていること。 

① 未加入者・加入者を問わず問い合わせの内容、対応状況等が登録できるこ

と。 

② 同時に複数のウインドを開くことができること。（１０ウインド以上）新

規登録の際に既存加入者情報が複写できること。 

③ 加入登録、休止解約処理、登録内容の変更等の一般的な業務が行えること。 

④ 加入登録する際、名前や住所が一致する既存情報をチェックできること。 

⑤ 加入者に対して複数の請求先情報（引落口座）を登録するができること。 

⑥ 集合住宅、電障に関する情報（オーナー等）を登録するができること。 

⑦ 加入者と集合住宅を関連付けて管理するができること。 

⑧ 町内会や地区等で加入者を管理するができること。 

⑨ 登録、変更した情報の履歴を確認するができること。 

⑩ 登録された加入者情報を検索するができること。 

⑪ 検索条件を任意の名前で登録するができること。 

⑫ 登録された加入者情報の削除を行うことができること。 

⑬ 宛名シールの印刷を行うことができること。 

⑭ 加入申込書等の書類を加入者と関連付けて保存された書類が確認できるこ

と。 

⑮ メールアドレス、アカウント情報が管理できること。 

5）課金管理について以下の加入者の料金設定を行うことができ、自治体局特有

の処理である調定、収納、還付に標準で対応が可能であること。 

① 課金のグループ化が可能で、グループ毎の課金を行うことができること。 

② 加入者に対する「調定、収納、還付」の管理を行うことができること。 

③ 設定した料金が調定データに即時反映され確認を行うことができること。 

④ 任意の月に複数の料金を登録、又は設定の変更を行うことができること。 

⑤ 料金ごとに任意の請求先を設定するができること。 

⑥ 加入者に対して口座振替の案内を発行するができること。 

⑦ 加入者に対して指定の納付書や請求書に発行するができること。 
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⑧ 滞納者に対して指定の督促状に発行するができること。 

⑨ バーコードを読み込むことで納付書の収納を行うことができること。 

⑩ 口座振替データの「作成、取り込み、収納」が課金グループごとに行うこ

とができること。 

⑪ 口座振替依頼表の印刷を行うことができること。 

⑫ 入金証明書の印刷を行うことができること。 

⑬ 滞納者の請求方法を一括で変更するができること。 

⑭ 科目別に集計された年間調定の一覧表を印刷するができること。 

⑮ 指定された収納日の範囲で、加入者ごとの収納科目や収納金額の一覧表を

印刷するができること。 

⑯ 指定された還付日の範囲で、加入者ごとの還付科目や還付金額の一覧表が

印刷するができること。 

⑰ 加入者ごとに未納額のある調定データの一覧表を印刷するができること。 

⑱ 委託金融機関ごとに集計した振替不能者の一覧表を印刷するができること。 

6）工事管理について以下の内容に対応していること。 

① 工事情報（依頼、完了）の管理が行えること。 

② 光設備（クロージャ№、シャーシ、ＯＬＴ Ｉ／Ｆ、ＯＬＴ№等）の情報

が登録できること。 

③ 工事依頼データをエクセルで出力できること。 

④ 工事完了データをエクセルで出力できること。 

⑤ 工事指示書を印刷できること。 

7）機器管理について以下の加入者ごとに設置されている機器情報の登録・照会

を行うことが可能であること。 

① 加入者に取り付けた機器（告知端末、ＳＴＢ、Ｂ－ＣＡＳ、Ｃ－ＣＡＳ、

Ｖ－ＯＮＵ、Ｄ－ＯＮＵ）の情報を管理するができること。 

② 加入者に取り付けた機器の設置、交換、撤去の履歴を確認するができるこ

と。 

③ 外部連携について以下の金調定システムと外部システムの連携を行うこと

が可能であること。 

8）Ｖ－ＯＮＵシステムと連携して「登録、変更、削除」を行うことができるこ

と。 

9）セキュリティについて以下の操作するオペレータごとにシステム権限を設定

することが可能であること。 

① ユーザーの登録、変更を行うことができること。 

② ユーザー単位の権限設定と認証を行うことができること。 

③ ユーザー単位の操作ログ（閲覧ログ、更新ログ）が確認できること。 

④ ユーザー単位のイベントログ（印刷ログ、バッチ処理ログ）が確認できる

こと。 

⑤ ユーザー単位のセキュリティログ（ログイン成功、失敗）が確認できるこ
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と。 

10）バックアップ機能について以下の加入者情報のバックアップを自動・手動

で取ることが可能であること。 

① 日次で自動バックアップを行うことができること。 

② 随時に手動バックアップを行うことができること。 

 

（９）伝送路管理（伝送路管理サーバ、管理用ＰＣ含む） 

1）本設備は、中野市役所に設置すること。 

2）伝送路管理システムは、以下のサーバ、ＰＣで構成されること。 

① 伝送路管理サーバ（ファイル／ＤＢ／Ｗｅｂサーバ） 

② 伝送路管理用ＰＣ（ＯＰＴ Ｆｉｂｅｒ Ｗｏｒｋｓ用） 

3）伝送路管理システムでは、次の基本機能を有すること。 

① 標準のＣＡＤデータ形式（ＤＸＦ、ＤＷＧ）により、設計委託先とのデー

タ交換が容易に行うことができること。 

② Ｗｉｎｄｏｗｓに準拠したソフトウェアであり操作性が高いこと。 

③ 柔軟な開発環境により、他システム連携等のカスタマイズ性が高いこと。 

④ 新しいＯＳに迅速対応し、システム更新計画に影響を与えないこと。 

⑤ バージョンアップや機能アップにより、最新の作業環境を活用できること。 

 

（１０）各設備の拠点の接続について 

1）豊田情報センター～中野市役所間 

① 現在、情報系イントラネットワークで使用しているＦＭ告知用ネットワー

クポートを利用する。 

② 中野市役所側と豊田情報センター側のスイッチ接続ポートについては、工

事請負後、保守業者に確認する。 

③ 既設イントラ回線を利用するにあたり、既設保守業者との連携を実施し、

安全に接続できる設計と手法を実現する。尚、既設イントラ回線の設定変

更や改修作業については、乙の負担で実施する。 

2）豊田情報センター～テレビ北信ケーブルビジョン間 

① 現在、豊田地区ＨＦＣ用ステイタスモニタシステムで使用している、光メ

ディコンの回線をＨＦＣ廃止後、利用する。 
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８. 電源設備 

（１）主な電源設備は、下記の通りとする。 

1）発電機 

2）燃料小出し槽 

3）開閉器盤 

4）スコット変圧器 

5）配電盤 

6）無停電電源装置 

 

（２）設置場所は、豊田情報センターとする。 

 

（３）発電機 

1）発電機は、搭載型キュービクル式とする。 

2）定格出力は６２．５ｋＶＡとする。 

3）定格電圧は２２０Ｖとする。 

4）発電機は連続運転可能な長時間仕様とする。 

5）発電機は屋内超低騒音型とする。 

6）自動起動機能を内蔵していること。 

7）設置にあたっては関係各所への申請・届出を行うこと。 

8）発電機配下の負荷容量については、監督員と協議を行い、それにより発電機

仕様の変更が生じた場合は速やかに対応すること。 

 

（４）屋内小出し槽 

1）鋼板製９５０Ｌの容量を備えること。 

2）架台、鋼板製防油堤付ウイングポンプ付属とする。 

3）設置にあたっては少量容量危険物の対象となるため、管轄する消防署への届

け出を行い、指導がある場合にはそれに従うこと 

 

（５）開閉器盤について 

1）鋼板製とする。 

2）使用する機器は、特定電気用品（〈ＰＳＥ〉マーク）適合品とする。 

 

（６）スコット変圧器について 

1）30kVAとする。 

2）入出力端子は容易に触れられない構造とする。 

3）電気規格調査会（ＪＥＣ）規格により制作されていること。 
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（７）配電盤について 

1）鋼板製とする。 

2）使用する機器及び電線類は、特定電気用品（〈ＰＳＥ〉マーク）適合品とす

る。 

3）設計図面配電盤製作図（参考図）・単線結線図を参照。 

 

（８）無停電電源装置について 

1）ヘッドエンド設備の１９インチラックの下段に搭載する。 

2）設置対象１９インチラックは、以下の通りであること。 

① ＦＴＴＨ放送系光送出架、ＣＳ再送信架、ＢＳ再送信架、地デジ再送信架、

監視架の５か所の合計６台とする。 

3）定格容量は、２ｋＶＡであること。 

4）常時商用方式とし、停電時に、インバータ出力に切り替わること。 

5）電源管理が可能であり、アラーム発生時には、ログの記録とメール通知が可 

能であること。 

異常時には、監視サーバからログ情報を既設system logサーバに送信する

機能を有し、既設system logサーバの改修作業は、乙の負担で実施する。 

また、監視サーバからメール発報する機能を有し、既設メールサーバの改

修作業は、乙の負担で実施すること。 

保守業者との連携については乙にて調整を実施し、保守業者に掛る費用に

ついては乙の負担とする。 

 

（９）伝送路設備 

1）屋外伝送路は３２分岐（４×８）でのＰＤＳ方式により構成する。 

2）イントラ拠点及び指定する水道施設は、豊田情報センターに対して１対１と

なる心数を指定心数分確保する。 

3）クロージャに配置するカプラは障害時の測定端子として出力端子に対し最低

１ポートにＳＣコネクタを備えるものとする。 
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第３章 設備仕様 

 

第１条 受信点設備 

１. ＵＨＦアンテナ（２０素子融雪装置付）（型式 KU20L-H相当） 

（１）機能概要 

1）２０素子のアンテナであること。 

2）風速４５ｍ/ｓに相当する風圧に耐えられること。  

3）融雪用のヒーターと電源を有すること。  

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

ア
ン
テ
ナ
部 

素子数 ２０ 

周波数｛ＭＨｚ｝ ４７０～６０２ 

使用チャンネル［ｃｈ］ １３～３４ 

インピーダンス［Ω］ ７５ 

動作利得［ｄＢ以上］ ６．５ 

前後比［ｄＢ以上］ １５ 

電圧定在波比［以下］ ２．５ 

電力半値幅［°以下］ ５０ 

適合マスト径［ｍｍ］ φ３８～６０．５ 

質量（重量）［ｋｇ］ ４．２（アンテナ本体のみ） 

外観寸法（長さ×幅×高さ）［ｍｍ］ １９７４×３６２×５４３ 

質量（重量）［ｋｇ］ ６．０ 

外観寸法（長さ×幅×高さ）［ｍｍ］ １４４×１６６×２４５（突起含まず） 

ヒ
ー
タ
ー
部 

融雪動作温度範囲［℃以下］ －４０～８ 

融雪ヒーター使用条件 
風速：１０ｍ／Ｓｅｃ以下 

降雪量：８ｃｍ／ｈ以下 

 

２. ＦＭアンテナ（５素子）（型式 BLKF5WS相当） 

（１）機能概要 

1）５素子のアンテナであること。  

2）風速４５m/s に相当する風圧に耐えられること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

ア
ン
テ
ナ
部 

素子数 ５ 

受信周波数｛ＭＨｚ｝ ７６～９５ 

インピーダンス［Ω］ ７５ 

動作利得［ｄＢ以上］ ４．５ 

前後比［ｄＢ以上］ ９以上 

電圧定在波比［以下］ ２．５ 

適合マスト径［ｍｍ］ φ３８～６０．５ 

質量（重量）［ｋｇ］ ６．１ 

外観寸法（長さ×幅×高さ）［ｍｍ］ ２０２２×１９５６×６４９ 
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３. ＢＳ／ＣＳアンテナ（１．２ｍ 融雪装置付）（型式 120SRL1H相当） 

（１）機能概要 

1）φ１．２ｍのアンテナであること。  

2）風速４５m/s に相当する風圧に耐えられること。  

3）融雪用のヒーターと電源を有すること。  

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

ア

ン

テ

ナ

部 

アンテナ有効開口径［ｍ

φ］ 

１．２ 

アンテナ形式 オフセット型 

受信周波数［ＧＨｚ］ １１．７０～１２．７５ 

受信偏波 右旋／左旋偏波 

アンテナ利得［ｄＢｉ］ ＢＳ：４１．２標準 １１０°ＣＳ：４１．７標

準 

性能指数［ｄＢ／Ｋ］ ＢＳ：２１．９標準 １１０°ＣＳ：２２．４標

準 

指向性 主偏波特性 ITU-R 勧告 BO.1213 に記載されたアンテナ特性に

準拠 

指向性 交差偏波特性 ITU-R 勧告 BO.1213 に記載されたアンテナ特性に

準拠 

コンバータ局発発信周波数

［ＧＨｚ］ 

右旋：１０．６７８  左旋：９．５０５ 

局発発信周波数安定度［Ｍ

Ｈｚ］ 

±１．５ 

出力周波数［ＭＨｚ］ 右旋１０３２～２０７２  左旋：２２２４～３

２２４ 

コンバータ総合利得［ｄ

Ｂ］ 

５３±５ 

雑音指数［ｄＢ］ ０．５標準 

局部発信移送雑音［ｄＢ／

Ｈｚ］ 

－５２以下（1KHz オフセット） 

－７０以下（5KHz オフセット） 

－８０以下（10KHz オフセット） 

出力構造 F型端子（Ｃ１５形） 

耐風測 ２０ｍ／ｓ以下 受信可能（利得定価１ｄＢ以

下） 

４０ｍ／ｓ以下 再調整復元可能 

６０ｍ／ｓ以下 非破壊 

適合マスト径［ｍｍ］ φ１１４．３ 

使用温度範囲℃］ －３０～＋５０ 

ヒ

｜

タ

部 

融雪動作温度範囲［℃以

下］ 

８以下 

融雪ヒーター使用条件（能

力） 

風速：１０ｍ／Ｓｅｃ以下 

降雪量：８ｃｍ／ｈ以下 
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４. 無停電源供給器（型式 NMPST1001相当） 

（１）機能概要 

1）停電時は自動的にバッテリーに切換わり、電源供給が可能であること。 

2）制御部故障時は無停波にて修理が可能であること。 

3）負荷電流確認用の測定端子を装備し、保守・点検が容易であること。 

4）ＳＴＭ出力端子（接点出力端子）の装備があること。 

5）ステンレス製防滴ケース採用であること。 

6）設置する鋼管柱はΦ１４０～３５０mm であり、配電柱へのバンド取付も可能

であること。 

7）非常用入力コードを使用し、発電機からＡＣ１００Ｖを給電して使用が可能

であること。  

（２）機器仕様 

項目 仕様･性能 

基

本

機

能 

無停電補償時間 100VA出力時 3時間以上 納入初期値(25°にて) 

定格・冷却方式 連続･自然冷却 

構造 ポール取付・防滴構造 ケースはＳＵＳ３０４ 

寸法（ｍｍ） ４４０（Ｈ）×３００（Ｗ）×３７０（Ｄ） 

質量（㎏） 約４４（蓄電池含む） 

入

力 

入力電圧（Ｖ） 1ΦAC100±10% 50/60Hz 

AC95V､100V､107V 入力切換ﾀｯﾌﾟ付 

電源周波数（Ｈｚ） ５０／６０ 

出

力 

出力電圧（Ｖ） 商用時 AC100±3%(AC100 入力時･負荷 50~100%) 

蓄電池動作時(負荷 0~100%) 

出力波形 停電時・矩形波（商用時・入力波形と同じ） 

出力電流（Ａ） １以下 

出力方式 コネクタ接続 

停電時出力周波数（Ｈｚ） ６０（±２％）商用時は、電源周波数と同じ 

切換時間（ｍｓ） ８０以内 

蓄

電

池 

種類 小型シール蓄電池 

規格 ＤＣ１２Ｖ２４Ａｈ（２０ＨＲ） 

構成 ２直列 

重量（ｋｇ） 約１０．５／１個 

充

電

器 

方式 自動フローティング充電 

充電所要時間（Ｈ） 約４０時間 

そ

の

他 

耐雷性（ｋＶ） ±３０（１．２×５０μｓ） 入力～接地間 

絶縁耐圧（Ｋｖ） ＡＣ１０ｋＶ １分間  入力・出力～接地間 

保護回路 出力：ノーヒューズレーカーによる 

入力：蓄電池：ヒューズ 

充電器過電圧保護 

蓄電池過放電保護 

使用温度範囲（℃） －１０～＋４０℃ 本体周囲温度 

使用湿度（％） ３０～９０％ 但し、氷結しないこと。 
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５. ＵＨＦ前置増幅器（２５ｄＢ型)（型式 NPA25U3相当） 

（１）機能概要 

1）雑音指数（ＮＦ)が優れ、微弱電界地域でのＣ／Ｎの改善が可能であること。 

2）入力及び出力端子には、避雷回路を内蔵していること。 

3）出力モニタ端子(－２０ｄＢ)が設け、レベルチェックが容易に可能であるこ

と。 

4）電源の供給は、ＡＣ２０Ｖ～ＡＣ３０Ｖを出力側同軸ケーブルに重畳して給

電することが可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

周波数帯域（ＭＨｚ） ４７０～７１０ 

利得（ｄＢ） ２５以上 

最大出力レベル（ｄＢμＶ） ９０（９波） 

利得安定度（ｄＢ） ±２ 

帯域内周波数特性（ｄＢ） ±１以内 任意の３０ＭＨzにて 

雑音指数（ｄＢ） １．５以下 最大利得時 

電圧定在波比［ＶＳＷＲ］ ２．５以下 
入力・出力インピーダンス（Ω） ７５ Ｆ型 

利得調整範囲（ｄＢ） ０～－１０ 連続可変 
３次相互変調［ＩＭ３］（ｄＢ） －７１以下 最大出力レベル時 

混変調［ＸＭ］ （ｄＢ） －４６以下 出力レベル９０dBμV（アナログ７波）時 

ハム変調（ｄＢ） －６０以下 

出力モニタ結合量（ｄＢ） －２０±１．５以内 

使用温度範囲（℃） －２０～＋５０ 本体周囲温度 

不要放射（ｄＢμｖ／ｍ） ３４以下  ３ｍ法による 

電源電圧（Ｖ） ＡＣ２０～３０（５０／６０Ｈｚ） 

消費電力（ＶＡ） ４ 

耐雷性（ＫＶ） ±１５（１．２×５０μＳ） 

外観寸法（ｍｍ） ７０．５（Ｈ）×１５１（Ｗ）×１０９（Ｄ） 

質量（ｋｇ） ０．８ 

 

６. ＦＭ前置増幅器（２５ｄＢ型）（型式 NPA25FM5相当） 

（１）機能概要 

1）ＦＭ増幅に対応した前置増幅器であること。 

2）取付金具(TK-HS等)1セット、取付ねじ２本、防水キャップ２個が付属されて

いること。 

 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

周波数帯域（ＭＨｚ） ７６～９５ 

利得（ｄＢ） ２３～２７ 

最大出力レベル（ｄＢμＶ） ８５ 

利得安定度（ｄＢ） ±２以内 

帯域内周波数特性（ｄＢ） ２以内 

雑音指数（ｄＢ） ４以下 
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７. ＣＳ・ＢＳ前置増幅器（型式 CSEA25相当） 

（１）機能概要 

1）受信増幅器と受信アンテナを接続する場合に使用する４Ｋ・８Ｋ放送(３．

２ＧＨｚ)に対応した前置増幅器であること。 

2）出力端子とＢＳ・ＣＳ入力端子間で電流通過可能であること。 

3）出力端子とＵ・Ｖ入力端子間はスイッチ操作で電流通過可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

周波数帯域（ＭＨｚ） 
ＦＭ・ＶＨＦ・ＵＨＦ  １０～７７０ 

ＢＳ・ＣＳ－ＩＦ  １０００～３２２４ 

利得（ｄＢ） 

ＦＭ・ＶＨＦ・ＵＨＦ －３．０（パス）以上 

ＢＳ・ＣＳ－ＩＦ   １７（ 1000MHz）／２２

（3224MHz） 

定格出力レベル（ｄＢμＶ） 

ＦＭ・ＶＨＦ・ＵＨＦ  － 

ＢＳ・ＣＳ－ＩＦ   ９０（ 1000MHz）／９５

（3224MHz） 

雑音指数（ｄＢ） 
ＦＭ・ＶＨＦ・ＵＨＦ  － 

ＢＳ・ＣＳ－ＩＦ ７以下 

ＣＩＮ（ｄＢ） 
ＦＭ・ＶＨＦ・ＵＨＦ  － 

ＢＳ・ＣＳ－ＩＦ ２８以上 

入出力インピーダンス（Ω） ７５ F型 

電圧定在波比［ＶＳＷＲ］ ２．５以下 

受電電圧／電流（Ｖ／Ａ） ＤＣ１５/０．０８ 

電流容量（Ｖ／Ａ） 最大 ＤＣ１５/０．０８ 

入出力インピーダンス（Ω） ７５  

外観寸法（ｍｍ） 高さ７８ 幅１３５ 奥行９１．２ 

質 量（ｋｇ） ０．６ 

使用温度範囲（℃） －２０～＋４０ 

８. ＣＳ・ＢＳプリアンプ（型式 CSE452相当） 

（１）機能概要 

1）４Ｋ・８Ｋ放送(３．２ＧＨｚ)に対応したブースターであること。 

2）不要放射３４ｄＢμＶ／ｍ以下を機器単体で実現した高シールドタイプであ

ること。 

 

電圧定在波比［ＶＳＷＲ］ ２．０以下 
入力・出力インピーダンス（Ω） ７５ Ｆ型 

利得調整範囲（ｄＢ） ０～－１０ 連続可変 

ハム変調（ｄＢ） －６０以下 

出力モニタ結合量（ｄＢ） －２０±１．５以内 

使用温度範囲（℃） －２０～＋４０ 本体周囲温度 

不要放射（ｄＢμｖ／ｍ） ３４以下 ３ｍ法による 

電源電圧（Ｖ） ＡＣ２０～３０（５０／６０Ｈｚ） 

消費電力（ＶＡ） ２．５ ＡＣ３０Ｖにおいて 

耐雷性（ＫＶ） ±１５（１．２×５０μＳ） 
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（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

周波数帯域（ＭＨｚ） ＦＭ・ＶＨＦ・ＵＨＦ 

１０～７７０ 

ＢＳ・ＣＳ－ＩＦ 

1000～3224MHz 

標準利得（ｄＢ） － ３５／４０／４５ 

（1000/2150/3224MHz） 

挿入損失（ｄＢ） ５以下 － 

利得調整範囲（ｄＢ） － ０～－１０ 連続可変 

利得安定度（ｄＢ） － ５．０以内 

入出力レベル調整［ＡＴ

Ｔ］（ｄＢ） 

－ －１２（6dBステップ）切

換 

周波数等化器（ｄＢ） － EQ -12(6dBステップ) 

切換式 

チルト 0～-8連続可変 

適正入力レベル（ｄＢμ

Ｖ） 

－ ６８～７８（５０波） 

標準出力レベル（ｄＢμ

Ｖ） 

－ 103/108/113（50 波） 

（1000/2150/3224MHz） 

雑音指数（ｄＢ） － １０以下 最大利得時 

入力・出力インピーダンス

（Ω） 

７５ （Ｆ型） 

電圧定在波比［ＶＳＲＷ］ ２．５以下 

ＣＮＲ（ｄＢ） － ２２以上 標準出力レベル

時 

ハム変調（ｄＢ） － －60以下標準出力レベル時 

入力モニタ（ｄＢ） － －２０±３．０ 

出力モニタ（ｄＢ） －２０±１．５ －２０±２．５ 

耐雷性（ｋＶ） ±２５（１．２／５０μｓ） 

不要放射（ｄＢＶ／ｍ） ３４以下 

直流供給電圧（Ｖ） － DC15（±10％） 6W 

BS・CS-IF入力端子 

電源電圧（Ｖ） ＡＣ１００Ｖ±１０（５０／６０Ｈｚ） 

消費電力（Ｗ） ８．５（送電時 １６） 

使用温度範囲（℃） －１０～＋４０ 本体周囲温度 

外観寸法（ｍｍ） １９３（Ｈ）×１４７（Ｗ）×６５（Ｄ） 

質量（ｋｇ） １．３ 

 

９. ３２２４ＭＨｚ対応棟内型光送信機（型式 OTD7BCW6A 相当） 

（１）機能概要 

1）３２２４MHz の広帯域で、ＣＡＴＶ／ＵＨＦ・ＢＳ（右旋・左旋）・ＣＳ

（右旋・左旋）を伝送可能な光送信機であること。 

2）ＢＳ・ＣＳ帯域の伝送周波数は、１０３２～３２２４ＭＨｚの４Ｋ・８Ｋ衛

星放送対応であること。 

3）入力切換スイッチによって、ＣＡＴＶ／ＵＨＦ・ＢＳ・ＣＳの入力を別入力

か混合入力のどちらかに選択可能であること。 



38 

 

帯域切換スイッチによって、伝送周波数帯域を「７０～７１０ＭＨｚ」「７ 

０～７７０ＭＨｚ」どちらかの選択が可能であること。 

4）ＣＡＴＶ／ＵＨＦ・ＢＳ・ＣＳの帯域ごとの入力レベル調整ＡＴＴ、入力チ

ルト、入力逆チルト、変調レベル調整ＧＣによって、各帯域の変調レベルを

調整できること。 

5）変調レベル測定端子を搭載し、ＣＡＴＶ／ＵＨＦ・ＢＳ・ＣＳの変調レベル

の測定が可能であること。 

6）ＢＳ・１１０°CS アンテナへ電源給電（ＤＣ１５Ｖ 最大６Ｗ）が可能であ

ること。 

7）ＵＨＦプリアンプへの電源給電（ＤＣ１５Ｖ 最大０．１Ａ）が可能であるこ

と。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

伝送周波数帯域（ＭＨｚ） ＦＭ・ＶＨＦ・ＵＨＦ 

７０～７７０ 

ＢＳ・ＣＳ－ＩＦ 

１０３２～３２２４ 

伝送波数 １１２波（ＣＡＴＶ） 

１２波（ＵＨＦ） 

５０波 

使用光ファイバ シングルモード 

光波長 １５５０±１０ｎｍ 

光変調方式 直接輝度変調 

光出力レベル ６．５ｄＢｍ±０．５ｄＢ 

レーザータイプ 非温調型 

光変調度 ２％（ＣＡＴＶ） 

３％（ＵＨＦ） 
３％ 

標準入力レベル ６１ｄＢμＶ（ＣＡＴＶ） 

６４ｄＢμＶ（ＵＨＦ） 
６３ｄＢμＶ 

入力レベル調整 

ＡＴＴ ０、１０ｄＢ切換 

チルト ０～－１０ｄＢ以上 

（連続可変）／７０MHz 

０～－１０dB以上 

（連続可変）／１０３２MHz 

逆チルト ０、５、１０ｄＢ以上切換 

／７７０ＭＨｚ 

０、５、１０ｄＢ以上切換 

／３２２４ＭＨｚ 

変調レベル調整ＧＣ ０～－１０ｄＢ以上（連続可変） 

利得安定度 ±２ｄＢ以内 ±３ｄＢ以内 

入力インピーダンス ７５Ω(Ｆ型端子) 

光コネクタ ＳＣ－ＡＰＣ型（８度斜め研磨） 

ＶＳＷＲ ２以下 ２．５以下 

Ｃ／Ｎ 30dB以上/-12dB（CATV） 

33dB以上/-12dBm（UHF） 
－ 

ＣＩＮ 
－ 

-28dB以下/-10dBm 

-24dB以下/-12dBm 

ＢＥＲ １．０e－９以下 － 

変調レベル測定端子 基準値±３ｄB以内 

耐雷性 ±１５ｋＶ（１．２／５０μs）のサージ電圧に耐え

ること 

不要放射 ３４dBμV/m以下 

使用温度範囲 －１０～＋４０℃ 

電源 ＡＣ１００Ｖ±１０Ｖ ５０・６０Ｈｚ 
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消費電力 約１４Ｗ／約３２ＶＡ 

ＢＳ・ＣＳアンテナ給電時：約２１Ｗ／約４１ＶＡ 

ＵＨＦプリアンプ給電時：約２３Ｗ／約４９ＶＡ 

外観寸法 １９１（Ｈ）×１４１（Ｗ）×６７（Ｄ）ｍｍ 

質量（重量) 約１．１ｋｇ 

 

１０. 地上デジタルヘッドアンプ（型式ＨＡＬＳ－１０Ｕ６Ｒ－ＦＭ□相当） 

（１）機能概要 

1）ＵＨＦ任意のチャンネル(６波)を受信し、チャンネルごとに不要な信号の除

去及びレベル調整が可能であり、ＵＨＦの任意のチャンネルにて送信が可能

であること。 

2）ＡＧＣ機能により、季節フェージング等のレベル変動に対し、常に安定した

出力レベルで再送信が可能であること。 

3）内蔵（最大出力１００dBμV）のスケルチ回路により、放送終了後も隣のチ

ャンネルに妨害を与えないこと。 

4）入力部のライン／ヘッド切換スイッチにより、多方向受信時のシステム構築

に柔軟に対応が可能であること。 

5）各チャンネル(入力６ユニットのうち４ユニットで切換可能)ごとに独立した

ユニット構造になっており、メンテナンス時のユニット交換や増局が容易で

あること。 

6）チャンネルユニット前面、チャンネル設定スイッチの操作で送受信チャンネ

ルを任意に設定が可能であり、将来チャンネルリパッキングに短時間で対応

することが可能であること。 

7）動作電源は、ＡＣ１００Ｖのほか同軸給電によりＡＣ６０Ｖ、ＡＣ３０Ｖの

３電源切換方式であり、設置要件に応じた動作電圧が選択することが可能で

あること。 

8）ＡＣ１００Ｖ用電源コードは、添付すること。 

9）防滴構造であり、付属の取付金具を使い屋外のポール、壁面どちらにも取付

が可能であること。 

10）筐体の外側に遮熱板を設け、温度上昇を抑えることが可能であること。 

11）ヘッド・ラインの各端子からプリアンプ等に、ＡＣ３０Ｖを送電すること

が可能であること。 

12）全入力端子の合計で０．５Ａまでの送電は、ＪＣＳＴＤ－０１２－１．０

に準拠していること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

区分 地上デジタル ＦＭ 

受信チャンネル 
ＵＨＦ１３～６２ｃｈの

内任意のチャンネル 

ＦＭ１又はＦＭ２の 

周波数指定 

送信チャンネル ＵＨＦ１３～６２ｃｈの

内任意のチャンネル 

５０波 

入出力インピーダンス（Ω） ７５ 入力Ｆ型、出力ＦＴ型 



40 

 

入力レベル範囲（ｄＢμＶ） ５０～７０ 

標準入力６０ｄＢμＶ 

５０～７０（ＦＭ５

波） 

標準入力６０ｄＢμＶ 

最大出力レベル（ｄＢμＶ） １００ １００（ＦＭ５波入力

時） 

最大利得（ｄＢ） ５０以上 

入出力ＶＳＷＲ ２．０以下 

入力レベル調整 

［ Ａ Ｔ Ｔ ］ 

（ｄＢ） 

ライン入

力 

０、－１０ － 

Ｃｈユニ

ット 

０、－１０ 

入力レベル調整 

［ Ａ Ｔ Ｔ ］ 

（ｄＢ） 

アンプユ

ニット 

０～－１０以上 連続可変 

Ｃｈユニ

ット 

０～－１０以上 連続可変 

帯域内偏差（ｄＢｐ－ｐ） ４．０以内 ３．０以内 

スプリアス妨害比（ｄＢ） －５０以下（１０～７７０ＭＨｚ） 

ＡＧＣ特性（ｄＢ） ±１．５以内（標準入力±１０ｄＢに対して） 

出力レベル安定度（ｄＢ） ±１．５以内（－２０～＋４０℃） 

スケルチ 入力信号がない時に操作 ４０ｄＢμＶ以下で動

作 

（１波入力時） 

周波数偏差（ＫＨｚ） ±２０以内 － 

入力モニタ結合量（ｄＢ） －１０±１．５以内 

出力モニタ結合量（ｄＢ） －１０±１．５以内 

不要放射（ｄＢμＶ／ｍ） ３４以下（３ｍ法による） 

耐雷性（ｋＶ） ±１５（１．２／５０μｓ） 入出力、電源端子 

電源（Ｖ） ＡＣ３０，ＡＣ６０、ＡＣ１００  ５０／６０Ｈ

ｚ 

入力端子給電容量（Ａ） ０．５（ＡＣ３０Ｖ） 

消費電力 ４４ＶＡ（ＡＣ３０Ｖ）、４６ＶＡ（ＡＣ６０

Ｖ）、４２Ｗ（ＡＣ１００Ｖ）最大入力送電含まず 

仕様温度範囲（℃） －２０～＋４０  本体周囲温度 

外観寸法（ｍｍ） ４９６（Ｈ）×３１５（Ｗ）×１４２（Ｄ）突起物

含まず 

質量（ｋｇ） １９（最大） 

 

１１. ３２２４MHz対応棟内型光受信機（型式 ORD7BCWA相当） 

（１）機能概要 

1）３２２４MHz の広帯域で、ＣＡＴＶ／ＵＨＦ・ＢＳ（右旋・左旋）・ＣＳ

（右旋・左旋）を受信可能な光受信機であること。 

2）ＢＳ・ＣＳ帯域の伝送周波数は、１０３２～３２２４ＭＨｚの４Ｋ・８Ｋ衛

星放送対応であること。 

3）光ＡＧＣ動作範囲が－１２～－２ｄＢｍと幅広くなっており、システムに合

わせた運用が可能であること。 

4）光受信器のＲＦ出力が高出力であること。 

5）出力レベル調整は、ＡＴＴスイッチを搭載し、０、１５ｄＢの切換機能があ
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ること。 

6）光入力レベル表示灯を実装し、－１２～０ｄＢｍの正常時は、緑点灯、０ｄ

Ｂｍを超える過大入力では赤点灯、－１２ｄＢｍ以下のレベル低下は、消灯

する機能を有すること。 

7）狭いスペースに設置できるスリム設計であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

伝送周波数帯域（ＭＨｚ） ＦＭ・ＶＨＦ・ＵＨＦ 

７０～７７０ 

ＢＳ・ＣＳ－ＩＦ 

１０３２～３２２４ 

伝送波数 １１２波（ＣＡＴＶ） 

１２波（ＵＨＦ） 

５０波 

使用光ファイバ シングルモード 

光波長 １５５０±１０ｎｍ 

光入力レベル －１２～－６ｄＢｍ 

ＡＧＣ動作範囲 －１２～－６ｄＢｍ 

光変調度 ２％（ＣＡＴＶ） 

３％（ＵＨＦ） 
３％ 

定格出力レベル ８５ｄＢμＶ（ＣＡＴＶ） 

８８ｄＢμＶ（ＵＨＦ） 
８５ｄＢμＶ 

帯域内周波数特性 ６ｄＢ以内 

出力レベル調整 ＡＴＴ ０、１５ｄＢ切換 

ＡＧＣ特性 ±４ｄＢ以内 

利得安定度 ±２ｄＢ以内 ±３ｄＢ以内 

入力インピーダンス ７５Ω（Ｆ型端子） 

光コネクタ ＳＣ－ＳＰＣ型 

ＶＳＷＲ ２以下 ２．５以下 

Ｃ／Ｎ 30dB以上/-12dBm（CATV） 

33dB以上/-12dBm（UHF） 
－ 

ＣＩＮ 
－ 

-28dB以下/-10dBm 

-24dB以下/-12dBm 

ＢＥＲ １．０ｅ－９以下 － 

出力測定端子結合損 －２０ｄＢ（Ｆ型端子） 

耐雷性 ±１５ｋＶ（１．２／５０μｓ）のサージ電圧に耐えること 

不要放射 ３４ｄＢμＶ／ｍ以下 

使用温度範囲 －１０～＋４０℃ 

電源 ＡＣ１００±１０Ｖ ５０・６０Ｈｚ 

消費電力 約６Ｗ／約１２．３ＶＡ 

外観寸法 ２０５（Ｈ）×１３２（Ｗ）×４０（Ｄ）ｍｍ  

質量（重量) 約７７０ｇ 

 

１２. ２分配器（型式 D2E相当） 

（１）機能概要 

1）３．２ＧＨｚ対応の一端子電通型の２分配器であること。 

2）ダイカストケースを使用したシールド構造により、電波の漏洩・飛び込み防

止に対応可能であること。 

3）入力端子と 1 出力端子間電流通過型（最大ＤＣ１５Ｖ・０．８Ａ／ＡＣ３０
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Ｖ・１Ａ）であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

伝送周波数帯域 

（ＭＨｚ） 

10～ 

 76 

76～ 

 222 

222～ 

 770 

770～ 

1489 

1489～ 

2150 

2150～ 

2681 

2681～ 

3224 

分配損失 

（ｄＢ以下） 
4.3 4.0 4.3 5.0 6.0 6.5 7.3 

端子間結合損失 

（ｄＢ以下） 
16 20 20 15 15 15 15 

電圧定在波比 

（以下） 
2.0 1.8 1.8 2.0 2.0 2.0 2.5 

イ ン ピ ー ダ ン ス

（Ω） 

７５ 

使用温度範囲（℃） －１０～＋４０ 

寸法(mm) ２０．５（Ｈ）×４７．７（Ｄ）×５５．５（Ｗ）（突起物

含む） 

 

１３. ＣＳ・ＢＳプリアンプ（型式 CSE452相当） 

（１）機能概要 

1）４Ｋ・８Ｋ放送（３．２ＧＨｚ）に対応したブースターであること。 

2）不要放射３４ｄＢμＶ／ｍ以下を機器単体で実現した高シールドタイプであ

ること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

周波数帯域（ＭＨｚ） ＦＭ・ＶＨＦ・ＵＨＦ 

１０～７７０ 

ＢＳ・ＣＳ－ＩＦ 

１０００～３２２４ 

標準利得（ｄＢ） － ３５／４０／４５ 

（1000/2150/3224MHz） 

挿入損失（ｄＢ） ５以下 － 

利得調整範囲（ｄＢ） － ０～－１０ 連続可変 

利得安定度（ｄＢ） － ５．０以内 
入出力レベル調整［ＡＴＴ］（ｄ

Ｂ） 
－ －１２（6dBステップ）切換 

周波数等化器（ｄＢ） － ＥＱ -12（6dBステップ）  

[1000MHz]切換 

チルト 0～-8 

[1000MHz]連続可変 

適正入力レベル（ｄＢμＶ） － 68～78（50波） 

標準出力レベル（ｄＢμＶ） － 103/108/113（50波） 

（1000/2150/3224MHz） 

雑音指数（ｄＢ） － １０以下 最大利得時 

入力・出力インピーダンス

（Ω） 

７５ （Ｆ型） 

電圧定在波比［ＶＳＲＷ］ ２．５以下 

ＣＮＲ（ｄＢ） － 22以上 標準出力レベル時 

ハム変調（ｄＢ） － -60以下 標準出力レベル時 

入力モニタ（ｄＢ） － －２０±３．０ 

出力モニタ（ｄＢ） －２０±１．５ －２０±２．５ 

耐雷性（ｋＶ） ±２５（１．２／５０μs） 
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不要放射（ｄＢＶ／ｍ） ３４以下 

直流供給電圧（Ｖ）  ＤＣ１５（±１０％）６

Ｗ 
ＢＳ・ＣＳ－ＩＦ入力端子 

電源電圧（Ｖ） ＡＣ１００Ｖ±１０（５０／６０Hz） 

消費電力（Ｗ） ８．５（送電時１６） 

使用温度範囲（℃） －１０～＋４０ 本体周囲温度 

外観寸法（ｍｍ） １９３（Ｈ）×１４７（Ｗ）×６５（Ｄ） 

質 量（ｋｇ） １．３ 

 

１４. 組立鋼管柱（型式 S-15X相当品） 

（１）仕様 

1）全長１５ｍ ３段式組立鋼管柱 

2）溶融亜鉛メッキ（ＨＤＺ５５）仕上げ、地際部タールエポキシ塗装 

3）第二受信点は避雷針付とする。 

 

第２条 空調換気設備 

１. 換気設備工 

（１）機能概要 

窒素ガス消火設備と連動し、以下の機能を備えるものとする。 

1）空気流出入経路遮断設備 

ガス放出時において既設換気設備（熱交換器）からの空気流出入を防止す

るため、ダンパー（ガス圧連動ダンパー）を設け遮断及び解除を制御す

る。 

2）避圧ダンパー設備 

ガス放出時に内装設備防護の為、一定以上の圧力を室外へ放出できる避圧

ダンパーを設けること。 

3）強制排気設備 

ガス放出後、消火ガスを室外へ放出する換気設備を設けること。 

（２）機器仕様 

1）空気流出入経路遮断設備 

項目 仕様・性能 

チャッキダンパー ３００×３００  

2）避圧設備 

項目 仕様・性能 

制気口 ３００×３００ ＨＳ 取付枠共 

避圧ダンパー ３００×３００ 設定圧力：４００Ｐａ 

 

3）強制排気設備 

項目 仕様・性能 

ガス圧連動ダンパー ３００×３００ 

排気ファン ＢＦ－１７Ｓ５相当 
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接続用フランジ  

キャンバス継手 ３００×３００×２５０ フランジ接続 

 

２. 空調設備工 

（１）機能概要 

設備用空調として床置形空調機を２台、空調制御盤及び各２台以上の温度・湿

度センサーより構成される。空調機は以下の機能を備える空調制御盤により連動

する。 

（２）機器仕様 

1）空調機 

項目 仕様・性能 

室内機設置方法 床置形 

定格冷房標準能力 １２．５ｋＷ（５．７～１４．０） 

電源 三相 ２００Ｖ 

運転電流 冷房：１３．３Ａ 最大：２４．０Ａ 

エネルギー消費効率（ＣＯ

Ｐ） 
冷房平均 ３．１７ 

冷媒 Ｒ３２ 

その他 グリーン購入法調達基準適合商品 

 

2）空調制御盤 

以下の機能を備えること 

① 任意のタイミングを設定可能なローテション運転機能 

② 停電後の、復電時自動再起動機能 

（ただし、発電機の負荷軽減の為、順次起動機能を備えること）  

③ 温度・湿度センサー等の取り込みによる自動負荷制御運転機能 

④ 空調機の動作状況（運転／故障）を接点により外部出力できる機能 

⑤ 空調機の運転／停止を外部接点からの信号で制御できる機能 

 

３. ガス消火設備工 

（１）機能概要 

地域住民への重要な情報インフラ設備であり、かつ常時無人による運用を鑑み

情報超高感度センサーにより火災の予兆を検知し、外部へ警報出力を行い異常の

早期検知することで設備被害を未然に防ぐとともに、火災発生時には内蔵のボン

ベより人体・環境のない窒素ガスを放出し、消火することで設備被害を最小限に

食い止める機能を持つものとする。 

また、予兆警報の他、各種警報を外部出力する機能を持つとともに別項で示し

た換気・空調設備と連動し消火作業及び消火後の換気作業が一連の動作で行える

ものとする。 



45 

 

（２）機器仕様  

1）窒素ガス消火装置 １式 

2）超高感度火災予兆センサー内蔵 

検知方式 レーザーダイオードによる総散乱光方式 

検知レンジ ０．００１％／ｍ～２０．０％／ｍ 

3）窒素ガスボンベ（消火ガス必要容量は計算により算出すること） １式 

4）光電式煙感知器 １台 

5）噴射砲（室内用） １式 

6）充填表示灯  １式 

7）警報スピーカ（消防法認定品） １式 

 

第３条 伝送路設備 

１. 広帯域低損失型ＳＺ撚り光ファイバ 

（１）仕様 

光ファイバ種別 シングルモード型 

伝送損失（λ⁼１３１０ｎｍ） ０．４ｄＢｋｍ以下 

伝送損失（λ⁼１５５０ｎｍ） ０．３ｄＢ／ｋｍ以下 

テープ心線種別 ４心テープ心線 

テープ心線中間分離性 
ヤスリや刃を用いず、テープ心線を有害な外傷な

く光ファイバ素線に分離可能な構造であること。 

 

２. クロージャ（幹線用） 

（１）概要 

架空伝送路における光ケーブルの接続・分岐に使用する。  

（２）仕様 

ケーブル導入数 

主ケーブル最大２条（片側１条） 

分岐ケーブル最大４条（片側２条） 

ドロップケーブル最大３２条（片側１６条） 

最大接続数 １００接続 

トレイ枚数 ５枚 

 

３. クロージャ（分岐） 

（１）概要 

架空伝送路における光ケーブルの接続・分岐に使用するとともに４分岐カプラと

８分岐カプラを実装し加入者宅への引込ケーブルとの接続に使用する。 

（２）仕様 

クロージャ仕様 クロージャ（幹線用）に準ずる 

４分岐カプラ 

１台実装 

出力端子の内、最低１ポートに測定用の光コネク

タ（ＳＣ）を備えること。 

８分岐カプラ 

１台実装 

出力端子の内、最低１ポートに測定用の光コネク

タ（ＳＣ）を備えること。 



46 

 

４. クロージャ（ドロップ） 

（１）概要 

架空伝送路における光ケーブルの接続・分岐に使用するとともに８分岐カプラを

実装し加入者宅への引込ドロップケーブルとの接続に使用する。 

（２）仕様 

クロージャ仕様 ６－２．クロージャ（幹線用）に準ずる 

８分岐カプラ 

１台実装 

出力端子の内、最低１ポートに測定用の光コネク

タ（ＳＣ）を備えること。 

 

５. クロージャ（ドロップ延長） 

（１）概要 

クロージャ（ドロップ）より離れた場所での引込を考慮し、加入者宅近傍へ配備

し、引込ドロップケーブルとの接続に使用する 

（２）機器仕様 

ケーブル導入数 
主ケーブル最大２条（片側１条） 

ドロップケーブル最大８条 

最大接続数 １２接続 

 

第４条 電源設備 

１. 発電機（TDGP-73LT（3S）型（長時間型）相当） 

（１）機能概要 

発電装置の機器仕様は、「非常用発電装置機器仕様書（案）」（平成26年３月国

土交通省）によるものとし、特記事項は次のとおりとする。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

周囲条件 設置場所屋内 

構成 
・形式キュービクル式 

・発電機盤構成搭載型 

塗装 塗装色製造者の標準とする 

発電機 

・定格出力 ６２．５ｋＶＡ 

・定格電圧 ２２０Ｖ 

・相数及び線数 三相３線 

・周波数  ６０Ｈｚ 

・極数  ４極 

・励磁方式 ブラシレス方式 

・塩害対策指定無し 

原動機 

・定格出力８６．０ｋＷ以上 

・定格回転数 １８００ｍｉｎ－１ 

・冷却方式 ラジエータ方式 

・使用燃料 軽油 

・燃料消費率９５０Ⅼ軽油で、４８時間以上運転

可能であること 

発電機盤 
・形式搭載型 

・制御電源ＤＣ２４Ｖ 
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始動用直流電源盤 

・形式搭載型 

・入力電圧 製造者の標準とする 

・出力電圧 製造者の標準とする 

・蓄電池  制御弁式据置鉛蓄電池（長寿命形） 

容量１００ＡＨ以上 

排気消音器 
騒音規制レベル 低騒音型：機側１ｍで平均７５ 

㏈（Ａ）以下 

 

２. 燃料タンク 

（１）機能概要 

発電装置の機器仕様は、「非常用発電装置機器仕様書（案）」（平成 26 年３月国

土交通省）によるものとし、特記事項は次のとおりとする 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

屋内燃料槽 

・数量  １式 

・型式   鋼板製９５０Ｌ燃料槽  

・仕様  架台、鋼板製防油堤付 

ウイングポンプ付属 

 

３. 開閉器盤 

（１）機器仕様 

開閉器の装備は以下とする。 

1）発電機入力側（三相）：１個 

2）スコット変圧器一次側：１個 

3）スコット変圧器二次側：２個 

4）ヘッドエンド室（三相）：１個 

 

４. スコット変圧器 

（１）機器仕様 

項目 仕様・性能 

容量 ３０ｋＶＡ 

周波数 ６０Ｈｚ 

回路 ２１０Ｖ／２１０－１０５Ｖ 

 

５. 配電盤 

（１）機器仕様 

配電盤の装備は以下とする。 

1）遮断器２個（三相三線） 

2）遮断器１０個（単層三線） 
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６. 無停電電源装置（型式ＳＡＮＵＰＳ Ａ１１Ｋ－Ｌｉ相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は、停電対策用として、サーバ等の負荷に対して電力を供給する無停

電電源装置であること。 

2）リチウムイオン電池搭載の常時インバータ給電方式の無停電電源装置であり、

停電時には、負荷に対する電力のバックアップ給電を行うことが可能である

こと。 

3）電源管理ソフトウェアとの組み合わせで、自動シャットダウン機能、リアル

タイムモニタリング機能、スケジュール運転機能等を使用することが可能で

あること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様･性能 

動作方式 常時インバータ方式 

定格容量 ２０００ＶＡ／１６００Ｗ 

交流入力 

単相２線式ＡＣ１００／１１０／１２０Ｖ設定可 

定格入力周波数５０／６０Ｈｚ 

所要容量 ２．０ｋＶＡ以下 

交流出力 

（バッテリー動作時） 

単相２線式ＡＣ１００／１１０／１２０Ｖ設定可 

定格出力周波数５０／６０Ｈｚ 

波形ひずみの少ない正弦波（サインイン波） 

最大出力：１．６ｋＷ 

バッテリー 

リチウムイオン電池 

バックアップ時間：最大約１５分 

（２５℃、定格負荷時） 

出力コンセント 

コンセントグループ１：ＮＥＭＡ Ｌ５－３０×

１個 

コンセントグループ２：ＮＥＭＡ ５－１５Ｒ×

２個 

消費電力 １５３Ｗ 

外形寸法 
Ｗ４８０×Ｄ６２５×Ｈ８６（ｍｍ）：ラック搭

載時（２Ｕ） 

質量 約２７．０ｋｇ 

過度電圧変動 

定格電圧±５％以内 

・負荷急変時０→１００％変化、定格入力 

・停電復帰時 

・入力電圧急変±１０％変化 

応答時間５サイクル以下 

過電流保護動作 １０５％以上でバイパス回路へ自動切換 

環境条件 

動作時周囲温度；－２０～＋５５℃ 

休止時：－２０～＋５５℃ 

相対湿度動作時：１００～９０％ＲＨ結露のない

こと。 

休止時：１００～９０％ＲＨ結露のないこと。 
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第５条 監視制御設備 

１. 施設管理用ＰＣ（型式 ESPRIMOD7011/H相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は、接点ＩＰ監視用のＰＣであること。 

2）２４時間稼働が可能なこと。 

3）下記仕様のいずれかを選択すること。 

 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

ＣＰＵ インテル®Ｃｏｒｅ™ｉ５－１０５０５プロセッサー相当 

メインメモリ １６ＧＢ 

電源／周波数 
ＡＣ１００Ｖ±１０％（ＡＣアウトレット付）、

５０／６０Ｈｚ＋２％－４％ 

電波障害対策 ＶＣＣＩＣｌａｓｓＢ 

省エネ法に基づくエネルギー消費効率 ２０２２年度基準を満たすこと 

外形寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ） ８９×２９６×３１４ｍｍ（縦置時） 

質量 約４．９ｋｇ 

サポートＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ１０Ｐｒｏ（６４ｂｉｔ） 

 

２. 接点ＩＰ監視装置（型式 ND-SW02DI相当） 

（１）機能概要 

1）設備機器の故障信号や運転信号をネットワーク化し、ＷＥＢブラウザーで簡

単に閲覧が可能であること。 

2）接点入力は、１６接点であること。 

3）設備機器を監視して、ＳＮＭＰトラップ、電子メールによる通報を行うこと

が可能であること。 

4）接点入出力の動作データ（ロギングデータ）は電源ＯＦＦでも消えずに保持

すること。 

5）設備機器の接点警報を受けて、本機内部の警報状態を保持することが可能で

あること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

構

造 

外形寸法 
２１５（Ｗ）×１６０（Ｄ）×４０（Ｈ）ｍｍ 

（ただし，突起部を除く） 

質量 約０．６ｋｇ 

動

作

環

境 

定格電源 ＡＣ１００Ｖ５０／６０Ｈｚ 

消費電力 ８Ｗ 

動作環境条件 
－１０℃～＋５０℃／１０％ＲＨ～９０％ＲＨ

（結露無きこと） 

定 接点入力 
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格 入力点数 １６点 

接点入力端子名 ＤＩ１～ＤＩ１６ 

入力仕様 

フォトカプラー入力（駆動電流１０ｍＡ） 

ＴＴＬオープンコレクター（２４Ｖ）／無電圧

接点に対応 

＋２４Ｖ電源内蔵 

ＧＮＤ共通 

外部配線最大許容抵抗値５０Ω（ＡＷＧ２２で

５００ｍまで） 

接続コネクタ 
ツーピース式差込端子台（Ｂ２Ｌ３．５／１６

Ｆ：１７４８０６ワイドミュラー社製） 

適合電線 
ＡＷＧ２８～ＡＷＧ１８（０．０８～１．０ｓ

ｑ）単線／より線 

アラーム出力 

出力点数 １点 

接点出力端子名 ＡＬＭＤＯ 

出力仕様 リレー接点出力（ノーマルオープンのみ） 

接点容量 ＤＣ３０Ｖ １Ａ以内（抵抗負荷時） 

接続コネクタ ２Ｐ差込式端子台（ＭＬ８００－２） 

適合電線 

ＡＷＧ２６～ＡＷＧ１６（φ０．４ｍｍ～φ

１．２ｍｍ）単線／ＡＷＧ２２～ＡＷＧ１６

（０．２ｓｑ～１．２５ｓｑ）より線 

通信インターフェース 

ＥＴＨＥＲＮＥＴ 

１００Ｂａｓｅ－ＴＸ／１０Ｂａｓｅ－Ｔ（オ

ートネゴシエーション対応） 

接続コネクタ：ＲＪ４５ 

ＣＯＮＳＯＬＥ 
設定用ＲＳ２３２ポート 

接続コネクタ：Ｄ－ｓｕｂ９極ピンコネクタ 

その他 

ＬＥＤ表示 
ＰＯＷＥＲ，ＬＩＮＫ，ＴＸ／ＲＸ，１００

Ｍ，ＤＩ，ＡＬＭ 

適合規格 ＶＣＣＩ－ｃｌａｓｓＡ 

リセットボタン 通電時押下：再起動、起動時押下：設定初期化 

 

３. Ｖ－ＯＮＵ視聴制御サーバ（型式 PRIMERGYRX1330M5 相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は、ＣＡＴＶ放送用ヘッドエンド機器であるＶ－ＯＮＵ視聴制御を行

うための放送制御サーバであること。 

2）２４時間稼働が可能なこと。 

3）ＦＳＫ送信器経由でＶ－ＯＮＵの制御が可能なＶ－ＯＮＵ遠隔制御コントロ

ーラソフトを実装すること。 

4）下記仕様のいずれかを選択すること。 

（２）機器仕様（ハード）（型式 PRIMERGYRX1330M5 相当） 

項目 仕様・性能 

形状 ラックマウント 
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ＣＰＵソケット数・種 
インテル®Ｐｅｎｔｉｕｍ®Ｇｏｌｄプロセッサー

／インテル®Ｘｅｏｎ®プロセッサー 

メモリスロット数・種 ４（３２００ＵＤＩＭＭ） 

メモリ最大容量 １２８ＧＢ（３２００ＵＤＩＭＭ） 

内蔵ストレージ 
２．５インチ最大１０｛ＨＤＤ：ＳＡＳ／ＢＣ－

ＳＡＴＡ｝｛ＳＳＤ：ＳＡＳ／ＳＡＴＡ｝、 

電源入力電圧（周波数） ＡＣ１００Ｖ（５０／６０Ｈｚ）  

電源冗長 あり 

消費電力／発熱量 
［５００Ｗ電源］ＡＣ１００Ｖ：最大５０７Ｗ／

１，８２５．２ｋＪ／ｈ 

冗長ファン 標準搭載 

エネルギー消費効率（２０２１

年度基準） 
１２．４（区分１） 

外形寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ）／質量 
４３５．４×５５８×４３（１Ｕ）ｍｍ／最大１

６．８ｋｇ 

使用環境 周囲温度：５～４５℃）／湿度：１０～８５％ 

 

（３）機器仕様（ソフト）Ｖ－ＯＮＵ遠隔制御コントローラソフト（型式 VONU-CONT-

2008相当） 

項目 仕様・性能 

ＯＳ 
基本ＯＳとして、ＷｉｎｄｏｗｓＳｅｒｖｅｒを

利用すること。 

ＦＳＫ送信器との接続パラメー

タ 

ＩＰアドレスＴＣＰ／ＩＰポート番号 

・ＦＳＫ送信器に設定された、コマンド送信用の

通信接続パラメータ 

定期全送信の間隔 なし／３０分～２４時間 選択式 

制御モード 

通常制御／一括ＯＮ制御 

・一括ＯＮ制御を選択すると上記の定期全送信間

隔で一括視聴許可のコマンドを送信し続ける。 

加入者管理機能 

登録・編集・削除 

Ｖ－ＯＮＵアドレス単位で登録・編集・削除を行

うことが出来る。 

検索 

管理主要項目について検索を可能とする。 

一括（ＣＳＶ）登録 

Ｖ－ＯＮＵアドレス、加入者情報等で構成された

ＣＳＶファイルを本コントローラにアップロード

することで一括登録を可能とする。 

基本管理項目は以下の通りとする。 

＜加入者ＩＤ＞，＜ユーザー名＞，＜カナ氏名＞，

＜住所＞，＜電話番号＞，＜郵便番号＞， 

＜メモ＞，＜Ｖ－ＯＮＵアドレス＞， 

＜遠隔制御＞，＜予約制御＞，＜予約時刻＞ 

在庫登録機能 

Ｖ－ＯＮＵアドレス 

・６ｂｙｔｅ、１６進数１２桁（重複不可） 

Ｖ－ＯＮＵ製造番号 

・半角英数字、記号＿（）［］で最大３２バイ

ト（省略可能） 
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遠隔制御在庫状態時の制御内容 

・Ｖ－ＯＮＵ情報半角英数字、記号＿（）［］

で最大３２バイト 

任意の情報 

バックアップ・リストア機構 

本コントローラは、加入者情報及び本コントローラ

の設定情報について、定期的（設定）に複数のファ

イルにバックアップを取ることが可能であること。 

バックアップとして出力されたファイル群について

ｆｔｐを用いてＦＴＰサーバへ転送することが可能

であること。 

バックアップされたファイル群には、そのバックア

ップからリストアするためのスクリプトが含まれる

こと。 

スクリプトを用いることにより事で、バックアップ

取得時点の状態に戻すことが可能であること。 

ＳＭＳ連携機能 

加入者管理システム（ＳＭＳ）との連携機能を有

し、これにより、本コントローラ内の遠隔制御や加

入者情報の管理をＳＭＳからの指示で更新すること

が可能であること。 

連携はＦＴＰサーバを介し、ＳＭＳとの間で連携フ

ァイルの送受信を行なうことで実行されること。 

 

４. Ｖ－ＯＮＵ視聴制御装置（型式 FJHEOD-FSKRA-ET-JE#3相当） 

（１）機能概要 

1）本器は、日本ケーブルラボ仕様「ＪＣＬＳＰＥＣ－０１４１．０」（以下，

ラボ仕様）に準拠し、Ｖ－ＯＮＵ遠隔制御コントローラよりＶ－ＯＮＵの遠

隔制御が行うことが可能であること。 

2）データインターフェースはＬＡＮであること。 

3）ＪＩＳ規格，ＥＩＡ規格を選ばずに１９インチラックへの実装が可能である

こと。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

構

造 

構造 
１９インチラックマウント取り付け構造 

ＪＩＳ－１Ｈ，ＥＩＡ－１Ｕ共用型 

材質 
前面パネル：鉄，塗装 

ケース，蓋，後面パネル：ステンレス鋼 

パネル塗装色 
標準色：マンセル２．５Ｙ７．２／０．４，光

沢度３０％ 

外形寸法 
４８０．０（Ｗ）×４３．７（Ｈ）×３５１．０

（Ｄ）ｍｍ（突起部は除く） 

質量 ５．０㎏以下 

動

作

環

境 

動作環境 屋内 

使用温度範囲 ０～＋４０℃ 

使用 連続 

定

格 

出力端子（ＲＦＯＵＴ） 

送信搬送波周波数 ７０～７６ＭＨｚの指定の１波，0.05ＭＨｚステップ 

データ変調方式 ＦＳＫ 
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変調形式 ＮＲＺ 

最大出力レベル １１０ｄＢμＶ 

データ伝送速度 １９．２ｋｂｐｓ 

同期確立方式 調歩同期方式 

周波数偏移幅 ±７５ｋＨｚ 

周波数偏移極性 
マーク（１）：－７５ｋＨｚ，スペース

（０）：＋７５ｋＨｚ 

占有帯域幅 ５００ｋＨｚ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １端子 

出力モニタ端子（ＯＵＴＰＵＴＭＯＮＩＴＯＲ） 

周波数帯域 ７０～７６ＭＨｚ 

モニタ結合量 －２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（前面，キャップ付） 

データ送信タイミング（Ｖ－ＯＮＵ遠隔制御コントローラ使用時） 

制御信号送出時間Ｔ１ ５．１５６ｍｓ 

制御信号送出間隔Ｔ２ １０ｍｓ 

次の制御信号を送出 

するまでの時間Ｔ３ 
１０ｍｓ 

データ通信（Ｖ－ＯＮＵ遠隔制御コントローラー使用時） 

通信方式 半二重単方向方式 

エラーチェック方式 ＢＣＣ（ＸＯＲ） 

データインターフェース（ＬＡＮ） 

通信インターフェース 
１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ 

（オートネゴシエーション） 

コネクタ ＲＪ－４５ 

保守端子（ＣＯＮＳＯＬＥ） 

機能 ＬＡＮ，ＳＮＭＰに関する設定ポート 

通信方式 ＲＳ－２３２Ｃ 

コネクタ Ｄ－ＳＵＢ９ピン（オス／インチネジ） 

アラーム接点出力 

インターフェース 無電圧接点 

接点許容電流 ＤＣ０．５Ａ（接点入力ショート時） 

接点許容電圧 ＤＣ＋２４Ｖ（接点入力オープン時） 

ＡＣ１００Ｖ入力 

入力電圧 ＡＣ１００Ｖ，５０／６０Ｈｚ 



54 

 

機

能 

共通機能 

・時間基準信号送出、表示選択、各種設定表示、設定固定表示、設定固定

スイッチ、各種設定、通信動作表示、異常状態表示、アラーム接点出

力、時間基準信号、送出設定、一斉ＯＮ制御、ラストメモリ、ＩＰアド

レス及びＴＣＰポート設定 

ＦＳＫ変調部機能 

・ＦＳＫ変調、送信データ表示、出力レベル調整 

ＳＮＭＰ 

・ＳＮＭＰエージェント、ＳＮＭＰＴｒａｐ送出、ＳＮＭＰ基本設定の

機能を有すること 

性

能 

ＦＳＫ変調部 

最大出力レベル １１０ｄＢμＶ±１ｄＢ以内（無変調時） 

出力周波数偏差 ±５０ｐｐｍ以内（周波数変動含む） 

周波数偏移幅 ±７５ｋＨｚに対して±１ｋＨｚ以内 

データ転送速度 １９．２ｋｂｐｓ±０．５％ 

スプリアス －６０ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚ） 

リターンロス １４ｄＢ以上（７０～７６ＭＨｚ） 

出力レベル調整範囲 １１０～９０ｄＢμＶ，０．５ｄＢステップ 

出力レベル偏差 表示値に対して±１ｄＢ以内 

出力レベル安定度 
＋２０℃に対して±１．０ｄＢ以内（０～＋４

０℃） 

帯域外減衰量 ４５ｄＢ以上（±２５０ｋＨｚ） 

出力モニタ偏差 －２０±１ｄＢ以内 

データ送信タイミング（Ｖ－ＯＮＵ遠隔制御コントローラ使用時） 

制御信号送出時間Ｔ１ ５．１５６ｍｓ±０．５％ 

制御信号送出間隔Ｔ２ 標準１０ｍｓ（３ｍｓ＜Ｔ２＜９０ｍｓ） 

次の制御信号を送出 

するまでの時間Ｔ３ 
標準１０ｍｓ（３ｍｓ＜Ｔ３＜９０ｍｓ） 

電源部 

電源電圧動作範囲 ＡＣ１００Ｖ±１０％５０／６０Ｈｚ 

消費電力 １０Ｗ以下 １９ＶＡ以下 

 

５. ＦＭ・地デジ・ＢＳ／ＣＳＦＴＴＨコントローラサーバ（型式PRIMERGYRX1330M5

相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は、ＣＡＴＶ放送用ヘッドエンド機器であるＦＭ／地デジパススルー

／ＢＳ・ＣＳ－ＩＦパススルー用シグナルプロセッサーを設定・制御するた

めのサーバであること。 

2）２４時間稼働が可能なこと。 

3）シグナルプロセッサーを制御／監視するためのコントローラソフトを実装す

ること。 

4）監視用のＳＮＭＰマネージャーソフト（ＭＳＮＭＰ－ＭＧＲ－ＥＸ）、ＳＰ
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コントローラーソフト（ＳＰＣ２０１４）も実装すること。 

5）下記仕様のいずれかを選択すること。 

（２）機器仕様（サーバ）（型式 PRIMERGYRX1330M5 相当） 

項目 仕様・性能 

形状 ラックマウント 

ＣＰＵソケット数・種 インテル®Ｐｅｎｔｉｕｍ®Ｇｏｌｄプロセッサー 

メモリスロット数・種 ４（３２００ＵＤＩＭＭ） 

メモリ最大容 １２８ＧＢ（３２００ＵＤＩＭＭ） 

内蔵ストレージ搭載位置・数・

種類 

２．５インチ最大１０｛ＨＤＤ：ＳＡＳ／ＢＣ－

ＳＡＴＡ｝｛ＳＳＤ：ＳＡＳ／ＳＡＴＡ｝ 

電源入力電圧（周波数） ＡＣ１００Ｖ（５０／６０Ｈｚ） 

電源冗長 あり 

消費電力／発熱量 
［５００Ｗ電源］ＡＣ１００Ｖ：最大５０７Ｗ／

１，８２５．２ｋＪ／ｈ 

冗長ファン 標準搭載 

エネルギー消費効率 ２０２１年度以降の基準を満たすこと 

外形寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ）／質量 
４３５．４×５５８×４３（１Ｕ）ｍｍ／最大１

６．８ｋｇ 

使用環境 周囲温度：５～４５℃）／湿度：１０～８５％ 

騒音値 約４２ｄＢ（Ａ） 

 

（３）機器仕様（ＳＰコントローラーソフト）（型式 SPC2014相当） 

項目 仕様・性能 

機

能 

通信機能 

・通信方式、ネットワーク、インターフェース選択 

ユニット管理機能 

・登録可能機種、ユニット登録可能台数、グループ管理 

ユニット設定・制御 

・ユニット設定、設定変更制御、ユニット再起動制御、入力信号未監視制

御、ユニット切替（自動）、ユニット切替（手動）、ユニットバージョ

ンアップ、ユニット選択制御、ユニット通信切断、入力系統自動切替制

御（受信点監視装置連携）、ユニット切替（ＣＡＴＶ画音監視装置連

携）、一括制御 

ユニット監視機能 

・監視項目、入力状態警告表示、監視結果判定処 

履歴管理機能 

・履歴表示、履歴抽出表示、対象項目、履歴の出力、定期保存 

メール送信機能 

・送信処理、最低送信間隔、対象イベント、メール送信先、メール送信先

の属性、定時送信機能 

ＳＮＭＰエージェント機能 

・バージョン、ＭＩＢ項目（コントローラ情報、ユニット情報、ユニット

設定、ユニット状態）、ＴＲＡＰ項目、ＴＲＡＰ送信 

ユーザー補助機能 

・バックアップ、セットアップの各機能を有すること。 
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（４）機器仕様（ＳＮＭＰマネージャーソフト）（型式 MSNMP-MGR-EX相当） 

項目 仕様・性能 

機

能 

監視情報の登録 

登録可能エージェント数 
エージェント数の制限なし 

※１０００件以下での使用を推奨 

エージェント登録情報 

エージェントごとに以下の情報を登録する。 

・ＩＰアドレス 

・コミュニティ名 

・ポーリングパラメータ（リトライ値、タイムアウ

ト値） 

・監視定義 

監視項目数 １件のエージェントあたり最大１００項目 

監視定義情報 

ＸＭＬ形式のファイルとして以下の情報を管理す

る。 

・ＯＩＤ及びＶａｌｕｅ 

・ＴｒａｐＴｙｐｅ、ＶａｒｉａｂｌｅＢｉｎｄｉ

ｎｇｓ等のＴＲＡＰ情報 

・日本語変換用の基礎メッセージ及び変換規則 

・外部通知定義 

監視処理 

監視方式 ＳＮＭＰ－ＧＥＴ及びＴＲＡＰ受信の併用方式 

ポーリング 

登録された情報に基づき、ＧＥＴ処理を繰り返し、

異常又は警告と判定した場合は、結果アクションを

実装する。 

ＴＲＡＰ受信 

受信したＴＲＡＰを履歴として記録するとともに、

ＴＲＡＰの内容を登録情報と照合し、異常又は警告

と判定した場合は、結果アクションを実行する。 

監視結果表示 
異常又は警告と判断した場合は、ツリー上で以上表

示を行う。 

監視結果アクション 

監視結果により、以下のアクションを可能とする。 

・履歴出力 

・パトライト制御 

・サウンド再生 

・メール送信 

・接点出力 

※ＬＡＮ接点型接点監視盤との連携による 

・受信ＴＲＡＰの再送信 

※ＸＭＬ定義により任意にフィルター可能 

・当ソフトウェアのＳＮＭＰエージェントに反映 

（ＴＲＡＰ出力も含む） 

未監視 
未監視に設定された監視対象は、履歴出力を除く通

知アクションを停止する。 

履歴管理 

表示処理 
表示対象イベントごとに表示を更新する（最大１万

件） 

表示処理（付加機能） 

付加機能として、以下の機能を有する。 

・日本語変換：登録された情報に基づき日本語に変

換して表示 

・ソート：列指定によりソート表示が可能 

・フィルダ：ツリー部で選択した監視対象の履歴の
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み表示可能 

保存 
履歴対象イベント発生ごとに保存処理を実行し、全

件を保存する 

ＴＳＶ出力 
ユーザー操作により、表示している履歴をＴＳＶフ

ァイルとして出力 

監視対象への接続 

リモートデスクトップ接

続 

監視対象がリモートデスクトップ接続対象として登

録されている場合、ユーザー操作によりリモートデ

スクトップ接続を行うことが可能 

Ｗｅｂブラウザー接続 

監視対象がＷｅｂブラウザー接続対象として登録さ

れている場合、ユーザー操作によりＷｅｂブラウザ

ー接続を行うことが可能 

ユーザー補助 

バックアップ情報出力 
ユーザー操作により，任意のパスに設定情報及び履

歴情報を出力する 

セットアップ 

ＧＵＩ上の操作により，読み込み対象フォルダを指

定して，以下のファイルを読み込むことが可能 

・設定ファイル 

既存ＳＮＭＰマネージャー

ファイルの変換読み込み 

ＳＮＭＰマネージャー０２の設定ファイルを読み込

み、変換を行ったうえで設定情報を取り込む 

メール送信 

送信処理 
本ソフトに添付されているソフトと連携し、メール

送信処理を実行する 

最低送信間隔 設定範囲：１～１０分（１分単位） 

対象イベント 監視定義情報毎に出力の有無及び内容を定義可能 

メール送信先 最大１５件 

メール送信先の属性 

メール送信先個別に以下の選択が可能 

・監視のみ（指定したイベントのみ送信） 

・定時送信のみ 

・監視，定時送信の両方 

定時送信 

定時送信を行う時刻を以下により指定可能 

・基準時刻 

・定時送信間隔（１／４／１２／２４時間） 

ＳＮＭＰエージェント機能 

バージョン ＳＮＭＰｖ１ ※ＷｉｎｄｏｗｓＳＮＭＰサービス使用 

ＭＩＢ項目 

ＭＩＢ定義に基づき以下の項目を管理する。 

・起動状態 

・ソフトウェアバージョン 

・ソフトウェア名称 

・代表アラーム 

・ＰＣ時刻 

ＴＲＡＰ送信 

以下のタイミングでＴＲＡＰが送信される 

・監視結果を集約した代表アラーム変化時 

・ソフトウェアの起動／終了 

パトライト制御 

対象装置 パトライト社製の表示灯ＮＨシリーズ 
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方式 ＳＭＮＰ－ＳＥＴコマンドによる連携 

接点制御 

接点出力 ＬＡＮ接続型接点監視盤の出力接点 

方式 ＳＭＮＰ－ＳＥＴコマンドによる連携 

 

６. ＣＡＴＶ画音監視サーバ（型式 PRIMERGYRX1330M5相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は、ＣＡＴＶ画音監視装置にて取得した監視情報を集約し、異常判定

を行うサーバであること。 

2）監視コントローラソフトを実装していること。 

3）パススルー用シグナルプロセッサー等のサービス信号をＲＦ情報（レベル、

ＢＥＲ、ＭＥＲ） 

4）ＴＳ／ＴＬＶ情報・画像音声の情報などを取得し、監視コントローラーソフ

トウェアに集約し一元的な監視が可能であること。 

5）監視結果は、メール送信やＳＮＭＰトラップにて外部に通知するとともに、

サーバ内に一定期間保持し、障害発生時の調査も可能であること。 

6）ＳＰコントローラソフトの監視結果情報と連携し、対象システムの予備機へ

の切り替えが可能であること。 

7）ＥＰＧによる放送休止判定機能によりアラームを自動で停止が可能であるこ

と。 

8）動画視聴機能付きＣＡＴＶ監視装置は動画視聴にも対応できること。 

9）２４時間稼働が可能なサーバであること。 

10）監視用のＳＮＭＰマネージャーソフト（ＭＳＮＭＰ－ＭＧＲ－ＥＸ）と連

携できること。 

11）下記仕様のいずれかを選択すること。 

（２）機器仕様（サーバ）（型式 PRIMERGYRX1330M5 相当） 

項目 仕様・性能 

形状 ラックマウント 

ＣＰＵソケット数・種 インテル®Ｐｅｎｔｉｕｍ®Ｇｏｌｄプロセッサー 

メモリスロット数・種 ４（３２００ＵＤＩＭＭ） 

メモリ最大容 １２８ＧＢ（３２００ＵＤＩＭＭ） 

内蔵ストレージ 
２．５インチ最大１０｛ＨＤＤ：ＳＡＳ／ＢＣ－

ＳＡＴＡ｝｛ＳＳＤ：ＳＡＳ／ＳＡＴＡ｝ 

電源入力電圧（周波数） ＡＣ１００Ｖ（５０／６０Ｈｚ） 

電源冗長 あり 

消費電力／発熱量 
［５００Ｗ電源］ＡＣ１００Ｖ：最大５０７Ｗ／

１，８２５．２ｋＪ／ｈ 

冗長ファン 標準搭載 

エネルギー消費効率（２０２１

年度基準） 
１２．４（区分１） 
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外形寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ）／質量 
４３５．４×５５８×４３（１Ｕ）ｍｍ／最大１

６．８ｋｇ 

使用環境 周囲温度：５～４５℃）／湿度：１０～８５％ 

 

（３）機器仕様（監視コントローラーソフト）（型式 MSVC-CATV相当） 

項目 仕様・性能 

機

能 

監視装置の登録 

監視装置の種類 

受信点監視装置 

ＣＡＴＶ監視装置 

動画視聴機能付きＣＡＴＶ監視装置 

監視設定（ヘッドエンド） 

監視周波数の登録 

信号種別ごとにＮＩＴ取得周波数を指定が可能 

自動で周波数サーチしてＮＩＴを取得し、一括で周

波数登録が可能 

・ＢＳデジタル（ＢＳ－ＩＦ） 

・１１０度ＣＳ（１１０ＣＳ－ＩＦ） 

・高度ＢＳデジタル（ＢＳ－ＩＦ） 

・高度１１０度ＣＳ（１１０ＣＳ－ＩＦ） 

放送が行われている任意の１周波数を周波数リスト

より選択することにより放送波からＮＩＴ情報を取

得し、一括で周波数登録が可能 

・ＢＳデジタル（ＱＡＭ） 

・高度ＢＳデジタル単一ＱＡＭ 

・リマックス 

・ＪＣ－ＨＩＴＳ 

・高度リマックス 

・高度ＪＣ－ＨＩＴＳ 

・高度ケーブル自主放送 
ＮＩＴ情報を取得できた周波数を登録することが可能 

・地上デジタル（ＯＦＤＭ） 

・地上デジタル（ＱＡＭ） 

ＦＭ／ＦＳＫ／パイロットは、周波数を選択して登

録が可能 

監視サービスの登録 

ＲＦ監視、ＴＳ／ＴＬＶ監視、画像／音声の監視情

報の登録が可能 

※ツリーに、登録された放送ネットワーク及びサー

ビスの一覧から選択 

放送ネットワーク単位で

の監視設定 

選択された放送ネットワーク内のＲＦ、ＴＳ／ＴＬ

Ｖ、サービスに対して監視の実施可否を一括で設定

が可能 

・ＲＦ監視、ＴＳ監視／ＴＬＶ監視、サービス監

視、画音監視 

ＲＦ監視詳細項目の 

一括設定 

選択された放送ネットワーク内のＲＦに対して一括

で監視設定が可能 

・信号レベル、ＢＥＲ、ＭＥＲ、Ｃ／Ｎ 

ＴＳ監視詳細項目の 

一括設定 

選択された放送ネットワーク内のＴＳに対して一括

で監視設定が可能 

・ＴＳ同期、ＰＡＴ、ＣＡＴ、ＮＩＴ、ＥＩＴ、Ｔ

ＯＴ、ＥＭＭ、 

ＴＯＴ時刻精度、ＴＯＴ時刻オフセット 
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ＴＳのサービス監視詳細 

項目の一括設定 

選択された放送ネットワーク内のサービスに対して

一括で監視設定が可能 

・第２音声、休止状態、未契約、ＰＭＴ、ＰＣＲ、

ＥＣＭ、映像・音声ＥＳ、ＰＣＲジッタ、カードス

ロット、アダルトコンテンツマスク 

ＴＬＶ監視詳細項目の 

一括設定 

選択された放送ネットワーク内のＴＬＶに対して一

括で監視設定が可能 

・ＴＬＶ同期、ＳＮ、ＰＬＴ 

ＴＬＶのサービス監視詳

細項目の一括設定 

選択された放送ネットワーク内のサービスに対して

一括で監視設定が可能 

・第２音声、休止状態、未契約、アダルトコンテン

ツマスク 

画音監視詳細項目の 

一括設定 

選択された放送ネットワーク内のサービスに対して

一括で画音監視の設定 

・フリーズ、ブラック、ブルー、無音・片チャン低

下、逆相、１ｋＨｚ 

周波数単位での監視設定 

「監視サービス設定」左側ツリーの「チャンネル表

示（周波数）」階層で周波数単位でのＲＦ監視設定

の設定が可能 

ＴＳ（ＴＳ－ＩＤ単位）

の監視設定 

ＴＳ単位に復調ＴＳレベルでの異常を監視する内容

を選択による設定が可能 

・監視対象（ＴＳ同期） 

・タイムアウト・連続性 

（ＰＡＴ，ＣＡＴ，ＮＩＴ，ＥＩＴ，ＴＯＴ，

ＥＭＭ） 

・ＴＯＴ時刻（ＴＯＴ時刻を監視する、ＴＯＴ時

刻オフセット） 

ＴＳ（サービス単位）の

監視設定 

サービス単位に復調ＴＳレベルでの異常を監視設定

が可能 

・サービスの詳細設定 

（表示サービス名、監視対象、タイムアウト・

連続性、ＰＣＲジッタ、カードスロット番

号、アダルトコンテンツマスク指定） 

・画音監視判定時間 

（映像フリーズ判定時間、映像ブラック判定時

間、映像ブルー判定時間、音声無音判定時

間、音声片チャン低下判定時間、音声逆相判

定時間、音声１ｋＨｚ判定時間） 

ＴＬＶ（ＴＬＶ－ＩＤ単

位）の監視設定 

ＴＬＶ単位に復調ＴＬＶレベルでの異常を監視設定

が可能 

・監視対象（ＴＬＶ同期、ＳＮ） 

・タイムアウト（ＰＬＴ） 

ＴＬＶ（サービス単位）

の監視設定 

サービス単位に復調ＴＬＶレベルでの異常を監視設

定が可能 

・サービスの詳細設定 

（表示サービス名、アダルトコンテンツマスク

指定） 

・画音監視判定時間 

（映像フリーズ判定時間、映像ブラック判定時

間、映像ブルー判定時間、音声無音判定時

間、音声片チャン低下判定時間、音声逆相判

定時間、音声１ｋＨｚ判定時間） 
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サービス選択 

ＮＩＴ情報に変更が無い場合に、監視サービス設定

のみを変更することが場合に「サービス選択」が可

能。 

ＩＰアドレスの変更 登録した装置のＩＰアドレスの設定変更が可能 

登録機種の変更 登録した装置の機種Ｎの変更が可能 

削除 装置の登録を削除が可能 

監視 

メインアプリケーション 

RF監視画面 

・監視を行っているすべての周波数のＲＦステ

ータスをすべて表示 

キャリア詳細情報 

・対象の周波数（該当する行）をダブルクリ

ックするとキャリア詳細情報を見ることが

可能 

サブメニュー 

・対象の周波数（該当する行）を選択後、サ

ブメニューから表示が可能 

ユニットステータス表示 

・メイン画面のメニューから「ヘッドエンド

監視」「ユニットステータス」を選択する

と装置の状態表示が可能 

バージョン情報 

・監視装置のバージョン情報とＩＰ情報の表

示が可能 

トランスコード部 

・動画視聴付き装置の場合、トランスコード部

のバージョン情報、ＩＰ情報、状態の表示が

可能。 

ユニットステータス 

・装置状態を表示し、装置前面の「ＡＬＡＲ

Ｍ」ＬＥＤが点灯している際、その要因の表

示が可能。（通信状態、起動状態、ファン状

態、ＳＤカードアクセス状態、ＮＴＰ１／２

状態、内部温度状態、内部温度、内部メモリ

状態、受信部１～１０） 

オプション情報 

・ＥＰＧオプション、高度ＢＳ／ＣＳ専用ＥＰ

Ｇオプション、ＨＥＶＣオプション、ログオ

プション 

カード情報 

・装置に実装されているカード情報の表示が可    

 能 

ＥＭＭ取得情報 

・実装されているＣＡＳカード宛てのＥＭＭ取

得状態の表示が可能 

入力局発 

・受信点監視装置を登録している場合に表示が

可能 

画音監視設定 

・チェックボックスのチェックによる映像音声
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を監視が可能 

チューナー占有動作の優先度 

・使用可能なチューナーが無い場合に、どの動

作を優先するかの設定が可能 

動画視聴タイムアウト 

・動画視聴を開始してから自動的に動画視聴を

解除するまでの時間を１～６０分の範囲で設

定が可能 

外観設定 

・画面表示色を変更することが可能であるこ

と。 

メール通知設定 

・メール送信ソフトを使用することにより、 

異常発生時にメールを送信することが可能 

 

７. ＣＡＴＶ画音監視ＰＣ（型式 ESPRIMOD7011/H 相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶ画音監視装置の状態を遠隔で確認するためのＰＣであること。 

2）２４時間稼働が可能なこと。 

3）下記仕様のいずれかを選択すること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ１０Ｐｒｏ 

ＣＰＵ 
インテル®Ｃｏｒｅ™ｉ５－１０５０５プロセッサ

ー相当 

システムバス／メモリバス ８ＧＴ／ｓ（ＤＭＩ）／２６６６ＭＨｚ 

メインメモリ １６ＧＢ 

電源／周波数 
ＡＣ１００Ｖ±１０％（ＡＣアウトレット付）、

５０／６０Ｈｚ＋２％－４％ 

最大構成での消費電力 約１４１Ｗ（相当） 

定格電流／最大消費電力（本体

のみ） 
５．５Ａ／約４５５Ｗ（３０５Ｗ）（相当） 

電波障害対策 ＶＣＣＩＣｌａｓｓＢ 

省エネ法に基づくエネルギー消費効率 ２０２1年度以降の基準を満たすこと 

外形寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ） ８９×２９６×３１４ｍｍ（縦置時） 

質量 約４．９ｋｇ 

 

８. ＣＡＴＶ画音監視装置（型式 MSV-CATVRB-JE□□相当） 

（１）機能概要 

1）本監視装置では、ＲＦ監視ＴＳ／ＴＬＶ監視、映像・音声監視が可能である

こと。 

2）高度ＢＳデジタル放送広帯域ＣＳデジタル放送、高度ケーブル自主放送及び

高度ＢＳデジタル放送トランスモジュレーションに対応していること。 

3）放送信号以外に制御信号（パイロット信号／ＯＮＵ制御信号／ステイタスモ
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ニタ信号）のレベル監視が可能であること。 

4）６４ＱＡＭ／２５６ＱＡＭ、ＯＦＤＭ信号、ＢＳ－ＩＦ信号、ＣＳ－ＩＦ信

号、ＦＭラジオのＲＦ状態の監視が可能であること。 

5）ＱＡＭ信号、ＯＦＤＭ信号、ＢＳ－ＩＦ信号、ＣＳ－ＩＦ信号を復調したＴ

Ｓ／ＴＬＶの監視が可能であること。 

6）ＱＡＭ監視部を４系統、ＯＦＤＭ／ＢＳ／ＣＳ監視部を２系統、ＦＭ監視部

を２系統備え、ポーリングによる順次監視の１波あたりの監視感覚を短縮す

ること。 

7）ＴＳキャプチャー昨日により、ＱＡＭ監視部、ＯＦＤＭＢＳ／ＣＳ監視が復

調したＴＳをＳＤカードに保存が可能であること。 

8）電源は、予備電源を備えた冗長構成で、前面から交換することが可能である

こと。 

9）ＥＰＧオプションにより、放送休止判定を行いアラーム自動停止が可能であ

ること。 

10）ログオプションにより、ＲＦ監視結果をＰＣに常時保存することができ、

ＲＦ状態を過去にさかのぼった調査が可能であること。 

11）１Ｕサイズで、ＪＩＳ・ＥＩＡどちらかの規格のラックにも実装可能であ

ること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

構

造 

構造 
１９インチラックマウントタイプ 

ＪＩＳ：１Ｈ、ＥＩＡ：１Ｕ兼用 

材質 ステンレス鋼 

冷却方式 ＤＣファンによる強制空冷 

外形寸法 
４８０．０（Ｗ）×４３．７（Ｈ）×４００．０

（Ｄ）ｍｍ 

梱包寸法 ６７６×６３６×１３２ｍｍ 

質量 ６．５㎏以下 

定

格 

ＣＡＴＶ入力端子（ＣＡＴＶＩＮ） 

入力信号内容 

６４／２５６ＱＡＭ信号 

（各種トラモジ、リマックス、高度リマックス含

む） 

ＯＦＤＭ信号（地上デジタル放送） 

ＦＭ信号（ＦＭラジオ） 

任意周波数（ＯＮＵ制御信号、ＰＧ等） 

入力チャンネル及び周波

数 

６４／２５６ＱＡＭ ＶＨＦ：１～１２ｃｈ、 

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ ： Ｃ １ ３ ～ Ｃ ６ ３ ｃ ｈ 、 

ＵＨＦ：１３～６２ｃｈ（周波数：９０～７

７０ＭＨｚ） 

ＦＭ信号：７６～９５ＭＨｚ，０．１ＭＨｚステップ 

任意周波数：７０～７６ＭＨｚ，９０～７７６ＭＨｚ０．２

５ＭＨｚステップ 

入力レベル ５５～７０ｄＢμＶ 

入力インピーダンス ７５Ω 
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コネクタ Ｆ型 

端子数 １端子 

ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ入力端子（ＢＳ／ＣＳ－ＩＦＩＮ） 

入力信号 ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ信号（BSデジタル、高度BSデジタル放送） 

入力チャンネル 

ＢＳ－ＩＦ：ＢＳ－１～ＢＳ－２３（右旋）、ＢＳ

－２～ＢＳ－２２（左旋） 

ＣＳ－ＩＦ：ＮＤ－２～ＮＤ－２４（右旋）、ＮＤ

－１～ＮＤ－２３（左旋） 

ＬＮＢ局発対応 １０６７８ＧＨｚ（右旋）、９．５０５ＧＨｚ（左旋） 

入力レネル範囲 ６０～８５ｄＢμＶ 

出力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １端子 

ＴＳ出力端子（ＴＳＯＵＴ） 

出力信号内容 
ＲＦ入力信号を復調したＭＰＥＧ２－ＴＳ信号（デ

スクランブル前） 

出力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ ＢＮＣ型 

端子数 １端子 

イーサネットポート（ＣＯＮＴＲＯＬ） 

通信インターフェース １００ＢＡＳＥ－ＴＸ 

コネクタ数 １ 

イーサネットポート（ＭＡＩＮＴＥ） 

通信インターフェース １００ＢＡＳＥ－ＴＸ 

コネクタ数 １ 

保守端子（ＣＯＮＳＯＬＥ） 

接続 ＵＳＢ／ＲＳ－２３２Ｃ変換器を介してＰＣと接続 

インターフェース ＲＳ－２３２Ｃ 

コネクタ数 １端子 

デスクランブル 

スクランブラ方式 
Ｍｕｌｔｉ２（Ｂ－ＣＡＳ、Ｃ－ＣＡＳ） 

ＡＥＳ１２８（ＡＣＡＳ） 

ＣＡＳ方式 

Ｂ－ＣＡＳ 

・地上デジタル放送 

・ＢＳ／ＣＳデジタル放送 

・ＢＳデジタル放送トランスモジュレーション 

・地上デジタル放送トランスモジュレーション 

Ｃ－ＣＡＳ 

・リマックス 

・ＪＣ－ＨＩＴＳトランスモジュレーション 

・高度リマックス 

・高度ＪＣ－ＨＩＴＳトランスモジュレーション 
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ＡＣＡＳ 

・高度ＢＳデジタル放送 

・高度広帯域ＣＳデジタル放送 

・高度ＢＳデジタル放送トランスモジュレーション 

コネクタ ＩＳＯ規格準拠ＩＣカード用コネクタ 

カードスロット ３スロット（ＡＣＡＳ除く） 

ＳＤカード 

記録メディア ＣＬＡＳＳ６以上の転送速度、ＳＤＨＣ 

フォーマット形式 ＦＡＴ３２フォーマット 

電源及び環境 

使用電源電圧 ＡＣ１００Ｖ５０／６０Ｈｚ 

付属コントローラソフト 

品名 監視コントローラ 

動作環境 

メモリ：８Ｇｂｙｔｅ以上 

内蔵ＨＤＤ：Ｃドライブに５００ＧＢｙｔｅ以上の

空き容量 

解像度：１０２４×７６８以上 

ＣＰＵ：ＣＰＵコア数４以上 

機

能 

ＲＦ監視／測定 

対象信号 

次の指定したチャンネルのレベル（平均値），ＢＥ

Ｒ，ＭＥＲ，Ｃ／Ｎの測定が可能。 

・６４／２５６ＱＡＭ信号、ＯＦＤＭ信号、ＢＳ－

ＩＦ信号、ＣＳ－ＩＦ信号 

次の指定した周波数のレベル（最大値）の測定が可

能 

・ＦＭ信号、任意の周波数 

監視項目 

（周波数ごとに右記の項

目を監視） 

レベル監視 

・基準レベル及び、上限／下限のしきい値によりレ

ベル変動を判定 

・しきい値は、上限／下限について警告値及び異常

値の各２段階指定 

ＢＥＲ監視 

・設定したしきい値に対しての判定 

・しきい値は、上限／下限について、各２段階指定 

※ＦＭ、任意周波数は除く 

ＭＥＲ監視 

・設定したしきい値に対しての判定 

・しきい値は、上限／下限について、各２段階指定 

※ＦＭ、任意周波数は除く 

Ｃ／Ｎ監視 

・設定したしきい値に対しての判定 

・しきい値は、上限／下限について、各２段階指定 

※高度ＢＳ／ＣＳのみ 

・受信状態監視 

・選択した周波数の受信状態を判定 

※ＦＭ、任意周波数は除く 

監視結果処理 
監視項目の判定により、異常又は警告と判定された

場合は、以下の処理を行う。 
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・ログ出力 

・Ｔｒａｐ出力 

・ＭＩＢへの反映 

・メール送信 

コンスタレーション表示 
以下の項目を周波数ごとに測定する。 

・コンスタレーション（ＦＭ、任意周波数を除く） 

測定結果処理 
測定した結果は画面上に表示し、監視項目が異常／

警告と判定された場合のみ記録する。 

対象信号 

・リマックス 

・ＪＣ－ＨＩＴＳトランスモジュレーション 

・高度リマックス 

・高度ＪＣ－ＨＩＴＳトランスモジュレ－ション 

・地上デジタル放送 

・地上デジタル放送トランスモジュレーション 

・ＢＳデジタル放送 

・ＢＳデジタル放送トランスモジュレーション 

・高度ケーブル自主放送 

監視項目 

（チャンネルごとに項目

を監視する） 

ＴＳ同期監視、ＰＡＴ監視、ＰＭＴ監視、ＶＩＤＥ

Ｏ監視、 

ＡＵＤＩＯ監視、ＰＣＲ監視、ＴＯＴ監視、ＮＩＴ

監視、 

ＣＡＴ監視、ＥＭＭ監視、ＥＣＭ監視、ＥＩＴ監視 

監視結果処理 

監視項目の判定により、異常又は警告と判定された

場合は、以下の処理を行う。 

・ログ出力 

・Ｔｒａｐ出力 

・ＭＩＢへの反映 

・メール送信 

ＴＬＶ監視 

対象信号 

・高度ＢＳデジタル放送 

・高度広域ＣＳデジタル放送 

・高度ＢＳトランスモジュレーション（※複数搬送

波は非対応） 

監視項目 

（チャンネル毎に右記の

項目を監視） 

 

ＴＬＶ同期監視 

・復調したＴＬＶの同期バイトの検出状況で判定 

ＳＮ監視 

・復調したＴＬＶのヘッダー圧縮ＩＰパケットの連

続性以上の判定 

ＰＬＴ監視 

・復調したＴＬＶに含まれるＰＬＴのタイムアウト

（１０００ｓｅｃ） 

監視結果処理 

監視項目の判定により、異常又は警告と判定された

場合は、以下の処理を行う。 

・ログ出力 

・Ｔｒａｐ出力 

・ＭＩＢへの反映 

・メール送信 

監視設定 

監視周波数登録 

地上デジタル放送、地上デジタル放送トランスモジ

ュレーションは、個別の周波数を登録 

上記以外は代表周波数を選択後、取得したＮＩＴ情
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報の周波数リストから選択して登録 

監視サービス選択 
ＮＩＴ又はＴＬＶ－ＮＩＴ情報のサービス一覧から

選択 

ＩＣカードサービス登録 

装置に実装するＩＣカード毎に契約しているサービ

スを登録可能（ＡＣＡＳを除く） 

※ＩＣカード番号情報はコントローラに表示（ＡＣ

ＡＳ含む） 

ＩＣカード契約情報更新 
ＩＣカード契約情報更新用の周波数、時刻をネット

ワーク毎に指定 

監視モード 

以下から選択する 

・ポーリングモード 

登録された全てのサービスを順次監視 

・固定監視モード 

指定されたサービスを連続的に監視 

※指定数には以下の制限を持つ、指定数に達した場

合、監視が停止 

ＯＦＤＭ信号、ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ信号：２ 

６４／２５６ＱＡＭ：４ 

ＦＭ信号：２ 

※固定監視モード選択時は、受信部を専有するため

ポーリングモードでの監視周期が長くなる。 

※任意周波数の固定監視モード設定は不可 

通知ＯＦＦ設定 

サービスごとに通知ＯＦＦとする時間を指定可能 

（対象周波数全てのサービスが通知ＯＦＦの時、Ｒ

Ｆ監視が通知ＯＦＦとなる） 

通知ＯＦＦ期間は、ＳＮＭＰ及びメールの処理を停

止し、ログを出力 

ＥＰＧに連動して通知ＯＦＦが可能 

ログ管理－コントローラ 

管理対象項目 

・コントローラで監視可能な全ての項目 

ＲＦ／ＴＳ／ＴＬＶ／画像／音声 

・監視装置の動作状態 

監視結果ログ 

ＣＳＶ形式にて全件保存 

発生から１ヵ月以内かつ直近１０，０００件のログ

を画面表示可能 

簡易グラフ表示 
直近３０分、１２時間、２日間の信号レベル水位を

グラフ表示可能 

ログ管理－監視装置 

管理対象項目 監視装置の動作状態 

保存可能件数 
最新１，０００件を内部メモリ上で管理 

※これを超える場合は、古いものから上書き 

表示 シリアル及びＴｅｌｎｅｔにより表示 

保存指示 シリアル及びＴｅｌｎｅｔにより表示 

保存先 監視装置のＳＤカード 

保存形式 ＣＳＶ形式 

ＳＮＭＰエージェント－コントローラ 

バージョン ＳＮＭＰｖ１ 
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方式 
ＷｉｎｄｏｗｓＳＮＭＰサービスとの連携 

※詳細設定は、ＳＮＭＰサービスによる 

Ｇｅｔ項目 

以下の情報をＧｅｔ対象として管理する。 

・コントロ－ラの動作状態 

・コントローラの設定 

・監視装置の動作状態 

・監視結果 

※詳細は、ＭＩＢ仕様による 

ＳＮＭＰエージェント－監視装置 

バージョン ＳＮＭＰｖ１ 

Ｇｅｔ項目 

以下の情報をＧｅｔ対象として管理する。 

・監視装置の動作状態 

※詳細は、ＭＩＢ仕様による 

Ｔｒａｐ設定 

以下項目をコントローラから設定する。 

・送信先：最大６件 

・コミュニティ名：送信先ごとに１つ 

Ｔｒａｐ項目 
以下の情報に変化があったときにＴｒａｐを送信する。 

・監視装置の動作状態※詳細は、ＭＩＢ仕様による 

メール送信 

送信処理 メール送信ソフトと連携し、コントローラから送信 

宛先 最大１５件 

送信対象イベント 

下記より選択可能 

・システム 

・ＲＦ 

・ＴＳ／ＴＬＶ／サービス 

・映像 

・音声 

送信内容 対象イベントの監視結果（テキストによるログと同等） 

送信内容（拡張） 映像が対象の場合に縮小画像データを添付 

連携機能 

方式 

ネットワーク経由で、連携対象と通信する 

・ＳＰコントローラ 

・ＴＭコントローラ 

・接点監視盤（ＳＮＭＰ） 

・３Ｕ型ＲＦ切替ユニット（ＳＮＭＰ） 

連携設定 
通知先アドレス：ＩＰアドレス 

通史用ポート番号：任意のポート番号 

ＴＳ出力（固定監視モード限定） 

対象ＴＳ 固定監視モードに設定されたサービス内の復調ＴＳ 

ＴＳ形式 

信号の種別により、以下のＴＳ形式となる 

・ＢＳトラモジ／地デジトラモジ 

ＴＳＭＦ多重されたＴＳ 

・ＢＳ－ＩＦ 

分離した単一ＴＳ 

・その他 

単一ＴＳ 

ＴＳ出力 選択されたＴＳをＴＳ出力端子から出力 

ＴＳキャプチャー 開始条件 
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・任意に選択した監視項目の異常、警告発生時 

・キャプチャー開始ボタンによる指示 

キャプチャサイズ 

・開始条件の前後合計２５６Ｍｂｙｔｅ 

※固定監視開始直後は、２５６Ｍｂｙｔｅに満たな

い場合がある 

保存先 

・監視装置のＳＤカード 

本体機能 

ネットワーク設定 

全面の保守端子を介して、ＰＣのターミナルソフト

により以下の設定が可能 

・ＩＰアドレス 

・サブネットマスク 

・デフォルトゲートウェイ 

・コントローラ通信用ＴＣＰポート番号 

バージョンアップ 

ネットワーク経由でファーム及びＰＬＤのバージョ

ンアップが可能 

※再起動後、反映 

ラストメモリ 
設定変更後、ネットワーク情報を不発揮性メモリに

保存する。 

メンテナンス 

シリアル及びＴｅｌｎｅｔから以下を実行可能 

・ネットワーク設定 

・ログ保存指示及び表示 

・監視装置のリセット 

時刻補正 

ＮＴＰによる装置時刻補正 

・ＮＴＰサーバからＴＯＴ皮革用時刻を補正する。 

最大２か所のＮＴＰサーバをコントローラから設定 

補正間隔；１０分 

※画音監視を行う場合は、ＮＴＰにより監視装置とコントロ

ーラＰＣの時刻同期が必要 

性

能 

監視時間 

６４／２５６ＱＡＭ信号 

サービス監視 
３秒／Ｓｅｒｖｉｃｅ以内 

ＯＦＤＭ信号、ＢＳ／Ｃ

Ｓ－ＩＦ信号 

サービス監視 

３秒／Ｓｅｒｖｉｃｅ以内 

（高度ＢＳ／ＣＳデジタル放送及び高度ＢＳデジタ

ル放送トランスモジュレーションを除く） 

４秒／Ｓｅｒｖｉｃｅ以内 

（高度ＢＳ／ＣＳデジタル放送） 

ＦＭ信号、任意周波数 ２秒／キャリア以内 

入力リターンロス 

ＣＡＴＶ入力 
７．５ｄＢ以上（７０～７７０ＭＨｚ） 

（ＶＳＷＲ２．５以下） 

ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ入力 
７．５ｄＢ以上（９５０～３２２４ＭＨｚ） 

（ＶＳＷＲ２．５以下） 

レベル測定 

６４／２５６ＱＡＭ信号 入力信号レベル範囲において、測定精度±３ｄＢ以内 

ＯＦＤＭ信号 入力信号レベル範囲において、測定精度±３ｄＢ以内 

ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ信号 入力信号レベル範囲において、測定精度±３ｄＢ以内 

ＦＭ信号 入力信号レベル範囲において、測定精度±３ｄＢ以内 
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任意周波数 入力信号レベル範囲において、測定精度±３ｄＢ以内 

帯域外減衰量 ６０ｄＢ以上（通過帯域端から±６ＭＨｚにおいて） 

ＢＥＲ測定 

６４／２５６ＱＡＭ信号 

リードソロモン前のＢＥＲ 

６４ＱＡＭ：２．０Ｅ－４～１．０Ｅ－７ 

２５６ＱＡＭ：２．０Ｅ－４～１．０Ｅ－７ 

ＯＦＤＭ信号 
ビタビ後（リードソロモン前）のＢＥＲ 

６４ＱＡＭ：２．０Ｅ－４～１．０Ｅ－７ 

ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ信号 

リードソロモン前のＢＥＲ 

ＩＳＤＢ－ＳＱＰＳＫ：２．０Ｅ－４～１．０Ｅ－７ 

ＩＳＤＢ－Ｓ８ＰＳＫ：２．０Ｅ－４～１．０Ｅ－７ 
ＬＤＰＣ前のＢＥＲ 

ＩＳＤＢ－Ｓ３８ＰＳＫ：５．０Ｅ－２～１．０Ｅ－７ 

ＩＳＤＢ－Ｓ３１６ＡＰＳＫ：５．０Ｅ－２～１．０Ｅ－７ 

ＬＤＰＣ後のＢＥＲ 

ＩＳＤＢ－Ｓ３８ＰＳＫ：１．０Ｅ－３～１．０Ｅ－９ 

ＩＳＤＢ－Ｓ３１６ＡＰＳＫ：１．０Ｅ－３～１．０Ｅ－９ 

ＭＥＲ測定 

６４／２５６ＱＡＭ信号 
６４ＱＡＭ：２０～４０ｄＢ 

２５６ＱＡＭ：２９～４０Ｄｂ 

ＯＦＤＭ信号 ６４ＱＡＭ：２０～３０ｄＢ 

ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ信号 

ＩＳＤＢ－ＳＱＰＳＫ：７～２０ｄＢ 

ＩＳＤＢ－Ｓ８ＰＳＫ：１０～２０ｄＢ 

ＩＳＤＢ－Ｓ３１６ＡＰＳＫ：５～２８ｄＢ 

Ｃ／Ｎ測定 

ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ信号 

ＱＰＳＫ：５～２８ｄＢ 

８ＰＳＫ：５～２８ｄＢ 

１６ＡＰＳＫ：５～２８ｄＢ 

ＴＳ出力 

出力レベル ８００±８０ｍＶｐ－ｐ 

電源 

動作電源範囲 ＡＣ１００Ｖ±１０％５０Ｈｚ／６０Ｈｚ±５％ 

絶縁耐圧 ＡＣ１ｋＶ１分間 

絶縁抵抗 ３ＭΩ以上 

消費電力 ５５ＶＡ以下、ＡＣ１００Ｖ入力時 

 

９. ２分配器（型式 D2E相当） 

（１）機能概要 

1）３．２ＧＨｚ対応の一端子電通型の２分配器であること。 

2）ダイカストケースを使用したシールド構造により、電波の漏洩・飛び込み防

止に対応可能であること。 

3）入力端子と１出力端子間電流通過型（最大ＤＣ１５Ｖ・０．８Ａ／ＡＣ３０

Ｖ・１Ａ）であること。 

 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

伝送周波数帯域（Ｍ

Ｈｚ） 

10～ 

76 

76～ 

222 

222～ 

770 

770～ 

1489 

1489～ 

2150 

2150～ 

2681 

2681～ 

3224 
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分配損失 

（ｄＢ以下） 
4.3 4.0 4.3 5.0 6.0 6.5 7.3 

端子間結合損失 

（ｄＢ以下） 
16 20 20 15 15 15 15 

電圧定在波比 

（以下） 
2.0 1.8 1.8 2.0 2.0 2.0 2.5 

インピーダン（Ω） 75 

 

１０. Ｖ－ＯＮＵ（型式:MONU-V600#6C相当） 

（１）機能概要 

1）伝送周波数帯域は、７０～７７０ＭＨｚ、１０００～３２２４ＭＨｚに対応

であること。 

2）ＡＧＣ動作範囲は、－２～－１４ｄＢｍの広範囲に対応すること。 

3）防水性能（ＩＰＸ４相当）を有した小型ユニット構造であること。 

4）使用温度は、－２０～＋４０℃に対応していること。 

5）光ローゼットは、メカニカルプライス及びＷＤＭフィルター等の固定部を３

か所有する構造であること。 

6）光ローゼットは、光アダプター固定部を２か所有する構造 

7）電源供給は、直接給電・同軸給電の両方に対応すること。 

8）ＦＳＫ制御信号により、ＲＦ出力のＯＮ／ＯＦＦを遠隔制御可能であること。 

9）ポール取付金具（別売）を取り付けることにより、ステンレスバンドでの設

置が可能 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

構

造 

筐体 

筐体は、以下のユニットが実装可能 

・Ｖ－ＯＮＵ×１ 

・ＰＩ内蔵電源×１ 

・光ローゼット×１ 

光ローゼット 

以下のパーツを収容可能 

・接続スリーブ（メカニカルスプライス）及びＷＤ

Ｍフィスタ共通 

（φ５．５ｍｍ×長さ６６ｍｍ以下）×２ 

（φ４ｍｍ×長さ４４ｍｍ以下）×２ 

・ＳＣアダプター×２ 

・光アッテネータ×１※付属外 

材質 

筐体：ＡＳＡ樹脂、アイボリー色 

光ローゼット：ＰＰ樹脂アイボリー色 

ＰＩ内蔵電源：ＰＣ樹脂黒色 

光入出力数 ２本 

冷却方式 自然空冷 

外形寸法 

（突起部は除く） 

本体：１２５（Ｗ）×１８８（Ｈ）×５５（Ｄ）ｍｍ 

ＰＩ内蔵電源：１１０（Ｗ）×５０（Ｈ）×２７（Ｄ）ｍｍ 

梱包寸法 ３２０×２８０×２７５ｍｍ 

質量 
本体：０．７㎏以下 

ＰＩ内蔵電源：０．３㎏以下 

定 環境条件 
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格 使用温度範囲 －２０～＋４０℃ 

使用湿度範囲 ３０～９５％（結露のないこと） 

使用 連続 

電源部 

電源電圧 ＡＣ１００Ｖ 

定格出力 ＤＣ＋１６Ｖ０．３Ａ 

定格消費電力 ６．５Ｗ 

定格周波数 ５０／６０Ｈｚ 

Ｖ－ＯＮＵユニットへの 

給電方法 

直接給電 

同軸給電 

ＰＩ部 

伝送周波数帯域 ７０～３２２４ＭＨｚ 

入出力インピーダンス ７５Ω 

ＯＮＵ接続端子数 １表示：ＯＮＵＤＣ＋１６Ｖを重畳して出力 

テレビ接続端子数 １表示：テレビ 

運転条件 

伝送周波数帯域 ７０～７７０ＭＨｚ、１０００～３２２４ＭＨｚ 

伝送容量 

ＦＳＫ信号：７０～７６ＭＨｚ 

ＦＭ信号：７６～９０ＭＨｚ 

ＦＭ告知信号：７０～９０ＭＨｚ 

２５６ＱＡＭ信号：２０ｃｈ 

６４ＱＡＭ、ＯＦＤＭ信号：８０ｃｈ 

ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ信号：４８ｃｈ 

光変調度 

ＦＳＫ信号：２．２％／ｃｈ 

ＦＭ信号：２．２％／ｃｈ 

ＦＭ告知信号：２．２％／ｃｈ又は４．４％／ｃｈ 

２５６ＱＡＭ信号：４．４％／ｃｈ 

６４ＱＡＭ、ＯＦＤＭ信号：２．２％／ｃｈ 

ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ信号：１．０％／ｃｈ１．５％／ｃｈ 

光入力部 

光ファイバ シングルモード 

光入力コネクタ ＳＣ－ＳＰＣ型 

光入力端子数 １ 

光波長 １５５０ｎｍ 

光変調方式 光強度変調 

光入力レベル －２～－１４ｄＢｍ 

ＲＦ出力部（給電時） 

ＲＦ出力レベル 

ＦＳＫ信号：８５．０ｄＢμＶ 

ＦＭ信号：８５．０ｄＢμＶ 

ＦＭ告知信号：８５．０ｄＢμＶ（光変調度２．２％／ｃｈ

時） ９１．０ｄＢμＶ（光変調度４．４％／ｃｈ時） 

２５６ＱＡＭ信号：９１．０ｄＢμＶ 

６４ＱＡＭ、ＯＦＤＭ信号：８５．０ｄＢμＶ 

ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ信号：８５．０ｄＢμＶ（光変調度１．
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０％／ｃｈ時） ８９．０ｄＢμＶ１．５％／ｃｈ時） 

ＲＦ出力インピーダンス ７５Ω 

ＲＦ出力コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

ＲＦ出力端子数 １ 

ＲＦ出力部（無給電時、全体行きＯＦＦ時） 

ＲＦ出力レベル 

光入力レベル－８ｄＢｍ時 

・ＦＭ信号：４２ｄＢμＶ 

・ＦＭ告知信号：４２ｄＢμＶ（光変調度２．２％／

ｃｈ時） 

：４８ｄＢμＶ（光変調度４．４％／ｃｈ時） 

光入力レベル－１２ｄＢｍ時 

・ＦＭ信号：３４ｄＢμＶ 

・ＦＭ告知信号：３４ｄＢμＶ（光変調度２．２％／

ｃｈ時） 

：４０ｄＢμＶ（光変調度４．４％／ｃｈ時） 

光入力レベル－１４ｄＢｍ時 

・ＦＭ信号：３０ｄＢμＶ 

・ＦＭ告知信号：３０ｄＢμＶ（光変調度２．２％／

ｃｈ時） 

：３６ｄＢμＶ（光変調度４．４％／ｃｈ時） 

ＲＦ出力インピーダンス ７５Ω 

ＲＦ出力コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

ＲＦ出力端子数 １ 

ＲＦモニタ 

ＲＦモニタ結合量 －２０ｄＢ 

ＲＦ出力インピーダンス ７５Ω 

ＲＦ出力コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

ＲＦ出力端子数 １ 

ＦＳＫ信号受信部 

搬送波中心周波数 ７３．５ＭＨｚ 

データ変調方式 ＦＳＫ 

符号方式 ＮＲＺ 

周波数偏移幅 ±７５ｋＨｚ 

周波数偏移極性 
マーク（１）：７５ＫＨｚ、スペース（０）：＋７５

ＫＨｚ 

データ伝送速度 １９２００ｂｐｓ 

同期確率方式 調歩同期 

機

能 

基本機能 

光ＡＧＣ機能 
光入力レベル－２～－１４ｄＢｍにてＲＦ出力レベル

を標準地一定出力 

出力ＡＴＴ機能 
ＲＦ出力レベル切替スイッチにより０／－１５ｄＢの

切替えが可能 

ＬＥＤ表示 

ＰＷＲ給電時：緑点灯 

無給電時：消灯 

ＯＰＴ光入力レベル正常時：消灯 

光入力レベル異常時（過大又は過小）：赤点灯 
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ＲＦ全帯域ＯＮ：緑点灯 

ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ帯域ＯＦＦ：赤緑（橙）点灯 

全帯域ＯＦＦ：消灯 

電源復帰時の動作 電源断前の状態に自動復帰 

遠隔制御機能 

ＦＳＫによる遠隔制御 

センターからのＦＳＫ制御信号によりＲＦ出力をＯＮ

／ＯＦＦ制御することが可能、制御状態は下記の通り 

・全帯域ＯＮ 

・ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ帯域ＯＦＦ 

・全帯域ＯＦＦ 

無給電時ＦＭ出力機能 

無給電時 

ＦＭ出力機能 

ＲＦＯＵＴ端子は、商用電源の有無に関わらず、且つ

ＲＦ出力ＯＦＦでもＦＭ帯域の信号を出力することが

可能 

性

能 

ＰＩ内蔵電源 

電源動作範囲 ＡＣ１００Ｖ±１０％５０／６０Ｈｚ 

出力電圧 ＤＣ＋１６Ｖ±８％ 

消費電力 ５Ｗ以下 

ＰＩ部挿入損失 

７０～７７０ＭＨｚ１．０ｄＢ以下 

１０００～２１５０ＭＨｚ２．０ｄＢ以下 

２１５０～２６８１ＭＨｚ２．５ｄＢ以下 

２６８１～３２２４ＭＨｚ３．０ｄＢ以下 

ＰＩ部リターンロス 

７０～７７０ＭＨｚ１４．０ｄＢ以上 

１０００～２６８１ＭＨｚ９．５ｄＢ以上 

２６８１～３２２４ＭＨｚ７．５ｄＢ以上 

耐雷性 ±１５ｋＶ（１．２／５０μｓ） 

不要放射 
７０～７７０ＭＨｚ、１０００～３２２４ＭＨｚ３４

ｄＢμＶ／ｍ以下 

共通 

光入力波長範囲 １５４０～１５６０ｎｍ 

ＲＦ出力レベル偏差 
±４ｄＢ以内（光ＡＧＣ含む、光入力レベル－２～ 

－１４ｄＢｍ） 

ＲＦ出力レベル安定度 

７０～７７０ＭＨｚ；±２ｄＢ以内 

１０００～３２２４ＭＨｚ；±３ｄＢ以内 

（＋２０℃を基準として－２０～＋４０℃） 

ＲＦ出力リターンロス ７．５ｄＢ以上 

光入力レベル表示ＬＥＤ 

光入力レベル－２ｄＢｍを超えると赤点灯 

光入力レベル－２ｄＢｍ～－１４ｄＢｍ以内で消灯 

光入力レベル－１４ｄＢｍ未満で赤点灯 

耐雷性 ±１５ｋＶ（１．２／５０μｓ） 

電源動作範囲 ＤＣ＋１４．２～＋１７．３Ｖ 

不要放射 
７０～７７０ＭＨｚ、１０００～３２２４ＭＨｚ３４

ｄＢμＶ／ｍ以下３ｍ法による 

防水性能 ＩＰＸ４相当（本体のみ） 

ＲＦ出力部（給電時） 

伝送帯域内周波数特性偏差 
７０～７７０ＭＨｚ４ｄＢｐ－ｐ以内 

１００００～３２２４ＭＨｚ６ｄＢｐ－ｐ以内 
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出力ＡＴＴ偏差 
７０～７７０ＭＨｚ－１５±２ｄＢ以内 

１０００～３２２４ＭＨｚ－１５±４ｄＢ以内 

出力モニタ結合量 
７０～７７０ＭＨｚ－２０±２ｄＢ以内 

１０００～３２２４ＭＨｚ－２０±４ｄＢ以内 

ＲＦＯＦＦ時の減衰量 
７０～７７０ＭＨｚ６１ｄＢ以上 

１０００～３２２４ＭＨｚ６６ｄＢ以上 

ＣＮＲ 

９０～２２２ＭＨｚ３６ｄＢ以上（変調度４．４％／

ｃｈ） 

２２２～７７０ＭＨｚ３０ｄＢ以上（変調度４．４％

／ｃｈ） 

１０００～３２２４ＭＨｚ１６ｄＢ以上（変調度１．

０％／ｃｈ又は１．５％／ｃｈ） 

ＲＦ出力部（無給電時、全体行きＯＦＦ時） 

ＲＦ出力レベル 

光入力レベル－８ｄＢｍ時 

・ＦＭ信号：４２ｄＢμＶ 

・ＦＭ告知信号：４２ｄＢμＶ（光変調度２．２％／

ｃｈ時） 

：４８ｄＢμＶ（光変調度４．４％／ｃｈ時） 

光入力レベル－１２ｄＢｍ時 

・ＦＭ信号：３４ｄＢμＶ 

・ＦＭ告知信号：３４ｄＢμＶ（光変調度２．２％／

ｃｈ時） 

：４０ｄＢμＶ（光変調度４．４％／ｃｈ時） 

光入力レベル－１４ｄＢｍ時 

・ＦＭ信号：３０ｄＢμＶ 

・ＦＭ告知信号：３０ｄＢμＶ（光変調度２．２％／

ｃｈ時） 

：３６ｄＢμＶ（光変調度４．４％／ｃｈ時） 

ＦＳＫ信号受信部 

許容搬送波中心周波数 ７３．５ＭＨｚに対して±５ｋＨｚ 

許容光変調度範囲 ２．２～４．４％／ｃｈ以内 

 

１１. 光線路監視システムサーバ（型式 PRIMERGYRX1330M5 相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は、豊田情報センターのＦＴＴＨ用光幹線の光ファイバを監視するた

め、光線路監視システムを設定・制御が可能なサーバであること。 

2）下記仕様のいずれかを選択すること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

形状 ラックマウント 

ＣＰＵソケット数・種 インテル®Ｐｅｎｔｉｕｍ®Ｇｏｌｄプロセッサー 

メモリスロット数・種 ４（３２００ＵＤＩＭＭ） 

メモリ最大容 １２８ＧＢ（３２００ＵＤＩＭＭ） 

内蔵ストレージ搭載 
２．５インチ最大１０｛ＨＤＤ：ＳＡＳ／ＢＣ－

ＳＡＴＡ｝｛ＳＳＤ：ＳＡＳ／ＳＡＴＡ｝ 

電源入力電圧（周波数） ＡＣ１００Ｖ（５０／６０Ｈｚ） 

電源冗長 あり 

消費電力／発熱量 ［５００Ｗ電源］ＡＣ１００Ｖ：最大５０７Ｗ／
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１，８２５．２ｋＪ／ｈ 

冗長ファン 標準搭載 

省エネ法に基づくエネルギー消費効率 ２０２１年度以降の基準を満たすこと 

外形寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ）／質量 
４３５．４×５５８×４３（１Ｕ）ｍｍ／最大１

６．８ｋｇ 

使用環境 周囲温度：５～４５℃）／湿度：１０～８５％ 

 

１２. 光線路監視装置（４０芯相当） 

（１）機能概要 

1）監視装置、試験ユニット（測定装置＋光ファイバセレクタ）より構成されて

いること。 

2）監視装置は、ＴＣＰ／ＩＰネットワークで接続された試験ユニットを制御し、

測定結果の解析及びアラームの配信ができること。 

3）試験ユニットは、監視装置からの命令に従い、光パルス試験及び心線の切替

動作ができること。 

4）操作端末を用いて試験ユニットの遠隔操作が行えること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

構

造 

監視装置の構造 ラックマウント型サーバ機であること。 

試験ユニットの構造 測定装置、光ファイバセレクタが独立していること。 

測定装置 

１９インチラックに搭載可能（ＪＩＳ・ＥＩＡ両対応） 

電源部、ＯＴＤＲ部を内蔵 

主要コネクタ、スイッチ等は前面から容易に操作が可能。 

１０００ｍ以上、１５００ｍ以下のダミーファイバを内蔵。 

ＡＣ１００Ｖで動作。 

光ファイバセレクタ 

１９インチラックに搭載可能（ＪＩＳ・ＥＩＡ両対応） 

光のコネクタは全てＳＣコネクタ 

機種選択により、最大１００心の監視用心線の接続が

可能。（４０、１００心タイプ） 

ＬＡＮ対応光ファイバ

セレクタ 

１９インチラックに搭載可能（ＪＩＳ・ＥＩＡ両対応） 

電源内蔵。 

主要コネクタ、スイッチ等は前面から容易に操作が可能。 

光のコネクタは全てＳＣコネクタ 

機種選択により、最大１００心の監視用心線の接続が

可能。（４０、１００心タイプ） 

外形寸法 １７×１３０×１０３．５ｍｍ（突起部は除く） 

光コネクタ ＳＣ／ＡＰＣコネクタ 

質量 ０．２ｋｇ以下 

機

能 
監視装置の機能 

試験ユニットを制御し、データの収集を行うことが可

能。 

指定した試験ユニットをネットワーク経由で遠隔制御

し、測定を行うことが可能。 

波形解析機能（損失、反射減衰量、終端）を有する。 
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測定結果を自動解析し、検出した障害（損失、反射減

衰量、全損失、断線）を画面に一覧表示が可能。ま

た、障害の検出・復旧時に通知（Ｅ－ｍａｉｌ、警報

装置等）が可能。Ｅ－ｍａｉｌには測定波形、試験結

果帳票を添付することが可能。 

試験条件は、監視心線の距離に合わせて自動設定され

る。試験条件をポート毎に個別設定することが可能。 

定期試験（月／週／日／時／１０分／連続）を実施が

可能。定期試験の開始時刻（時／分／週／曜日）も設

定が可能。 

１ポート試験（即１回定期試験）を実施することが可

能。 

工事確認試験を実施することができる。工事確認試験

の結果は、任意の名称を付けて保存が可能。 

リアルタイム測定を実施することが可能。 

試験結果を蓄積し、過去の試験結果の検索、グラフ表

示及び帳票出力することが可能。 

帳票は、試験条件、測定波形、自動解析結果を１枚の

帳票として出力が可能。 

試験結果を蓄積し、障害発生及び復旧の履歴を検索す

ることが可能。 

ユーザー権限によりユーザーが行える操作、操作でき

る装置を限定することが可能。 

ユーザレベルは、参照のみの参照モード、特定のユニ

ットのみ制御を行える操作モード、すべての操作が行

える管理者モードの３段階で設定が可能。 

試験ユニットの機能 

測定装置は監視装置から指示を受け、動作を行うこと

可能。 

光ファイバセレクタ、ＬＡＮ対応光ファイバセレクタ

は監視装置から指示を受け、心線切り替え動作を行う

ことが可能。 

操作端末の機能 
監視装置にネットワーク経由でアクセスし、監視装置

の操作が可能。 

仕

様 

監視装置 

本体 

ＣＰＵ Ｘｅｏｎ３．０ＧＨｚ相当以上 

メモリ １６ＧＢ以上 

インターフェース 

ＬＡＮ：１ポート以上 

モニタ：１ポート 

ＵＳＢ：２ポート以上 

ＯＳ 
ＷｉｎｄｏｗｓＳｅｒｖｅｒ２０１６

Ｓｔｄ． 

電源 ＡＣ１００Ｖ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ 

表示部 

サイズ １７インチ相当以上ＴＦＴカラー液晶 

解像度 ２８０×８００相当以上 

電源 ＡＣ１００Ｖ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ 

消費電力 監視装置 最大：７００Ｗ以下 

試験ユニット 

測定装置 
測定波長 １波長（１５５０ｎｍ±２５ｎｍ、） 

適用光ファイバ シングルモード型ファイバ１０／１２
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５μｍ 

ダイナミックレンジ

（ＳＮＲ＝１） 

最大５０ｄＢ以上（波長：１．５５μｍ、パ

ルス幅２０μｓ） 

※ＯＴＤＲ単体値（ダミーファイバ除く） 

インターフェース 
ＬＡＮ２ポート 

光ファイバセレクタ制御２ポート 

ダミーファイバ １０００ｍ～１５００ｍ 

入力電源 
ＡＣ１００Ｖ±１０％（５０Ｈｚ／６

０Ｈｚ） 

光ファイバ 

セレクタ 

心線数 ４０心、１００心 

挿入損失 １．４ｄＢ以下 

最大切替時間 ６秒以下（通信時間含む） 

隣接切替時間 ３秒以下（通信時間含む） 

アラーム表示 
装置異常発生時にアラーム表示ランプ

が点灯 

ＬＡＮ対応光フ

ァイバセレクタ 

心線数 ４０心、１００心 

挿入損失 １．４ｄＢ以下 

最大切替時間 ６秒以下（通信時間含む） 

隣接切替時間 ３秒以下（通信時間含む） 

アラーム表示 
装置異常発生時にアラーム表示ランプ

が点灯 

インターフェース ＬＡＮ１ポート 

消費電力 

測定装置＋光ファ

イバセレクタ 
５０Ｗ以下 

ＬＡＮ対応光ファ

イバセレクタ 
５０Ｗ以下 

通信 通信プロトコル ＴＣＰ／ＩＰ（監視装置と試験ユニット間） 

環

境

条

件 

動作範囲 
周囲温度：０～４０℃ 

湿度：２０～８０％ＲＨ（結露無し）※市販品は除く 

保存範囲 
周囲温度：０～５０℃、 

湿度：２０～９０％ＲＨ（結露無し）※市販品は除く 

 

１３. カメラ監視用ＰＣ（型式 ESPRIMOD7011/H相当） 

（１）機能概要 

1）カメラ監視を遠隔で確認するためのＰＣであること。 

2）２４時間稼働が可能なこと。 

3）下記仕様のいずれかを選択すること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

ＣＰＵ インテル®Ｃｏｒｅ™ｉ５－１０５０５プロセッサー相当 

システムバス／メモリバス ８ＧＴ／ｓ（ＤＭＩ）／２６６６ＭＨｚ 

メインメモリ １６ＧＢ 

電源／周波数 
ＡＣ１００Ｖ±１０％（ＡＣアウトレット付）、

５０／６０Ｈｚ＋２％－４％ 

電波障害対策 ＶＣＣＩＣｌａｓｓＢ 
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省エネ法に基づくエネルギー消

費効率 
２０２１年度以降の基準を満たすこと 

外形寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ） ８９×２９６×３１４ｍｍ（縦置時） 

質量 約４．９ｋｇ 

温湿度条件 
温度１０～３５℃／湿度２０～８０％ＲＨ（動作

時） 

 

１４. 監視カメラ（型式 WV-S6130相当） 

（１）機能概要 

1）本機はネットワーク用の１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ端子（ネ

ットワーク端子）を装備した屋内用ＰＴＺ（ＰＡＮ、ＴＩＬＴ、ＺＯＯＭ）

ドームタイプの監視用カメラであること。 

2）ネットワーク端子を使い、ＬＡＮ（ＬｏｃａｌＡｒｅａＮｅｔｗｏｒｋ）や

インターネットなどのネットワークと本機の接続によって、ネットワーク上

にあるパーソナルコンピューターでカメラの画像や音声の確認が可能である

こと。 

3）光学２１倍ズームレンズ＆高精度プリセット機能を搭載していること。 

4）低ビットレート高画質ストリームを実現可能であること。 

5）インテリジェントオート（ｉＡ）機能により視認が厳しい環境での識別性が

よいこと。 

6）アラーム発生時やスケジュール設定、ウェブブラウザー画面からの手動操作

で、ＳＤメモリカードにＨ．２６５／Ｈ．２６４動画又はＪＰＥＧ画像の保

存又は、ダウンロードが可能であること。 

7）暗号通信、改ざん検知機能を搭載することでセキュア性が確保しているこ

と。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

基

本 

電源 ラックマウント型サーバ機であること。 

試験ユニットの構造 
ＤＣ１２Ｖ 

ＰｏＥ（ＩＥＥＥ８０２．３ａｆ準拠） 

消費電力 

ＤＣ１２Ｖ：１Ａ／１２Ｗ 

ＰｏＥＤＣ４８Ｖ：２５０ｍＡ／１２Ｗ 

（クラス０機器） 

使用温度範囲 

天井設置／据え置き設置※ 

－１０℃～＋５０℃ 

卓上設置／三脚設置 

－１０℃～＋４０℃ 

※据え置き設置はカメラ取付金具（付属品）を使って

固定設置。 

使用湿度範囲 １０％～９０％（結露しないこと） 

保存温度範囲 －３０℃～＋６０℃ 

保存湿度範囲 １０％～９５％（結露しないこと） 

モニタ出力 ＶＢＳ：１．０Ｖ［ｐ－ｐ］／７５Ω、コンポジット
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（確認用） 信号 

φ３．５ｍｍミニジャック 

外部Ｉ／Ｏ端子 

ＡＬＡＲＭＩＮ１（アラーム入力１／白黒切換入力／

自動時刻調整入力）１端子 

ＡＬＡＲＭＩＮ２（アラーム入力２／アラーム出力）

１端子 

ＡＬＡＲＭＩＮ３（アラーム入力３／ＡＵＸ出力）１

端子 

オ－ディオ入力 

マイク入力時 

φ３．５ｍｍステレオミニジャック（ステレオ入力） 

使用可能マイク：プラグインパワー方式 

（感度：－４８ｄＢ±３ｄＢ（０ｄＢ＝１Ｖ／Ｐａ、

１ｋＨｚ）） 

入力インピーダンス：約２ｋΩ不平衡 

供給電圧：２．５Ｖ±０．５Ｖ 

オ－ディオ入力 

ライン入力時 
入力レベル：約−１０ｄＢＶ 

オーディオ出力 

φ３．５ｍｍステレオミニジャック（ステレオ出力） 

出力インピーダンス：約６００Ω不平衡 

出力レベル：－２０ｄＢＶ 

寸法 

飾りカバーを含む場合 

最大径φ１８５ｍｍ 

高さ１５７ｍｍ 

飾りカバーを含まない場合（据置） 

最大径φ１１５ｍｍ 

高さ１５５ｍｍ 

質量 
本体：約１．１ｋｇ 

カメラ取付金具、飾りカバー：約２００ｇを含む 

仕上げ 

カメラ部：ＰＣ＋ＡＢＳ樹脂ファインシルバー 

ドーム部：ＰＭＭＡ樹脂クリア 

飾りカバー：ＰＣ＋ＡＢＳ樹脂ファインシルバー 

カ

メ

ラ

部 

撮像素子 約１／２．９型ＭＯＳセンサー 

有効画素数 約２４０万画素 

走査面積 ５．２８ｍｍ（Ｈ）×２．９７ｍｍ（Ｖ） 

最低照度 

カラー０．０１５ｌｘ（Ｆ１．６、最長露光時間：Ｏ

ＦＦ（１／３０ｓ）、ＡＧＣ：１１） 

０．００１ｌｘ（Ｆ１．６、最長露光時間：最大１６

／３０ｓ、ＡＧＣ：１１）※ 

白黒０．００６ｌｘ（Ｆ１．６、最長露光時間：ＯＦ

Ｆ（１／３０ｓ）、ＡＧＣ：１１） 

０．０００４ｌｘ（Ｆ１．６、最長露光時間：最大１

６／３０ｓ、ＡＧＣ：１１）※ 

インテリジェントオ

ート（ｉＡ） 
Ｏｎ／Ｏｆｆ 

スーパーダイナミッ

ク 

Ｏｎ／Ｏｆｆ、０から３１の範囲でレベル設定が可能 

※６０フレームに設定した場合、スーパーダイナミッ

ク機能はＯｆｆとなります。 

ダイナミックレンジ １４４ｄＢｔｙｐ．（スーパーダイナミックＯｎ時） 

最大ゲイン（ＡＧ

Ｃ） 
０から１１の範囲でレベル設定が可能 

コントラスト自動調

整 

Ｏｎ／Ｏｆｆ 
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暗部補正 ０から２５５の範囲でレベル設定が可能 

逆光／強光補正 

逆光補正（ＢＬＣ）／強光補正／Ｏｆｆ 

（スーパーダイナミック、インテリジェントオートが

Ｏｆｆ時のみ） 

霧補正 
Ｏｎ／Ｏｆｆ（インテリジェントオート、コントラス

ト自動調整がＯｆｆ時のみ） 

光量制御モード 
屋外撮影／フリッカレス（５０Ｈｚ）／フリッカレス

（６０Ｈｚ）／固定シャッター 

シャッター速度 

１／３０固定、３／１２０固定、２／１００固定、２

／１２０固定、１／６０固定、１／１００固定、 

１／１２０固定、１／２５０固定、１／５００固定、

１／１０００固定、１／２０００固定、１／４０００

固定、１／１００００固定 

最長露光時間 

最大１／４０００ｓ、最大１／２０００ｓ、最大１／１

０００ｓ、最大１／５００ｓ、最大１／２５０ｓ、 

最大１／１２０ｓ、最大１／１００ｓ、最大２／１２０

ｓ、最大２／１００ｓ、最大３／１２０ｓ、 

最大１／３０ｓ、最大２／３０ｓ、最大４／３０ｓ、最

大６／３０ｓ、最大１０／３０ｓ、最大１６／３０ｓ 

※最大２／１００ｓ、最大３／１２０ｓは３０ｆｐｓモ

ード時のみ。 

カラー／白黒切換 
Ｏｆｆ／Ｏｎ／Ａｕｔｏ１（Ｎｏｒｍａｌ）／Ａｕｔ

ｏ２（ＩＲＬｉｇｈｔ）／Ａｕｔｏ３（ＳＣＣ） 

ホワイトバランス ＡＴＷ１／ＡＴＷ２／ＡＷＣ 

デジタルノイズリダ

クション 
０から２５５の範囲でレベル設定が可能 

画揺れ補正 
Ｏｎ／Ｏｆｆ（３０ｆｐｓモードに設定した場合のみ

使用可能） 

プライバシーゾーン 塗潰し／モザイク／Ｏｆｆ（ゾーン設定最大３２か所） 

画面内文字表示 
Ｏｎ／Ｏｆｆ 

最大２０文字（アルファベット、カタカナ、数字、記号） 

動作検知（ＶＭＤ） 有効／無効、４エリア設定可能 

レ

ン

ズ

部 

ズーム比 

２１倍光学 

３１倍ＨＤＥＸ光学ズーム（画像解像度１２８０×７

２０時） 

（電動ズーム／電動フォーカス） 

デジタルズーム １６倍（最大３３６倍） 

焦点距離（ｆ） ４．０ｍｍ～８４．６ｍｍ 

最大口径比（Ｆ） １：１．６（ＷＩＤＥ）～１：４．５（ＴＥＬＥ） 

フォーカス範囲 １．５ｍ～∞ 

絞り範囲 Ｆ１．６～ＣＬＯＳＥ 

画角 

［１６：９モード時］ 

水平：３．５°（ＴＥＬＥ）～７４°（ＷＩＤＥ） 

垂直：２．０°（ＴＥＬＥ）～４２°（ＷＩＤＥ） 

［４：３モード時］ 

水平：３．０°（ＴＥＬＥ）～６１°（ＷＩＤＥ） 

垂直：２．３°（ＴＥＬＥ）～４６°（ＷＩＤＥ） 

回

転

台

部 

水平回転範囲 ０゜～３５０゜ 

水平回転速度 
マニュアル：約０．５゜／ｓ～１００゜／ｓ 

プリセット：最大約３００゜／ｓ 

垂直回転範囲 動作範囲：－３０゜～９０゜（水平～真下） 

垂直回転速度 マニュアル：約０．５゜／ｓ〜１００゜／ｓ 
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プリセット：最大約１００゜／ｓ 

プリセットポジショ

ン数 
２５６か所 

オートモード 
自動追尾／オートパン／プリセットシーケンス／パト

ロール 

セルフリターン時間 
１０秒／２０秒／３０秒／１分／２分／３分／５分／

１０分／２０分／３０分／６０分 

ネ

ッ

ト

ワ

｜

ク

部 

ネットワーク 
１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ、ＲＪ４５

コネクタ 

画像解像度 

Ｈ．２６５・Ｈ．２

６４ 

ＪＰＥＧ（ＭＪＰＥ

Ｇ） 

２メガピクセル［１６：９］（３０ｆｐｓモード）／ 

２メガピクセル［１６：９］（６０ｆｐｓモード） 

１９２０×１０８０、１２８０×７２０、６４０×３

６０、３２０×１８０ 

３メガピクセル［４：３］（３０ｆｐｓモード） 

２０４８×１５３６※２、１２８０×９６０、８００

×６００、ＶＧＡ、４００×３００、ＱＶＧＡ 

画像圧縮方式※３ 

Ｈ．２６５・Ｈ．２

６４ 

配信モード： 

固定ビットレート／可変ビットレート／フレームレー

ト指定／ 

ベストエフォート配信 

フレームレート： 

１ｆｐｓ／３ｆｐｓ／５ｆｐｓ＊／７．５ｆｐｓ＊／

１０ｆｐｓ＊／１２ｆｐｓ＊／１５ｆｐｓ＊／２０ｆ

ｐｓ＊／３０ｆｐｓ＊／６０ｆｐｓ＊ 

※フレームレートは、「ビットレート」に制限されま

す。「＊」付の 

フレームレートを設定した場合は、設定した値よりも

フレームレートが低下することがあります。 

１クライアントあたりのビットレート： 

６４ｋｂｐｓ／１２８ｋｂｐｓ＊／２５６ｋｂｐｓ＊

／３８４ｋｂｐｓ＊／５１２ｋｂｐｓ＊／７６８ｋｂ

ｐｓ＊／ 

１０２４ｋｂｐｓ＊／１５３６ｋｂｐｓ＊／２０４８

ｋｂｐｓ＊／３０７２ｋｂｐｓ＊／４０９６ｋｂｐｓ

＊／ 

６１４４ｋｂｐｓ＊／８１９２ｋｂｐｓ＊／１０２４

０ｋｂｐｓ＊／１２２８８ｋｂｐｓ＊／１４３３６ｋ

ｂｐｓ＊／ 

１６３８４ｋｂｐｓ＊／２０４８０ｋｂｐｓ＊／２４

５７６ｋｂｐｓ＊／––自由入力–– 

※ビットレートは、「解像度」によって設定可能な範

囲が異なります。 

画質： 

●固定ビットレート／フレームレート指定／ベストエ

フォート配信の場合： 

動き優先／標準／画質優先 

●可変ビットレートの場合： 

０最高画質／１高画質／２／３／４／５標準／６／７

／８／９低画質 

配信方式： 

ユニキャスト／マルチキャスト 

画像圧縮方式※３ 画質選択：０最高画質／１高画質／２／３／４／５標
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ＪＰＥＧ（ＭＪＰＥ

Ｇ） 

準／６／７／８／ 

９低画質（０～９の１０段階） 

配信方式：ＰＵＬＬ／ＰＵＳＨ 

画像更新速度： 

０．１ｆｐｓ／０．２ｆｐｓ／０．３３ｆｐｓ／０．

５ｆｐｓ／１ｆｐｓ／２ｆｐｓ／３ｆｐｓ／５ｆｐｓ

／６ｆｐｓ／１０ｆｐｓ／１２ｆｐｓ／１５ｆｐｓ／

３０ｆｐｓ 

（ＪＰＥＧとＨ．２６５／Ｈ．２６４同時動作時のＪ

ＰＥＧフレームレートは 

制限あり） 

スマートコーディン

グ 

顔スマートコーディング※ 

Ｏｎ（顔スマートコーディング）／Ｏｎ（ＡＵＴＯＶ

ＩＱＳ）／Ｏｆｆ 

※顔スマートコーディングは、ストリーム１のみ対

応。 

ＧＯＰ（Ｇｒｏｕｐｏｆｐｉｃｔｕｒｅｓ）制御 

Ｏｎ（Ａｄｖａｎｃｅｄ）※／Ｏｎ（Ｌｏｗ）／Ｏｎ

（Ｍｉｄ）／Ｏｆｆ 

※Ｏｎ（Ａｄｖａｎｃｅｄ）は、Ｈ．２６５のみ対

応。 

音声圧縮方式 

Ｇ．７２６（ＡＤＰＣＭ）：１６ｋｂｐｓ／３２ｋｂ

ｐｓ、 

Ｇ．７１１：６４ｋｂｐｓ、 

ＡＡＣ－ＬＣ※４：６４ｋｂｐｓ／９６ｋｂｐｓ／１

２８ｋｂｐｓ 

配信量制御 

制限なし／６４ｋｂｐｓ／１２８ｋｂｐｓ／２５６ｋ

ｂｐｓ／３８４ｋｂｐｓ／５１２ｋｂｐｓ／７６８ｋ

ｂｐｓ／１０２４ｋｂｐｓ／２０４８ｋｂｐｓ／４０

９６ｋｂｐｓ／６１４４ｋｂｐｓ／８１９２ｋｂｐｓ

／１０２４０ｋｂｐｓ／１５３６０ｋｂｐｓ／２０４

８０ｋｂｐｓ／２５６００ｋｂｐｓ／３０７２０ｋｂ

ｐｓ／３５８４０ｋｂｐｓ／４０９６０ｋｂｐｓ／５

１２００ｋｂｐｓ 

対応プロトコル 

ＩＰｖ６：ＴＣＰ／ＩＰ、ＵＤＰ／ＩＰ、ＨＴＴＰ、

ＨＴＴＰＳ、ＦＴＰ、ＳＭＴＰ、ＤＮＳ、ＮＴＰ、Ｓ

ＮＭＰ、ＤＨＣＰｖ６、ＲＴＰ、ＭＬＤ、ＩＣＭＰ、

ＡＲＰ、ＩＥＥＥ８０２．１Ｘ、ＤｉｆｆＳｅｒｖ 

ＩＰｖ４：ＴＣＰ／ＩＰ、ＵＤＰ／ＩＰ、ＨＴＴＰ、

ＨＴＴＰＳ、ＲＴＳＰ、ＲＴＰ、ＲＴＰ／ＲＴＣＰ、

ＦＴＰ、ＳＭＴＰ、ＤＨＣＰ、ＤＮＳ、ＤＤＮＳ、Ｎ

ＴＰ、ＳＮＭＰ、ＵＰｎＰ、ＩＧＭＰ、ＩＣＭＰ、Ａ

ＲＰ、ＩＥＥＥ８０２．１Ｘ、ＤｉｆｆＳｅｒｖ 

セキュリティ 

ユーザー認証／ホスト認証／ＨＴＴＰＳ※／動画ファ

イルの改ざん検出※ 

※証明書がプリインストールされています。 

対応ＯＳ ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＷｉｎｄｏｗｓ１０日本語版 

対応ブラウザー 

ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＥｄｇｅ 

Ｆｉｒｅｆｏｘ 

ＧｏｏｇｌｅＣｈｒｏｍｅＴＭ 

最大接続数 
１４（カメラへ同時接続できるセッション数） 

※条件による 
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ＦＴＰクライアント 
アラーム画像送信、ＦＴＰ定期送信（ＦＴＰ定期送信

失敗時、ＳＤメモリカードにバックアップ可能） 

マルチスクリーン 同時に１６台のカメラの画像を表示（自カメラ含む） 

動作確認済みＳＤＸ

Ｃ／ＳＤＨＣ／ＳＤ 

メモリカード 

業務用ＳＤメモリカード 

ＳＤＸＣメモリカード：６４ＧＢ、１２８ＧＢ、２５６ＧＢ 

ＳＤＨＣメモリカード：４ＧＢ、８ＧＢ、１６ＧＢ、３２ＧＢ 

ＳＤメモリカード：２ＧＢ 

（ｍｉｎｉＳＤカード、ｍｉｃｒｏＳＤカードは除く） 

携帯電話対応 
ＪＰＥＧ画像表示、 

ＡＵＸ制御（アクセスレベルによる） 

携帯端末／ 

タブレット端末対応 

ｉＰａｄ／ｉＰｈｏｎｅ（ｉＯＳ８．０以降）、Ａｎ

ｄｒｏｉｄＴＭ端末 

 

１５. 監視カメラ付帯設備 

（１）機能概要 

1）本付帯設備は、下記の機器構成であること。 

① ネットワークレコーダ 

② ＮＷレコーダ用ＨＤＭＩモニタ 

③ ＰｏＥ給電機能付８ポートＳＷＨＵＢ 

2）ネットワークレコーダは、以下の機能を有すること。 

① ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－ＤｅｆｉｎｉｔｉｏｎＭｕｌｔｉｍｅｄｉａＩｎｔ

ｅｒｆａｃｅ）に対応してモニタに接続することが可能であること。 

② 録画画像やカメラのライブ画像をより高品質で表示することが可能である

こと。 

③ 複数のカメラの画像をモニタに表示し、カメラ画像を切り換えたりするこ

とや、カメラの基本操作をすることが可能であること。 

3）ＮＷレコーダ用ＨＤＭＩモニタは、以下の機能を有すること。 

① ２１．５型ワイドで解像度ＦＨＤ：１９２０×１０８０の表示が可能であ

り、ＬＥＤバックライトを採用していること。 

② ブルーライト低減機能を有し・フリッカーフリー機能を搭載していること。 

③ アナログＲＧＢ（ミニＤ－Ｓｕｂ）とデジタル（ＨＤＭＩ及びＤｉｓｐｌ

ａｙＰｏｒｔ）の３入力インターフェースを搭載していること。 

④ 国際エネルギースタープログラムに適合していること。 

4）ＰｏＥ給電機能付８ポートＳＷＨＵＢは、以下の機能を有すること。 

① 日本語ＷｅｂＵＩ対応であること。 

② 自律的にループを検出し、検出時は自動的にポート遮断しループ解消する

こと。 

③ ＡＣアダプター不要で電源内蔵の最適設計と電源ケーブル抜け防止ストッ

パー標準添付されていること 

④ 固定用マグネットを標準装備していること。 

⑤ ラックマウント金具を標準添付していること。 

⑥ ゴム足標準装備していること。 
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（２）機器仕様ネットワークレコーダ（型式 WJ-NX100/2相当） 

項目 仕様・性能 

基

本

仕

様 

電源 ＤＣ４８Ｖ１．７Ａ 

消費電力 
付属のＡＣアダプター使用時 

約８１．６Ｗ（ＤＣ４８Ｖ１．７Ａ） 

使用温度範囲 
本体：＋５℃～＋４５℃ 

マウス（付属品）：＋５℃～＋４０℃ 

使用湿度範囲 
５％～９０％以下（結露なきこと） 

保存温度範囲 －３０℃～＋６０℃ 

保存湿度範囲 １０％～９５％（結露しないこと） 

動作時許容高度 ２０００ｍ以下 

録画圧縮方式 Ｈ．２６５、Ｈ．２６４、ＪＰＥＧ 

寸法（ゴム足、突起部 

含まず） 

幅２８０ｍｍ高さ４４ｍｍ奥行き２１２ｍｍ（ラック

マウント金具から２０３ｍｍ） 

質量 約２．０ｋｇ 

ＨＤＤ ＨＤＤ（１ＴＢ）×２ 

入

出

力 

映像出力端子 １Ｖ［ｐ－ｐ］／７５Ω（ＢＮＣ）ＮＴＳＣ、１系統 

モニタ端子 

ＨＤＭＩ（１９ピンｔｙｐｅＡ端子）１系統 

３８４０ｘ２１６０（４Ｋ）ｐ／３０Ｈｚ 

１９２０ｘ１０８０ｐ／６０Ｈｚ 

１９２０ｘ１０８０ｉ／６０Ｈｚ 

マウス接続ポート 高速シリアルインターフェース、ＵＳＢ２．０１系統 

コピーポート 高速シリアルインターフェース、ＵＳＢ３．０１系統 

アラーム／ 

コントロール端子 

アラーム出力、アラーム入力１及び２、緊急録画入

力、ＨＤＤ異常／録画異常出力、カメラ異常出力、顔

照合出力、時刻合わせ入出力、＋５Ｖ出力 

ネットワークポー 

ト（カメラ） 

１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ（ＲＪ－４

５）、４系統 

給電規格：ＩＥＥＥ８０２．３ａｆ準拠 

給電能力：最大６２Ｗ（各１５．４Ｗ×４系統） 

ネットワークポー 

ト（ＰＣ） 

１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０００

ＢＡＳＥ－Ｔ（ＲＪ－４５）、１系統 

対応プロトコル 

ＨＴＴＰ、ＨＴＴＰＳ、ＲＴＰ、ＲＴＳＰ、ＴＣＰ／

ＩＰ、ＵＤＰ／ＩＰ、ＦＴＰ（サーバ）、 

ＳＭＴＰ、ＮＴＰ（サーバ、クライアント）、ＤＮ

Ｓ、ＳＮＭＰ、ＰＯＰ３ 

ＲＢＳＳチャンネル数 ４ｃｈ 

ＲＢＳＳ高画素 

チャンネル数 

４ｃｈ 

ＲＢＳＳ４Ｋ解像度 

チャンネル数 

４ｃｈ 

（３）機器仕様ＮＷレコーダ用ＨＤＭＩモニタ（型式 VL-E22-8TA相当） 

項目 仕様・性能 

画面サイズ ２１．５型ワイド 

液晶パネル ＴＦＴカラー液晶 

画素数 １９２０×１０８０ドット 
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（４）機器仕様ＰｏＥ給電機能付８ポートＳＷＨＵＢ（型式 APLGS110GTPOE相当） 

項目 仕様・性能 

インターフェース 

１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ  

１０００ＢＡＳＥ－Ｘ ２ 

１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０００ＢＡＳ

Ｅ－Ｔ ８ 

パフォーマンス 

スイッチ容量  ２０Ｇｂｐｓ 

スループット  １４．９Ｍｐｐｓ 

パケットバッファ ５１２ｋＢｙｔｅ 

ＭＡＣ登録数  ８ｋ 

ＶＬＡＮ 

ポートベースＶＬＡＮ 

８０２．１ＱベースタグＶＬＡＮ 

サポートＶＬＡＮ数 ２５６ 

プロトコルＶＬＡＮ（ｓｔａｔｉｃのみ） 

非対称ＶＬＡＮ 

ネットワーク認証 

８０２．１Ｘ認証 

ＭＡＣ認証 

ダイナミックＶＬＡＮ 

ハードウェアパケッ

トフィルター 

（アクセスリスト） 

最大エントリー数 ２００ 

Ｌ１～Ｌ４制御 

プロトコルタイプ制御 

ＴＯＳフィールド制御 

ＱｏＳ 

キューの数（優先クラス） ８ 

８０２．１ｐ 

ＴＯＳ優先制御 

完全優先制御 

重み付け優先制御 ＷＲＲ 

ＣｏｎｄｉｔｉｏｎＢａｓｅｄＱｏＳ 

ポリシーごとの帯域制限 

帯域制御 
入力トラフィック制限（ポリシング）（６４ｋ単位） 

出力トラフィック制限（シェーピング）（６４ｋ単位） 

マルチキャストフィ

ルタリング 

ＩＧＭＰスヌーピング ｖ１／ｖ２／ｖ３ 

ＭＬＤスヌーピング ｖ１／ｖ２ 

ＩＧＭＰクエリア 

即時離脱 

ストームコントロール 

（フラッディング制御） 

フレーム種別 ＢＣ／ＭＣ／ＤＬＦ※１ 

制御動作 Ｄｒｏｐ 

ユーザーループ検知 ループ検知 

レイヤー２冗長機能 

８０２．３ａｄリンクアグリゲーション（ＬＡＧ）（Ｓｔａ

ｔｉｃ／ＬＡＣＰ） 

スパニングツリープロトコル ＳＴＰ／ＲＳＴＰ／ＭＳＴＰ 

ミラーリング ポートミラーリング 

マネージメント 

ＳＮＭＰ ｖ１／ｖ２ｃ／ｖ３ 

トラップ／ｓｙｓｌｏｇ 

ＲＭＯＮ 

コンソール／Ｔｅｌｎｅｔ／ＳＳＨ 

ＲＡＤＩＵＳ／ＴＡＣＡＣＳ＋ 

８０２．１ＡＢＬＬＤＰ 

ＷｅｂＵＩ 

ＩＰｖ６マネージメント 

ＰｏＥ ＰｏＥ給電ポート数 ８ 



87 

 

１５．４Ｗフル給電ポート数 ８ 

３０Ｗフル給電ポート数 ４ 

給電電力 １３０．０Ｗ 

その他 

中継パス制限機能 

ジャンボフレーム 

ＥＡＰ透過 

ＢＰＤＵ透過 

ＥＥＥ（ＥｎｅｒｇｙＥｆｆｉｃｉｅｎｔＥｔｈｅｒｎｅ

ｔ） 

ハードウェア 

サイズＷ（ｍｍ） ３３０ 

サイズＤ（ｍｍ） １８０ 

サイズＨ（ｍｍ） ４４ 

概算質量 １．９ｋｇ以下 

消費電力（ＡＣ１００Ｖ時） 

最大１３Ｗ／平均１０Ｗ（ＰｏＥ給電なし） 

最大１８９Ｗ／平均１５７Ｗ（ＰｏＥフル給電） 

動作温度 ０～５０℃ 

動作周囲相対湿度１０～９０％ＲＨ 

ＡＣ電源対応１００～１２０Ｖ±１０％ 

２００～２４０Ｖ±１０％（５０／６０Ｈｚ） 

騒音特性 —（ファンレス） 

ファンレス対応 

ＭＴＢＦ（本体のみ） ７１年 

 

１６. １６ポートスイッチングハブ（SH1516ATD相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は、各装置のステータスを収集するためのネットワーク機器とする。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

サポートインタフェース １０／１００／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ×１６ 

コネクタ形状 ＲＪ－４５ 

ポート設定 
オートネゴシエーション、固定設定（１０００Ｂ

ＡＳＥ－Ｔは不可） 

ＡｕｔｏＭＤＩ／ＭＤＩ－Ｘ 対応 

スイッチング方式 Ｓｔｏｒｅ＆Ｆｏｒｗａｒｄ 

スイッチ容量（全二重） ３２Ｇｂｐｓ 

バッファ容量 ５１２ＫＢｙｔｅ／装置 

アドレス学習数 ８，０００ＭＡＣアドレス 

ユニキャスト中継性能（６４ｂ

ｙｔｅ） 
２３８０万ｐｐｓ（フルワイヤ） 

外形寸法 ２６６ｍｍ（Ｗ）×１６２ｍｍ（Ｄ）×４４ｍｍ（Ｈ） 

温度条件 動作時：０～４０℃保管時：０～５０℃ 

電波規制 ＶＣＣＩクラスＢ 
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１７. １６ポート集約用スイッチングハブ（SR-S318TL3相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は、各装置のステータスを収集するためのネットワーク機器とする。 

2）既設イントラ回線を利用して、豊田情報センター側に設置すること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

基本インターフェース １０／１００／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ×１８（ＥＥＥ対応） 

オプションインターフ

ェース 

１００ＢＡＳＥ－ＦＸ×２（ＳＦＰ） 

１０００ＢＡＳＥ－ＳＸ／ＬＸ／ＢＸ－Ｕ／ＢＸ－Ｄ／Ｚ

Ｘ×２（ＳＦＰ） 

スイッチ容量（ｂｐｓ） ３６Ｇ 

最大パケット転送能力

（ＰＰＳ） 
２，６７８万 

ＭＡＣアドレス登録数 ８，０００ 

インターフェース仕様 

オートネゴシエーション、速度固定、全二重／半二重固定

（１０／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ）、ＡｕｔｏＭＤＩ／ＭＤ

Ｉ－Ｘ、 

フロー制御ＩＥＥＥ８０２．３ｘ（全二重）／バックプレ

ッシャ（半二重） 

ＰｏＥ機能 － 

ＶＬＡＮサポート 
ポートＶＬＡＮ／ＩＥＥＥ８０２．１ＱタグＶＬＡＮ／プ

ロトコルＶＬＡＮ 

ＶＬＡＮ数（装置最大

定義数） 
４，０９４ 

ネットワーク認証 
ＡＲＰ認証、ＭＡＣアドレス認証、ＩＥＥＥ８０２．１Ｘ

認証、Ｗｅｂ認証 

ＢＰＤＵ／ＥＡＰ透過 機能あり 

レイヤー２冗長機能 

スパニングツリー 

：ＳＴＰ（ＩＥＥＥ８０２．１Ｄ）／ＲＳＴＰ（ＩＥＥ

Ｅ８０２．１ｗ）／ＭＳＴＰ（ＩＥＥＥ８０２．１ｓ） 

リンクアグリケーション（Ｓｔａｔｉｃ／ＬＡＣＰ） 

バックアップポート 

ループ検出機能 有 

ストーム制御機能 
ブロードキャスト／マルチキャスト 

ポート閉塞／流量制限 

ＱｏＳ機能 

優先制御条件 

：ＩＥＥＥ８０２．１ｐ（ＣＯＳ）／ＴＯＳ（ＩＰＰｒｅｃｅｄ

ｅｎｃｅ）／ＤＳＣＰ／ＡＣＬ（ＩＰｖ４、ＩＰｖ６） 

優先制御方式：ｓｔｒｉｃｔ／ｗｒｒ 

書き換え可能な優先度 

：ＩＥＥＥ８０２．１ｐ（ＣＯＳ）／ＴＯＳ（ＩＰＰｒｅｃｅｄ

ｅｎｃｅ）／ＤＳＣＰ 

ＡＣＬ（フィルタリン

グ） 

レイヤー２（送信元／宛先ＭＡＣアドレス）／レイヤー３

（送信元／宛先ＩＰｖ４、ＩＰｖ６アドレス）／レイヤー

４（送信元／宛先ポート番号） 

ＩＧＭＰスヌープ機能 

（ＩＧＭＰサポートバ

ージョン） 

ｖ１／ｖ２ 
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ＩＰホスト機能 

Ｐインターフェース数：ＩＰｖ４×１００、ＩＰｖ６×１

００ 

ＤＨＣＰサーバ機能（ＩＰｖ４、ＩＰｖ６） 

ＭＡＣアドレスチェック機能（ＩＰｖ４） 

ＤＨＣＰスヌープ（ＩＰｖ４） 

ポートミラーリング機

能 
機能あり 

無線ＬＡＮ管理機能 

（ＳＲ－Ｍ２０ＡＰ１

／ＡＰ２に対応） 

電波出力自動調整、アクセスポイントモニタリング、クラ

イアントモニタリング、周辺アクセスポイント検出、ＭＡ

Ｃアドレスフィルター配布、チャネル自動調整 

保守・管理機能 

コマンドラインインターフェース（ＣＬＩ）（日本語ヘル

プ対応） 

ｔｅｌｎｅｔ／ＳＳＨ／Ｗｅｂ管理機能 

（ｔｅｌｎｅｔサーバ／クライアント、ＳＳＨサーバ） 

ＳＮＭＰ／ＲＭＯＮ（ＳＮＭＰｖ１／ｖ２ｃ／ｖ３） 

ＬＬＤＰ（ＩＥＥＥ８０２．１ＡＢ） 

Ｓｙｓｌｏｇ 

構成定義２面管理 

ＦＴＰサーバ／ＳＦＴＰサーバ 

外部メディアへの一括ログ保存（ＵＳＢメモリ） 

外部メディアスタート 

コンフィグトライアル機能 

その他 

ポート間アクセス制御 

接続端末数制限機能 

リンクダウンリレー機能 

ファン停止設定 

外形寸法（Ｗ．Ｄ．Ｈ） 
３３０×２３０×４３．５ｍｍ（１Ｕ） 

（突起部を除く） 

電源／電源（コンセン

ト）形状 

ＡＣ１００Ｖ／平行２極接地極付プラグ（１２５Ｖ７Ａ）

ＡＣ２００Ｖ／２極接地極付引掛形プラグ（２５０Ｖ１０

ＡＮＥＭＡＬ６－１５Ｐ） 

最大消費電力／皮相電力 ＡＣ１００Ｖ時２１Ｗ／３８ＶＡ 

環境条件（動作時） ０～３５°Ｃ（ファン停止時）、０～５０°Ｃ（ファン動作時） 

 

１８. ファイアウォール（IPCOMEX2-1100相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は、メールサーバとの接続用ファイアウォールであること。 

2）既設イントラ回線を利用して、中野市役所側に設置すること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

インターフェース 
１０／１００／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ４［８］ 

１０ＧＢＡＳＥｉｍｇ 

拡張スロット数 １ 

拡張インタフェースカードオプ

ション 
必要に応じて選択可能 

ストレージ 必要に応じて選択可能 

保守・運用管理 
運用管理ＬＡＮＥＸ２－１１００：１０／１００

／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ×１ 
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ＥＸ２－１１００Ｂ：１０００ＢＡＳＥ－Ｔ×１ 

ＲＳ２３２－Ｃシリアルインターフェース 

コンソール接続用（Ｄ－ＳＵＢ９ピン）×１ 

ＵＰＳ－ＬＡＮＥＸ２－１１００：１０／１００

／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ×１ 

ＥＸ２－１１００Ｂ：１００／１０００ＢＡＳＥ

－Ｔ×１ 

形態 １９インチラック搭載（１Ｕ）／卓上設 

外形寸法（Ｗ．Ｄ．Ｈ）突起物を除く ４２２×４３７×４３．７ｍｍ 

最大重量 ９ｋｇ（本体＋ラックレール＋オプションフル搭載） 

入力電源 ＡＣ１００－２４０Ｖ 

電源ケーブル（ＡＣ１００Ｖ用） 平行２極接地極付プラグ 

定格電流 
ＡＣ１００Ｖ２．５Ａ 

ＡＣ２４０Ｖ１．１Ａ 

 

１９. ＫＶＭスイッチ（８ポート）（型式 PY-KVAA082相当） 

（１）機能概要 

1）１セットのモニタ／キーボード／マウスを複数のサーバで共有するための切

替器で、８台まで切替えが可能であること。 

2）プラグアンドプレイインストールによりソフトウェアが不要であること。 

3）ステーション位置の自動認識を行うこと。 

4）コンピュータの選択は、ホットキー又は多言語対応のオンスクリーンディス

プレイＯＳＤ）メニューを使用して行うこと。 

5）自動スキャンにより選択したデバイスを簡単にモニタリングでき、スキャン

間隔の変更が可能であること。 

6）ブロードキャストモードにより、コンソールからすべてのコンピュータへコ

マンドを送信することが可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

サーバ接続（直接） ８台 

最大接続（カスケード時） ２５６ 

ローカルユーザ １ 

コンソールポート 

キーボード／マウス２ ＵＳＢ（黒） 

ビデオＨＤＢ－１５メス型（青） 

ＫＶＭポート８ ＲＪ－４５（黒） 

チェーンイン／アウトシリアルメス型 

ビデオ １６００ｘ１２００＠６０Ｈｚ 

Ｉ／Ｐ定格 １００～２４０ＶＡＣ、５０／６０Ｈｚ；１．０Ａ 

寸法（幅×奥行×高さ） ４２．４ｃｍｘ１８．８ｃｍｘ４．２５ｃｍ（１９”１Ｕ） 
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２０. １７インチ・ラックコンソール（ＲＣ２５）（型式 PY-R1DP1相当） 

（１）機能概要 

1）１９インチラックに搭載するコンソールタイプであること。 

2）ディスプレイ切替用ＫＶＭスイッチ（４ポート）も付属すること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

ディスプレイ 

ＬＣＤ １７インチＳＸＧＡＴＦＴカラーＬＣＤ 

表示色 １，６７７万色（ディザリング処理） 

信号方式 アナログＲＧＢ 

自動追従 

周波数範囲 

水平周波数：３１．５ＫＨＺ～８０．０ＫＨＺ 

垂直周波数：５６ＨＺ～７５ＨＺ 

表示仕様 
解像度６４０Ｘ４８０，７２０×４００，８００Ｘ６００， 

１０２４Ｘ７６８，１２８０Ｘ１０２４ 

キーボード

／マウス 

キー配列 日本語１０９Ａ配列キーボード（ＯＡＤＧ準拠） 

キー数 ９２ 

ポインティン

グデ 

バイス 

タッチパッド 

スクロール機能付き 

リフトアップ機構 なし 

接続コネク

タ 

※ケーブル

長 

は装置後端 

より３．０

Ｍ 

ＬＣＤ ＶＧＡミニＤ－ＳＵＢ１５ＰＩＮコネクタ（オス） 

キーボード 
ＰＳ／２ミニＤＩＮ６ＰＩＮコネクタ（オス） 

又は 

ＵＳＢＴＹＰＥＡコネクタ（オス）［マウスと共有］ 

マウス 
ＰＳ／２ミニＤＩＮ６ＰＩＮコネクタ（オス） 

又は 

ＵＳＢＴＹＰＥＡコネクタ（オス）［キーボードと共有］ 

電源 
入力電圧 ＡＣ１００－２４０Ｖ５０／６０ＨＺ 

消費電流 １００Ｖ－２４０Ｖ／０．６５Ａ–０．４５Ａ 

消費電力 
最大 ２５Ｗ以下 

省電力 スタンバイ時（ビデオ信号休止中）：３．０Ｗ以下 

使用環境 

動作温度：１０～３５℃ 

動作湿度：２０～８０％（結露なきこと） 

最高湿球温度２９℃ 

質量 約１２．５㎏（スライドレール含む） 

外形寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ） 

単位ｍｍ 

・本体部（引き出し用の取っ手を含む） 

（１）本体のみ（スライドレール突起含）： 

４８２．６×４４９×４２．５ 

（２）ＬＣＤ引き起こし時： 

４８２．６×４１０×３７６ 

（３）スライドレール引出しストローク：４８０ 

・ガイドレール部（ＲａｃｋＭｏｕｎｔＫｉｔ突起

含まず） 

２９×７０８～７８６［ばね］×４３．４ 

（スライドレール付き） 
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２１. 入退室管理ＰＣ 

（１）機能概要 

1）管理用端末（デスクトップパソコン）は下記の要件によること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

ＣＰＵ インテルＣｏｒｅｉ５－６５００以上 

メモリ ８ＧＢ以上 

ストレージ ２５６ＧＢＳＳＤ以上 

解像度 １０２４×７６８ドット以上 

外部ディスプレイ出力 ＨＤＭＩもしくはアナログＲＧＢ 

光学ドライブ スーパーマルチドライブ 

ネットワークインタフェース 
（１０００ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－Ｔ

Ｘ）１ポート 

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ１０Ｐｒｏ６４ｂｉｔ 

入退室管理ソフト Ｓｔｒｏｎｇｕａｒｄ 

手のひら静脈センサー 

ＵＳＢ２．０接続。静脈データの登録が管理用端

末で行う事が可能であること。 

静脈データ登録時、手のひらを誘導するガイドが

あること。 

２２. 入退室認証装置 

（１）機能概要 

1）本装置は、手のひら静脈による生体認証を行うものとし、次の要件を満たす

こと 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

登録可能人数 ５，０００人（１０，０００手） 

認証方式 

①１：Ｎ認証：手のひらのみ 

②１：１認証：非接触ＩＣカードによるＩＤ読取

＋手のひら、ＬＣＤタッチパネルによるＩＤ入力

＋手のひら 

認証精度 
本人拒否率０．０１％の時、他人受入率０．００

００１％以下（リトライ１回を含む） 

認証速度 
①１：Ｎ認証：１．８秒以内（ベーシックモデル） 

②１：１認証：１秒以内 

電気錠制御 電気錠制御機能内蔵 

入力電源 ＤＣ２４Ｖ±１０％ 

消費電力 ０．９Ａ 

外形寸法 Ｗ１８１×Ｈ１４８×Ｄ５７㎜（突起部除く） 

重量 ８００ｇ（脱着式ガイド９０ｇ） 

設置環境 

準屋外（８０，０００Ｌｕｘ以下）、防噴流対応

ＩＰ５５相当 

※直射日光が当たらないこと。設置時は取付け部

分のシール加工要。 
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※塩分、蒸気、腐食性ガス、粉塵等で機能に影響

がないこと。 

動作温度・湿度 
温度：－２０～４５℃、湿度：５～９５％ＲＨ

（結露しないこと） 

 

２３. 加入者管理システム 

（１）機能概要 

1）本システムは、下記の装置で構成される。 

① 加入者管理用サーバ 

② 加入者管理用バックアップサーバ 

③ Ｖ－ＯＮＵ制御用ホスト機 

 

④ クライアント機 

⑤ データバックアップ用ＮＡＳ 

2）下記仕様とする。 

（２）機器仕様（加入者管理用サーバ及びバックアップサーバ）（型式

PRIMERGYTX1320M5相当） 

項目 仕様・性能 

形状 タワー 

ＣＰＵソケット数・種 
１，インテル®Ｐｅｎｔｉｕｍ®Ｇｏｌｄプロセッ

サー相当 

メモリスロット数・種 ４（３２００ＵＤＩＭＭ） 

メモリ最大容 １２８ＧＢ（３２００ＵＤＩＭＭ） 

内蔵ストレージ搭載 
２．５インチ最大８｛ＨＤＤ：ＳＡＳ／ＢＣ－Ｓ

ＡＴＡ｝｛ＳＳＤ：ＳＡＳ／ＳＡＴＡ｝ 

ＯＳブート専用モジュール数・

種類・最大容量 
２，Ｍ．２Ｆｌａｓｈモジュール，１．９２ＴＢ 

光学ドライブ ＤＶＤ－ＲＡＭユニット， 

内蔵バックアップ装置 データカートリッジドライブユニット 

電源入力電圧（周波数） 
ＡＣ１００Ｖ（５０／６０Ｈｚ）／平行２Ｐアー

ス付き［ＮＥＭＡ５－１５準拠］ 

電源冗長 オプション（ホットプラグ対応） 

外形寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ）／質量 
１９３×４３８×３６０（突起物、台座含む）ｍ

ｍ／最大１１．１ｋｇ 

使用環境 
周囲温度：５～４５℃）／湿度：８～８５％（た

だし結露しないこと） 

（３）機器仕様（Ｖ－ＯＮＵ制御用ホスト機）（型式 PRIMERGYTX1310M5相当） 

項目 仕様・性能 

搭載可能電源 ２５０Ｗ電源 

形状 タワー 

ＣＰＵソケット数・種 １，インテル®Ｐｅｎｔｉｕｍ®Ｇｏｌｄプロセッサー 

メモリスロット数・種 ４（３２００ＵＤＩＭＭ） 
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メモリ最大容 １２８ＧＢ（３２００ＵＤＩＭＭ） 

内蔵ストレージ搭載位置・数・

種類 

３．５インチ最大４｛ＨＤＤ：ＳＡＴＡ／ＢＣ－

ＳＡＴＡ｝ 

電源入力電圧（周波数） 
ＡＣ１００Ｖ（５０Ｈｚ／６０Ｈｚ）平行２Ｐア

ース付き［ＮＥＭＡ５－１５準拠］ 

消費電力／発熱量 ＡＣ１００Ｖ：最大４１５Ｗ／１，４９４．０ｋＪ／ｈ 

省エネ法に基づくエネルギー消

費効率 
２０２１年度以降の基準を満たすこと 

外形寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ）／質量 １８０×３１３×３７４ｍｍ／約７～１１ｋｇ 

使用環境 

周囲温度：１０～３５℃（オプション適用時：５

～４５℃）／湿度：１０～８５％（ただし結露し

ないこと） 

（４）機器仕様（クライアントＰＣ）（型式 ESPRIMOD6012/K相当） 

項目 仕様・性能 

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ１０Ｐｒｏ 

ＣＰＵ インテル®Ｃｏｒｅ™ｉ３－１２１００プロセッサー 

システムバス／メモリバス １６ＧＴ／ｓＤＭＩ／３２００ＭＨｚ 

メインメモリ ８ＢＧ 

グラフィックスアクセラレータ ＣＰＵに内蔵 

解像度／発色数 
ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ：（標準構成時）最大３

８４０×２１６０ドット／１６７７万色 

ストレージ 
暗号化機能付２５６ＧＢフラッシュメモリディスク 

又は、ＨＤＤ１ＴＢ（５４００ｒｐｍ、ＳＡＴＡ） 

光学ドライブ（ＳＡＴＡ） ＤＶＤ－ＲＯＭ（薄型） 

電源／周波数 
ＡＣ１００Ｖ±１０％（ＡＣアウトレット付）、

５０／６０Ｈｚ＋２％－４％ 

通常消費電力 約１３Ｗ 

省エネ法に基づくエネルギー消

費効率 
２０２１年度以降の基準を満たすこと 

外形寸法（Ｗ×Ｄ×Ｈ） 
８９×２９６×３１４ｍｍ（縦置時）、１２９×２９６

×３２６ｍｍ（縦置用フット装着時）、横置可 

質量 約４．９ｋｇ 

温湿度条件 
温度１０～３５℃／湿度２０～８０％ＲＨ（動作時）、 

温度－１０～６０℃／湿度２０～８０％ＲＨ（非動作

時）ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと 

（５）機器仕様（データバックアップ用ＮＡＳ）（型式 TS3220DN0202相当） 

項目 仕様・性能 

インターフェース（ＬＡＮ

端子） 

ＬＡＮ端子（２．５ＧＢＡＳＥ－Ｔ） 背面×１ 

ＬＡＮ端子（１０００ＢＡＳＥ－Ｔ） 背面×１ 

インターフェース（ＵＳＢ

端子） 

ＵＳＢ３．２（Ｇｅｎ１）端子 背面×２ 

ＵＳＢ２．０端子 － 

対応ドライブサイズ ３．５ｉｎｃｈ 

ＷａｋｅｏｎＬＡＮ 機能あり 

ドライブ暗号化 機能あり 

ＴｉｍｅＭａｃｈｉｎｅ 機能あり 
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簡単バックアップ ＮｏｖａＢＡＣＫＵＰ 

ＮＡＳ専用ＨＤＤ 機能あり 

搭載ＯＳ Ｌｉｎｕｘベース独自 

ＣＰＵ ＡｎｎａｐｕｒｎａＬａｂｓＡｌｐｉｎｅＡＬ２１４ 

メモリ ＤＤＲ３１ＧＢ 

内蔵インターフェース 
準拠規格 ＳｅｒｉａｌＡＴＡＩＩＩ 

端子数 ２ 

搭載ドライブ数 ２ 

クロック数／コア数 １．４ＧＨｚ／４コア 

ベイ数 ２ 

ＲＡＩＤ方式 ソフトウェアＲＡＩＤ 

対応ＲＡＩＤ １／０（出荷時ＲＡＩＤ１） 

ホットスワップ 有り 

レプリケーション 機能あり 

オンラインストレージ連携 機能あり 

ポートトランキング／ＮＩ

Ｃチーミング 
機能あり 

クオータ機能 機能あり（ユーザー単位） 

まとめてバックアップ機能 機能あり 

Ｗｅｂアクセス機能 機能あり 

ファン ９２ｍｍ角ダブルボールベアリングファン１基 

電源 ＡＣ１００Ｖ５０／６０Ｈｚ 

消費電力 最大：８５Ｗ 

外形寸法（幅×高さ×奥行） １７０×１７０×２３０ｍｍ※本体のみ（突起部除く） 

質量 約４．７ｋｇ 

動作保証環境 
温度０～４０℃ 

湿度１０～８５％ 

 

２４. 伝送路管理サーバ 

（１）機能概要 

伝送路管理サーバでは、下記の機能を有すること。 

1）施設名検索により、作成した設計プロジェクト名を選択した該当施設の表示 

2）機器検索により、登録した機器属性を検索した該当機器の表示 

3）共架柱検索により、登録した電柱を検索した該当柱を表示 

4）接続アンプ一覧により、選択した機器に接続しているアンプ情報の表示 

5）経路表示により、機器の接続情報から上流及び下流へのケーブル探索した地

図上での強調表示 

6）ブロックダイヤにより、選択した機器が含まれるブロックダイヤグラム図の

表示 

7）光ルートにより、光ケーブルの距離を計算し、指定距離のケーブル箇所の強
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調表示 

8）接続建物検索により、選択した機器から引込まれている建物の一覧の表示 

9）工事管理により、ブラウザ上で工事指示書の一元管理ができる 

10）引込予約により、ブラウザ上で芯番号を指定した引込の予約ができる 

11）ＳＭＳ連携により加入者情報のマッピング表示 

 

（２）機器仕様(型名; PRIMERGY TX1320 M5相当) 

項目 仕様･性能 

形状 
タワーベースユニット （３．５インチ ＨＤＤ

×２／２５０Ｗ電源×１）ラックマウント 

ＣＰＵソケット数・種 
Ｘｅｏｎ プロセッサー Ｅ－２３３４ （３．

４ＧＨｚ／４コア／８ＭＢ）×１ 

メモリスロット数・種 
メモリ－１６ＧＢ（１６ＧＢ ３２００ ＵＤＩ

ＭＭ×１） 

メモリ最大容量 １２８ＧＢ（３２００ＵＤＩＭＭ） 

ＯＳ 
Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２０２２ Ｓｔ

ａｎｄａｒｄ（１６コア） 

ＣＡＬ 
Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２０２２ ５ 

Ｕｓｅｒ  ＣＡＬ 

内蔵ストレージ 

内蔵２．５インチＳＡＳ ＨＤＤ－６００ＧＢ

（１５ｋｒｐｍ） 

ＲＡＩＤ設定サービス（ＲＡＩＤ１） 

電源 電源ユニット（５００Ｗ）×２ 

電源入力電圧（周波数） ＡＣ１００Ｖ（５０／６０Ｈｚ）  

電源冗長 あり 

消費電力／発熱量 
ＡＣ１００Ｖ：最大４２２ Ｗ ／ １５１９．

２ｋＪ／ｈ 

エネルギー消費効率（２０２１

年度以降の基準） 
１４．２ （区分１） 

 

２５. 伝送路管理用ＰＣ 

（１）機能概要 

伝送路管理ＰＣでは､下記の機能を有すること｡ 

1）レベルダイアグラムとルート図間をジャンプ 

2）マルチドキュメント化 

3）データベース出力の高速化 

4）集計機能の高速化（設計と並行作業可能） 

5）光ルートの多重化対応 

6）作図機能の向上 

7）修正・チェック機能の強化 

8）課金・監視システムとの連携 

9）ルート図から光ブロック図・各種レポートを作成 

10）クロージャ内の芯線接続図を簡単に作成・閲覧 
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11）ルート図から光ブロック図・芯線接続図を自動展開 

12）ルート図とブロック図・芯線接続図を連携 

13）芯線単位の行先検索が可能 

14）芯線単位の強調表示やリストを自動作成 

15）上流・下流・距離検索による障害シミュレーションが可能 

（２）機器仕様(型名 FMV-D7012/M相当) 

項目 仕様･性能 

形状 デスクトップタイプ 

ＣＰＵソケット数・種 Ｃｏｒｅ（ＴＭ）ｉ７－１３７００ 

メモリスロット数・種 １６ＧＢ（８ＧＢｘ２）（ＤＤＲ４ ＤＩＭＭ） 

ＯＳ 
Ｗｉｎｄｏｗｓ１０ Ｐｒｏ ６４ｂｉｔダウン

グレード版 

内蔵ストレージ 

暗号化機能付２５６ＧＢフラッシュメモリディス

ク 

（ＤＲＡＭ－ｌｅｓｓ／ＮＶＭｅ） 

ＰＣＩ 
ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓ×１６スロット＋グラフ

ィックスカード ＮＶＩＤＩＡ Ｔ４００ 

モニタ ２３．８型ワイド液晶ディスプレイ 

電源入力電圧（周波数） ＡＣ１００Ｖ（５０／６０Ｈｚ）  

消費電力／発熱量 約４３７Ｗ 

エネルギー消費効率（２０２１

年度以降の基準） 
１６区分４５．８ｋＷｈ／年（ＡＡ） 

 

第６条 ヘッドエンド設備 

１. シングルハブ３Ｕサブラック（型式 FJHEDSR-SHSR-3A相当） 

（１）機能概要 

1）３Ｕ形状のサブラックであること。 

2）電源ユニットを２台実装することにより，冗長運転が可能であること。 

3）監視ユニットを１台実装することにより，監視・制御が可能であること。 

4）サブラック番号の設定とスロット番号との組み合わせで，ユニットを最大１

１８８台まで識別が可能であること。 

5）ユニット１２台実装が可能であること。 

6）各ユニットを挿抜が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

環

境

条

件 

動産環境 屋内 

使用温度範囲 ０～＋４０℃ 

冷却方法 強制空冷（後面のファンによる） 

使用 連続 

構

造 

構造 

・１９インチラックマウント取り付け構造 

・ＪＩＳ－３Ｈ，ＥＩＡ－３Ｕ共用型 

・サブラック後面ファン 

材質 ・ステンレス鋼 
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外形寸法 ４８０（Ｗ）×１３２．６（Ｈ）×３５２．０

（Ｄ）ｍｍ（突起部は除く） 

質量 １０．０ｋｇ以下 

定

格 

実
装 

実装可能ユニット 

３Ｕ電源ユニット実装数：２ 

３Ｕハブユニット実装数：１ 

混合分配ユニット実装数：３ 

同シリーズユニット実装数：１２ 

ファン実装数：８（後面実装，交換可能） 

Ａ
Ｃ
入
力 

入力電圧 ＡＣ１００±１０Ｖ，５０／６０Ｈｚ 

消費電力 単独運転時：５００ＶＡ（最大負荷時） 

端子数 １（３Ｕ電源ユニット毎） 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス 

ＳＦＰ光ポート 

インターフェース １０００ＢＡＳＥ－ＳＸ／ＬＸ 

コネクタ ＳＦＰ型 

ポート数 １ 

イーサネットポート 

インターフェース 
１００ＢＡＳＥ－ＴＸ 

１０００ＢＡＳＥ－Ｔ 

コネクタ 
ＲＪ－４５型モジュラージャック 

ポート数 ２ 

保守用シリアルポート 

接続 
ＵＳＢ／ＲＳ２３２Ｃ変

換器を介してＰＣと接続 

インターフェース ＲＳ－２３２Ｃ 

ポート数 １ 

フ
ァ
ン 

電源電圧 ＤＣ＋１２±１Ｖ 

動作電流 ０．３１Ａ 

実装数 ８（サブラック後面に実装） 

機

能 

シングルハブ 

３Ｕサブラック 

サブラック番号設定機能 

電源冗長運転 

３Ｕ電源ユニット 出力電圧チェック端子 

３Ｕハブユニット 

 

異常検出機能、実装状態検出、ＳＮＭＰエージェ

ント機能、Ｔｒａｐ送出機能、ＷＥＢブラウザ

ー、Ｃｏｎｓｏｌｅ接続の各機能を有すること 

性

能 

出力電圧偏差 ＤＣ＋１２±１Ｖ以内 

出力チェック端子電圧変動範囲 ＤＣ＋１２±１Ｖ以内 

絶縁耐圧 ＤＣ＋１２±１Ｖ以内 

絶縁耐圧 ＡＣ１ｋＶ１分間 

絶縁抵抗 ３ＭΩ以上 

消費電力 ５００ＶＡ以下（ＡＣ１００Ｖ，最大負荷時） 
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２. 地デジＳＰユニット（型式 FJHEDSR-TDSP-C相当） 

（１）機能概要 

1）２系統の入力信号処理部を搭載し，運用系の入力信号が停止した場合に自動

的に待機系への切替が可能であること。 

2）ＲＦスイッチを使用せずに入力系統の冗長構成が実現可能であること。 

3）２系統で異なる周波数の信号を入力することができ，ＭＦＮ環境にも対応が

可能であること。 

4）サブラックに実装された同シリーズ３Ｕハブユニットを介して，ＳＰコント

ローラと通信を行うこと。Ｔｅｌｎｅｔによる設定，及びＳＮＭＰによる動

作監視が可能であること。 

5）本ユニットの故障発生時には，自動又は手動で予備機への切り替えが可能で

あること。（ＳＰコントローラと連携） 

6）ＣＡＴＶ監視装置との連携により，本ユニットで検出できなかった障害時に

も予備機への切替が可能であること。 

7）同シリーズ３Ｕサブラックに実装可能な構造であること。 

8）デジタル有線テレビジョン放送地上デジタルテレビジョン放送パススルー伝

送方式ＪＣＴＥＡＳＴＤ－０１１－１．０に準拠すること。 

9）ＢＳパススルーシグンルプロセッサーと同一のＳＰコントローラソフトを使

用すること。 

2)機器仕様 

項目 仕様･性能 

定

格 

入力端子（ＡＩＮ，ＢＩＮ） 

入力信号 アンテナ受信設備から入力される地上デジタル放送信号 

入力周波数 
ＣＨ．１３～６２ 

（Ａ系統，Ｂ系統で異なるチャンネルを入力可能） 

入力レベル 
５０～７０ｄＢμＶ（受信チャンネル以外の信号も

含む） 標準入力レベル６０ｄＢμＶ 

入力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 ２（後面） 

出力端子（ＯＵＴ） 

出力信号 地上デジタル放送信号 

出力周波数 ＣＨ．１３～６２、Ｃ１３～Ｃ６３（デジタル配列） 

出力レベル ８５．０～１０５．０ｄＢμＶ，０．１ｄＢステップ 

出力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（後面） 

保守端子（ＣＯＮＳＯＬＥ） 

接続 ＵＳＢ／ＲＳ－２３２Ｃ変換器を介してＰＣと接続 

インターフェース ＲＳ－２３２Ｃ 
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コネクタ数 １ 

バックボードインターフェース 

機能 

 

サブラックのバックボードとの接続コネクタ 

・電源供給 

・同一サブラック内のスイッチングハブとの接続 

・ユニットＩＤ情報取得 

コネクタ数 １ 

機

能 

シグナルプロセッサー機能 

・設定項目、信号処理、ＳＱ機能、入力信号レベル測定機能 

入力系統切替機能 

・設定項目、入力系統切替制御、入力系統強制切替制御、切戻し制御 

本体機能 

・スリープモード、ラストメモリ、バージョンアップ、アラーム出力 

コントローラ通信機能 

・インターフェース、通信方式 

ログ機能 

・項目、タイムスタンプ、件数、保存処理、消去機能、表示 

ＳＮＭＰエージェント機能 

・バージョン、アドレス登録、コミュニティ設定、ＧＥＴ項目、ＴＲＡＰ送信 

ＮＴＰクライアント機能 

・アドレス登録、時刻補正 

メンテナンス機能 

・Ｃｏｎｓｏｌｅ接続、Ｔｅｌｎｅｔ接続、ネットワーク設定、ＳＮＭＰ設

定、ＮＴＰ設定、表示、再起動制御の各機能を有すること 

性

能 

ＲＦ性能 

入力レベル範囲 

（ＡＧＣ範囲） 

５０～７０ｄＢμＶ 

ＡＧＣ性能 
±０．１ｄＢ以内（入力レベル範囲の変動に対し） 

出力ＡＧＣ機能も含めた値 

スケルチレベル確度 ４５ｄＢμＶ以下 

出力レベル調整範囲 ８５．０～１０５．０ｄＢμＶ，０．１ｄＢステップ 

出力レベル確度 コントローラの表示レベルに対し±１ｄＢ以内 

出力レベル変動 ±１ｄＢ以内（＋２０℃に対し） 

出力周波数確度 ±１０ｋＨｚ以内（温度変動を含む） 

スプリアス －５５ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚにおいて） 

入出力リターンロス １４ｄＢ以上（コントローラから指定した周波数に対して） 

出力ＯＮ／ＯＦＦ比 ６０ｄＢ以上（スケルチ動作時，強制ＯＦＦ時） 

位相ノイズ特性 ０．５度ｒｍｓ以下（積分範囲：１００Ｈｚ～１ＭＨｚ）

（無変調時） 

雑音指数 １０ｄＢ以下（最大利得時） 

帯域内周波数特性偏差 ２ｄＢｐ－ｐ以内（５．５８ＭＨｚ帯域において） 

帯域内群遅延特性偏差 ４００ｎｓｐ－ｐ以内（５．５８ＭＨｚ帯域において） 

入力系統切替部 

レベル異常判定時間確度 ±１ｓ以内（コントローラから設定した値に対して） 

レベル復帰判定時間確度 ±１ｓ以内（コントローラから設定した値に対して） 
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切戻しウェイト時間確度 ±５ｓ以内（コントローラから設定した値に対して） 

ルート切替時間 ０．１ｓ以下（レベル異常判定時間は含まない） 

入力信号レベル 
精度：±１ｄＢ以内 

確度：±３ｄＢ以内 

 

３. ＦＭ－ＳＰユニット（型式 FJHEDSR-FMSP-A相当） 

（１）機能概要 

1）２系統の入力信号処理部を搭載し，運用系の入力信号が停止した場合に自動

的に待機系への切替が可能であること。 

2）ＲＦスイッチを使用せずに入力系統の冗長構成が実現可能であること。 

3）入出力周波数範囲は，従来のＦＭ帯域（７６～９０ＭＨｚ）に加え，Ｖ－Ｌ

ＯＷ帯域で始まるＡＭ放送ＦＭ補間信号帯域（９０～９５ＭＨｚ）にも対応

が可能であること。 

4）ＡＭ放送ＦＭ補間信号を従来のＦＭ帯域に周波数変換して出力することも可

能であること。 

5）サブラックに実装された同シリーズ３Ｕハブユニットを介して，ＳＰコント

ローラと通信を行うこと。Ｔｅｌｎｅｔによる設定，及びＳＮＭＰによる動

作監視が可能であること。 

6）本ユニットの故障発生時には，自動又は手動で予備機への切り替えが可能で

あること。（ＳＰコントローラと連携） 

7）ＣＡＴＶ監視装置との連携により，本ユニットで検出できなかった障害時に

も予備機への切替が可能であること。 

8）同シリーズ３Ｕサブラックに実装可能な構造であること。 

9）ＢＳパススルーシグンルプロセッサーと同一のＳＰコントローラソフトを使

用すること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

入力端子（ＡＩＮ，ＢＩＮ） 

入力信号 アンテナ受信設備から入力されるＦＭ放送信号 

入力周波数 ７６～９５ＭＨｚ，０．１ＭＨｚステップ 

入力レベル 
５０～７０ｄＢμＶ 

標準入力レベル６０ｄＢμＶ 

入力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 ２（後面） 

出力端子（ＯＵＴ） 

出力信号 ＦＭ放送信号 

出力周波数 ７６～９５ＭＨｚ，０．１ＭＨｚステップ 

出力レベル ８５．０～１０５．０ｄＢμＶ，０．１ｄＢステップ 

出力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 
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端子数 １（後面） 

保守端子（ＣＯＮＳＯＬＥ） 

接続 ＵＳＢ／ＲＳ－２３２Ｃ変換器を介してＰＣと接続 

インターフェース ＲＳ－２３２Ｃ 

コネクタ数 １（前面） 

バックボードインターフェース 

機能 

 

サブラックのバックボードとの接続コネクタ 

・電源供給 

・同一サブラック内のスイッチングハブとの接続 

・ユニットＩＤ情報取得 

コネクタ数 １ 

機

能 

シグナルプロセッサー機能 

・設定項目、信号処理、ＳＱ機能 

入力系統切替機能 

・設定項目、入力系統、切替制御、入力系統強制、切替制御、切戻し制御 

本体機能 

・スリープモード、ラストメモリ、バージョンアップ、アラーム出力 

コントローラ通信機能 

・インターフェース、通信方式 

ログ機能 

・項目、タイムスタンプ、件数、保存処理、消去機能、表示 

ＳＮＭＰエージェント機能 

・バージョン、アドレス登録、コミュニティ設定、ＧＥＴ項目、ＴＲＡＰ

送信 

ＮＴＰクライアント機能 

・アドレス登録、時刻補正 

メンテナンス機能 

・Ｃｏｎｓｏｌｅ接続、Ｔｅｌｎｅｔ接続、ネットワーク設定、ＳＮＭＰ

設定、ＮＴＰ設定、表示、再起動制御の各機能を有すること 

性

能 

ＲＦ性能 

入力レベル範囲 

（ＡＧＣ範囲） 

５０～７０ｄＢμＶ 

ＡＧＣ性能 
±０．１ｄＢ以内（入力レベル範囲の変動に対し） 

出力ＡＧＣ機能も含めた値 

スケルチレベル確度 ４５ｄＢμＶ以下 

出力レベル調整範囲 ８５．０～１０５．０ｄＢμＶ，０．１ｄＢステップ 

出力レベル確度 コントローラの表示レベルに対し±１ｄＢ以内 

出力レベル変動 ±１ｄＢ以内（＋２０℃に対し） 

出力周波数確度 ±１０ｋＨｚ以内（温度変動を含む） 

スプリアス －６０ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚにおいて） 

入出力リターンロス １４ｄＢ以上（コントローラから指定した周波数に対して） 
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出力ＯＮ／ＯＦＦ比 ７０ｄＢ以上（スケルチ動作時，強制ＯＦＦ時） 

雑音指数 ８ｄＢ以下（最大利得時） 

帯域内周波数特性偏差 ２ｄＢｐ－ｐ以内（３６ＭＨｚ帯域において） 

帯域外減衰量 ６０ｄＢ以上（通過帯域端から±６ＭＨｚにおいて） 

入力系統切替部 

レベル異常判定時間確度 ±１ｓ以内（コントローラーから設定した値に対して） 

レベル復帰判定時間確度 ±１ｓ以内（コントローラーから設定した値に対して） 

切戻しウェイト時間確度 ±５ｓ以内（コントローラーから設定した値に対して） 

ルート切替時間 ０．１ｓ以下（レベル異常判定時間は含まない） 

 

４. ＢＳ－ＳＰユニット（右旋用）（型式 FJHEDSR-BSSP-A相当） 

（１） 

1）２系統の入力信号処理部を搭載し，運用系の入力信号が停止した場合に自動

的に待機系への切替が可能であること。 

2）サブラックに実装された同シリーズ３Ｕハブユニットを介して，ＳＰコント

ローラと通信を行うこと。Ｔｅｌｎｅｔによる設定，及びＳＮＭＰによる動

作監視が可能であること。 

3）本ユニットの故障発生時には，自動又は手動で予備機への切り替えが可能で

あること。（ＳＰコントローラと連携） 

4）ＣＡＴＶ監視装置との連携により，本ユニットで検出できなかった障害時に

も予備機への切替が可能であること。 

5）同シリーズ３Ｕサブラックに実装可能な構造となっていること。 

２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

入力端子（ＡＩＮ，ＢＩＮ） 

入力信号 アンテナ受信設備から入力されるＢＳ－ＩＦ放送信号 

入力チャンネル ＢＳ１～ＢＳ２３，任意の奇数１チャンネル 

入力レベル 
５０～７０ｄＢμＶ 

標準入力レベル６０ｄＢμＶ 

入力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 ２（後面） 

出力端子（ＯＵＴ） 

出力信号 ＢＳ－ＩＦ放送信号 

出力チャンネル 入力と同一チャンネル 

出力レベル ８５．０～１０５．０ｄＢμＶ，０．１ｄＢステップ 

出力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（後面） 

保守端子（ＣＯＮＳＯＬＥ） 
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接続 ＵＳＢ／ＲＳ－２３２Ｃ変換器を介してＰＣと接続 

インターフェース ＲＳ－２３２Ｃ 

コネクタ数 １（前面） 

バックボードインターフェース 

機能 

 

サブラックのバックボードとの接続コネクタ 

・電源供給 

・同一サブラック内のスイッチングハブとの接続 

・ユニットＩＤ情報取得 

コネクタ数 １ 

機

能 

シグナルプロセッサー機能 

・設定項目、信号処理、ＳＱ機能 

入力系統切替機能 

・設定項目、入力系統、切替制御、入力系統強制、切替制御、切戻し制御 

本体機能 

・スリープモード、ラストメモリ、バージョンアップ、アラーム出力 

コントローラ通信機能 

・インターフェース、通信方式 

ログ機能 

・項目、タイムスタンプ、件数、保存処理、消去機能、表示 

ＳＮＭＰエージェント機能 

・バージョン、アドレス登録、コミュニティ設定、ＧＥＴ項目、ＴＲＡＰ

送信 

ＮＴＰクライアント機能 

・アドレス登録、時刻補正 

メンテナンス機能 

・Ｃｏｎｓｏｌｅ接続、Ｔｅｌｎｅｔ接続、ネットワーク設定、ＳＮＭＰ

設定、ＮＴＰ設定、表示、再起動制御の各機能を有すること 

性

能 

ＲＦ性能 

入力レベル範囲 

（ＡＧＣ範囲） 

５０～７０ｄＢμＶ 

ＡＧＣ性能 
±０．１ｄＢ以内（入力レベル範囲の変動に対し） 

出力ＡＧＣ機能も含めた値 

スケルチレベル確度 ４５ｄＢμＶ以下 

出力レベル調整範囲 ８５．０～１０５．０ｄＢμＶ，０．１ｄＢステップ 

出力レベル確度 コントローラの表示レベルに対し±１ｄＢ以内 

出力レベル変動 ±１ｄＢ以内（＋２０℃に対し） 

出力周波数確度 ±１０ｋＨｚ以内（温度変動を含む） 

スプリアス 

－５５ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚにおいて） 

－５０ｄＢ以下（９５０～２６００ＭＨｚにおい

て） 

入出力リターンロス 
７．５ｄＢ以上（コントローラから指定した周波数

に対して） 

出力ＯＮ／ＯＦＦ比 ６０ｄＢ以上（スケルチ動作時，強制ＯＦＦ時） 
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位相ノイズ特性 
１０ｋＨｚオフセット：－８５ｄＢｃ／Ｈｚ以下

（無変調時） 

雑音指数 １２ｄＢ以下（最大利得時） 

帯域内周波数特性偏差 ２ｄＢｐ－ｐ以内（３６ＭＨｚ帯域において） 

帯域内群遅延特性偏差 ８０ｎｓｐ－ｐ以内（３６ＭＨｚ帯域において） 

帯域外減衰量 ５５ｄＢ以上（通過帯域端から±６ＭＨｚにおいて） 

帯域外Ｃ／Ｎ比 
５５ｄＢ以上（通過帯域端から６ＭＨｚ以上におい

て雑音帯域幅は４ＭＨｚ） 

入力系統切替部 

レベル異常判定時間確度 ±１ｓ以内（コントローラーから設定した値に対して） 

レベル復帰判定時間確度 ±１ｓ以内（コントローラーから設定した値に対して） 

切戻しウェイト時間確度 ±５ｓ以内（コントローラーから設定した値に対して） 

ルート切替時間 ０．１ｓ以下（レベル異常判定時間は含まない） 

 

５. ＢＳ－ＳＰユニット（左旋用）（型式 FJHEDSR-BSLSP-A相当） 

（１）機能概要 

1）２系統の入力信号処理部を搭載し，運用系の入力信号が停止した場合に自動

的に待機系への切替が可能であること。 

2）サブラックに実装された同シリーズ３Ｕハブユニットを介して，ＳＰコント

ローラと通信を行うこと。Ｔｅｌｎｅｔによる設定，及びＳＮＭＰによる動

作監視が可能であること。 

3）本ユニットの故障発生時には，自動又は手動で予備機への切り替えが可能で

あること。（ＳＰコントローラと連携） 

4）ＣＡＴＶ監視装置との連携により，本ユニットで検出できなかった障害時に

も予備機への切替が可能であること。 

5）同シリーズ３Ｕサブラックに実装可能な構造となっていること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

入力端子（ＡＩＮ，ＢＩＮ） 

入力信号 アンテナ受信設備から入力されるＢＳ－ＩＦ左旋放送信号 

入力チャンネル ＢＳ２～ＢＳ２２，任意の偶数１チャンネル 

入力レベル 
５０～７０ｄＢμＶ 

標準入力レベル６０ｄＢμＶ 

入力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 ２（後面） 

出力端子（ＯＵＴ） 

出力信号 ＢＳ－ＩＦ左旋放送信号 

出力チャンネル 入力と同一チャンネル 

出力レベル ８５．０～１０５．０ｄＢμＶ，０．１ｄＢステップ 
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出力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（後面） 

保守端子（ＣＯＮＳＯＬＥ） 

接続 ＵＳＢ／ＲＳ－２３２Ｃ変換器を介してＰＣと接続 

インターフェース ＲＳ－２３２Ｃ 

コネクタ数 １（前面） 

バックボードインターフェース 

機能 

サブラックのバックボードとの接続コネクタ 

・電源供給 

・同一サブラック内のスイッチングハブとの接続 

・ユニットＩＤ情報取得 

コネクタ数 １ 

機

能 

シグナルプロセッサー機能 

・設定項目、信号処理、ＳＱ機能 

入力系統切替機能 

・設定項目、入力系統切替制御、入力系統強制切替制御、切戻し制御 

本体機能 

・スリープモード、ラストメモリ、バージョンアップ、アラーム出力 

コントローラ通信機能 

・インターフェース、通信方式 

ログ機能 

・項目、タイムスタンプ、件数、保存処理、消去機能、表示 

ＳＮＭＰエージェント機能 

・バージョン、アドレス登録、コミュニティ設定、ＧＥＴ項目、ＴＲＡＰ

送信 

ＮＴＰクライアント機能 

・アドレス登録、時刻補正 

メンテナンス機能 

・Ｃｏｎｓｏｌｅ接続、Ｔｅｌｎｅｔ接続、ネットワーク設定、ＳＮＭＰ

設定、ＮＴＰ設定、表示、再起動制御の各機能を有すること 

性

能 

ＲＦ性能 

入力レベル範囲 

（ＡＧＣ範囲） 

５０～７０ｄＢμＶ 

 

ＡＧＣ性能 
±０．１ｄＢ以内（入力レベル範囲の変動に対し） 

出力ＡＧＣ機能も含めた値 

スケルチレベル確度 ４５ｄＢμＶ以下 

出力レベル調整範囲 ８５．０～１０５．０ｄＢμＶ，０．１ｄＢステップ 

出力レベル確度 コントローラの表示レベルに対し±１ｄＢ以内 

出力レベル変動 ±１ｄＢ以内（＋２０℃に対し） 

出力周波数確度 ±１０ｋＨｚ以内（温度変動を含む） 
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スプリアス 
－５５ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚにおいて） 

－５０ｄＢ以下（９５０～３２２４ＭＨｚにおいて） 

入出力リターンロス 6.5ｄＢ以上（コントローラから指定した周波数に対して） 

出力ＯＮ／ＯＦＦ比 ６０ｄＢ以上（スケルチ動作時，強制ＯＦＦ時） 

位相ノイズ特性 10ｋＨｚオフセット：-80ｄＢｃ／Ｈｚ以下（無変調時） 

雑音指数 １５ｄＢ以下（最大利得時） 

帯域内周波数特性偏差 ３．０ｄＢｐ－ｐ以内（３４．５ＭＨｚ帯域において） 

帯域内群遅延特性偏差 ８０ｎｓｐ－ｐ以内（３６ＭＨｚ帯域において） 

帯域外減衰量 ５５ｄＢ以上（通過帯域端から±６ＭＨｚにおいて） 

帯域外Ｃ／Ｎ比 

５０ｄＢ以上 

（通過帯域端から６ＭＨｚ以上において，雑音帯域

幅は４ＭＨｚ） 

入力系統切替部 

レベル異常判定時間確度 ±１ｓ以内（コントローラーから設定した値に対して） 

レベル復帰判定時間確度 ±１ｓ以内（コントローラーから設定した値に対して） 

切戻しウェイト時間確度 ±５ｓ以内（コントローラーから設定した値に対して） 

ルート切替時間 ０．１ｓ以下（レベル異常判定時間は含まない） 

 

６. ＣＳ－ＳＰユニット（右旋用）（型式 FJHEDSR-CSRSP-A相当） 

（１）機能概要 

1）２系統の入力信号処理部を搭載し，運用系の入力信号が停止した場合に自動

的に待機系への切替が可能であること。 

2）サブラックに実装された同シリーズ３Ｕハブユニットを介して，ＳＰコント

ローラと 

3）通信を行うこと。Ｔｅｌｎｅｔによる設定，及びＳＮＭＰによる動作監視が

可能であること。 

4）本ユニットの故障発生時には，自動又は手動で予備機への切り替えが可能で

あること。（ＳＰコントローラと連携） 

5）ＣＡＴＶ監視装置との連携により，本ユニットで検出できなかった障害時に

も予備機への切替が可能であること。 

6）同シリーズ３Ｕサブラックに実装可能な構造となっていること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

入力端子（ＡＩＮ，ＢＩＮ） 

入力信号 アンテナ受信設備から入力されるＣＳ－ＩＦ放送信号 

入力チャンネル ＮＤ２～ＮＤ２４、任意の偶数１チャンネル 

入力レベル 
５０～７０ｄＢμＶ 

標準入力レベル６０ｄＢμＶ 

入力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 ２（後面） 

出力端子（ＯＵＴ） 
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出力信号 ＣＳ－ＩＦ放送信号 

出力チャンネル 入力と同一チャンネル 

出力レベル ８５．０～１０５．０ｄＢμＶ，０．１ｄＢステップ 

出力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（後面） 

保守端子（ＣＯＮＳＯＬＥ） 

接続 ＵＳＢ／ＲＳ－２３２Ｃ変換器を介してＰＣと接続 

インターフェース ＲＳ－２３２Ｃ 

コネクタ数 １（前面） 

バックボードインターフェース 

機能 

 

サブラックのバックボードとの接続コネクタ 

・電源供給 

・同一サブラック内のスイッチングハブとの接続 

・ユニットＩＤ情報取得 

コネクタ数 １ 

機

能 

シグナルプロセッサー機能 

・設定項目、信号処理、ＳＱ機能 

入力系統切替機能 

・設定項目、入力系統、切替制御、入力系統強制、切替制御、切戻し制御 

本体機能 

・スリープモード、ラストメモリ、バージョンアップ、アラーム出力 

コントローラ通信機能 

・インターフェース、通信方式 

ログ機能 

・項目、タイムスタンプ、件数、保存処理、消去機能、表示 

ＳＮＭＰエージェント機能 

・バージョン、アドレス登録、コミュニティ設定、ＧＥＴ項目、ＴＲＡＰ

送信 

ＮＴＰクライアント機能 

・アドレス登録、時刻補正 

メンテナンス機能 

・Ｃｏｎｓｏｌｅ接続、Ｔｅｌｎｅｔ接続、ネットワーク設定、ＳＮＭＰ

設定、ＮＴＰ設定、表示、再起動制御の各機能を有すること 

 

性

能 

ＲＦ性能 

入力レベル範囲 

（ＡＧＣ範囲） 

５０～７０ｄＢμＶ 

ＡＧＣ性能 
±０．１ｄＢ以内（入力レベル範囲の変動に対し） 

出力ＡＧＣ機能も含めた値 

スケルチレベル確度 ４５ｄＢμＶ以下 

出力レベル調整範囲 ８５．０～１０５．０ｄＢμＶ，０．１ｄＢステップ 

出力レベル確度 コントローラの表示レベルに対し±１ｄＢ以内 

出力レベル変動 ±１ｄＢ以内（＋２０℃に対し） 
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出力周波数確度 ±１０ｋＨｚ以内（温度変動を含む） 

スプリアス 
－５５ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚにおいて） 

－５０ｄＢ以下（９５０～２６８１ＭＨｚにおいて） 

入出力リターンロス 
７．５ｄＢ以上（コントローラから指定した周波数

に対して） 

出力ＯＮ／ＯＦＦ比 ６０ｄＢ以上（スケルチ動作時，強制ＯＦＦ時） 

位相ノイズ特性 
１０ｋＨｚオフセット：－８５ｄＢｃ／Ｈｚ以下

（無変調時） 

雑音指数 １２ｄＢ以下（最大利得時） 

帯域内周波数特性偏差 ２ｄＢｐ－ｐ以内（３６ＭＨｚ帯域において） 

帯域内群遅延特性偏差 ８０ｎｓｐ－ｐ以内（３６ＭＨｚ帯域において） 

帯域外減衰量 ５５ｄＢ以上（通過帯域端から±６ＭＨｚにおいて） 

帯域外Ｃ／Ｎ比 

５５ｄＢ以上 

（通過帯域端から６ＭＨｚ以上において，雑音帯域

幅は４ＭＨｚ） 

入力系統切替部 

レベル異常判定時間確度 ±１ｓ以内（コントローラから設定した値に対して） 

レベル復帰判定時間確度 ±１ｓ以内（コントローラから設定した値に対して） 

切戻しウェイト時間確度 ±５ｓ以内（コントローラから設定した値に対して） 

ルート切替時間 ０．１ｓ以下（レベル異常判定時間は含まない） 

 

７. CＳ－ＳＰユニット（左旋用）（型式 FJHEDSR-CSSP-A相当） 

（１）機能概要 

1）２系統の入力信号処理部を搭載し，運用系の入力信号が停止した場合に自動

的に待機系への切替が可能であること。 

2）ブラックに実装された同シリーズ３Ｕハブユニットを介して，ＳＰコントロ

ーラと通信を行うこと。Ｔｅｌｎｅｔによる設定，及びＳＮＭＰによる動作

監視が可能であること。 

3）本ユニットの故障発生時には，自動又は手動で予備機への切り替えが可能で

あること。（ＳＰコントローラと連携） 

4）ＣＡＴＶ監視装置との連携により，本ユニットで検出できなかった障害時に

も予備機への切替が可能であること。 

5）同シリーズ３Ｕサブラックに実装可能な構造となっていること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

入力端子（ＡＩＮ，ＢＩＮ） 

入力信号 アンテナ受信設備から入力されるＢＳ－ＩＦ左旋放送信号 

入力チャンネル ＮＤ２～ＮＤ２４，任意の偶数１チャンネル 

入力レベル 
５０～７０ｄＢμＶ 

標準入力レベル６０ｄＢμＶ 

入力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 
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端子数 ２（後面） 

出力端子（ＯＵＴ） 

出力信号 ＣＳ－ＩＦ左旋放送信号 

出力チャンネル 入力と同一チャンネル 

出力レベル ８５．０～１０５．０ｄＢμＶ，０．１ｄＢステップ 

出力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（後面） 

保守端子（ＣＯＮＳＯＬＥ） 

接続 ＵＳＢ／ＲＳ－２３２Ｃ変換器を介してＰＣと接続 

インターフェース ＲＳ－２３２Ｃ 

コネクタ数 １（前面） 

バックボードインターフェース 

機能 

サブラックのバックボードとの接続コネクタ 

・電源供給 

・同一サブラック内のスイッチングハブとの接続 

・ユニットＩＤ情報取得 

コネクタ数 １ 

機

能 

シグナルプロセッサー機能 

・設定項目、信号処理、ＳＱ機能 

入力系統切替機能 

・設定項目、入力系統切替制御、入力系統強制切替制御、切戻し制御 

本体機能 

・スリープモード、ラストメモリ、バージョンアップ、アラーム出力 

コントローラ通信機能 

・インターフェース、通信方式 

ログ機能 

・項目、タイムスタンプ、件数、保存処理、消去機能、表示が 

ＳＮＭＰエージェント機能 

・バージョン、アドレス登録、コミュニティ設定、ＧＥＴ項目、ＴＲＡＰ

送信 

ＮＴＰクライアント機能 

・アドレス登録、時刻補正 

メンテナンス機能 

・Ｃｏｎｓｏｌｅ接続、Ｔｅｌｎｅｔ接続、ネットワーク設定、ＳＮＭＰ

設定、ＮＴＰ設定、表示、再起動制御の各機能を有すること 

性

能 

ＲＦ性能 

入力レベル範囲 

（ＡＧＣ範囲） 

５０～７０ｄＢμＶ 

 

ＡＧＣ性能 
±０．１ｄＢ以内（入力レベル範囲の変動に対し） 

出力ＡＧＣ機能も含めた値 

スケルチレベル確度 ４５ｄＢμＶ以下 
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出力レベル調整範囲 ８５．０～１０５．０ｄＢμＶ，０．１ｄＢステップ 

出力レベル確度 コントローラの表示レベルに対し±１ｄＢ以内 

出力レベル変動 ±１ｄＢ以内（＋２０℃に対し） 

出力周波数確度 ±１０ｋＨｚ以内（温度変動を含む） 

スプリアス 
－５５ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚにおいて） 

－５０ｄＢ以下（９５０～３２２４ＭＨｚにおいて） 

入出力リターンロス 
６．５ｄＢ以上（コントローラから指定した周波数

に対して） 

出力ＯＮ／ＯＦＦ比 ６０ｄＢ以上（スケルチ動作時，強制ＯＦＦ時） 

位相ノイズ特性 
１０ｋＨｚオフセット：－８５ｄＢｃ／Ｈｚ以下

（無変調時） 

雑音指数 １２ｄＢ以下（最大利得時） 

帯域内周波数特性偏差 ３．０ｄＢｐ－ｐ以内（３４．５ＭＨｚ帯域において） 

帯域内群遅延特性偏差 ８０ｎｓｐ－ｐ以内（３６ＭＨｚ帯域において） 

帯域外減衰量 ５５ｄＢ以上（通過帯域端から±６ＭＨｚにおいて） 

帯域外Ｃ／Ｎ比 

５０ｄＢ以上 

（通過帯域端から６ＭＨｚ以上において，雑音帯域

幅は４ＭＨｚ） 

入力系統切替部 

レベル異常判定時間確度 ±１ｓ以内（コントローラーから設定した値に対して） 

レベル復帰判定時間確度 ±１ｓ以内（コントローラーから設定した値に対して） 

切戻しウェイト時間確度 ±５ｓ以内（コントローラーから設定した値に対して） 

ルート切替時間 ０．１ｓ以下（レベル異常判定時間は含まない） 

 

８. １ＧＭＨｚ増幅ユニット（型式 FJHEDSR-1GPA-A相当） 

（１）機能概要 

1）同シリーズ３Ｕサブラックに実装可能な構造であること。 

2）故障時には、前面から交換が可能であること。 

3）ＲＦ切替ユニットと本ユニット２台準備することで，系統切替システムが構

築可能であること。 

① 前面パネルより下記の調整・確認が可能であること。 

② 利得調整 

③ スロープ調整 

④ 入力モニタレベル確認 

⑤ 出力モニタレベル確認 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

対応システム 単独動作、冗長システム 

伝送帯域 ７０～１００２ＭＨｚ 

最大伝送容量 
・ＦＭ信号：８ｃｈ（７６～９５ＭＨｚ） 

・デジタル信号 
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□ＯＦＤＭ，６４ＱＡＭ：１３７ｃｈ（７０～１０

０２ＭＨｚ） 

□２５６ＱＡＭ：１０ｃｈ（９５～１０８，１７０

～２２２ＭＨｚ） 

・パイロット信号：３波（７３ＭＨｚ，４５１．２

５ＭＨｚ，７７１．２５ＭＨｚ） 

入力端子（ＩＮ） 

入力信号 ７０～１００２ＭＨｚ帯域内で伝送されるデジタル

信号（２５６ＱＡＭ，６４ＱＡＭ，ＯＦＤＭ），Ｆ

Ｍ信号，パイロット信号 

標準入力レベル ・パイロット信号：７０．０ｄＢμＶ 

・ＦＭ信号：パイロット信号に対し－１０ｄＢ 

・デジタル信号 

□ＯＦＤＭ：パイロット信号に対し－１０ｄＢ 

□６４ＱＡＭ：パイロット信号に対し－１０ｄＢ 

□２５６ＱＡＭ：パイロット信号に対し－４ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（後面） 

出力端子（ＯＵＴ） 

出力信号 入力信号と同一 

標準出力レベル ・パイロット信号：１００．０ｄＢμＶ 

・ＦＭ信号：パイロット信号に対し－１０ｄＢ 

・デジタル信号 

□ＯＦＤＭ：パイロット信号に対し－１０ｄＢ 

□６４ＱＡＭ：パイロット信号に対し－１０ｄＢ 

□２５６ＱＡＭ：パイロット信号に対し－４ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（後面） 

入力モニタ端子（ＩＮＰＵＴＭＯＮ） 

出力信号 入力端子から分岐された信号を出力 

標準出力レベル 入力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（前面） 

機

能 

利得調整機能、スロープ調整機能、モニタ端子機能、アラーム接点出力機能を

有すること 

性

能 

増幅部 

最大利得 ３０±１ｄＢ以内（４５１．２５ＭＨｚにおいて） 

伝送帯域内周波数特性偏

差 

・７０～７７０ＭＨｚ：±０．７５ｄＢ以内 

・７７０～１００２ＭＨｚ：±１ｄＢ以内 

（４５１．２５ＭＨｚのレベルに対して） 
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入出力リターンロス １４ｄＢ以上（ＶＳＷＲ１．５以下） 

利得安定度 ±１ｄＢ以内（＋２０℃に対し） 

雑音指数 

・７０～７７０ＭＨｚ：１０ｄＢ以下 

・７７０～１００２ＭＨｚ：１１ｄＢ以下（最大利

得時） 

利得調整範囲 ０～－１０ｄＢ以下（最大利得に対して） 

スロープ調整範囲 ＋２ｄＢ以上，－４ｄＢ以下（７０ＭＨｚにおい

て）（ヒンジポイント：１００２ＭＨｚ） 

ＣＳＯ 
・伝送帯域７０～７７０ＭＨｚ：－６９ｄＢ以下 

・伝送帯域７０～１００２ＭＨｚ：－６９ｄＢ以下 

ＣＴＢ 
・伝送帯域７０～７７０ＭＨｚ：－８６ｄＢ以下 

・伝送帯域７０～１００２ＭＨｚ：－８０ｄＢ以下 

モニタ部 

入力モニタ偏差 入力レベルに対して－２０±１ｄＢ以内 

出力モニタ偏差 出力レベルに対して－２０±１ｄＢ以内 

 

９. ３ＧＨｚ増幅ユニット（型式 FJHEDSR-3GPA-A 相当） 

（１）機能概要 

1）同シリーズ３Ｕサブラックに実装可能な構造であること。 

2）故障時には、前面から交換が可能であること。 

3）ＲＦ切替ユニットと本ユニット２台準備することで，系統切替システムが構

築可能であること。 

4）前面パネルより下記の調整・確認が可能であること。 

① 利得調整 

② スロープ調整 

③ 入力モニタレベル確認 

④ 出力モニタレベル確認 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

対応システム 単独動作、冗長システム 

伝送帯域 ９５０～３２２４ＭＨｚ 

最大伝送容量 ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ：４８ｃｈ 

最大利得 ２９／３４ｄＢ（９５０／３２２４ＭＨｚ） 

入力端子（ＩＮ） 

入力信号 ９５０～３２２４ＭＨｚ帯域内で伝送されるＢＳ／

ＣＳ－ＩＦ信号 

標準入力レベル ７０．０ｄＢμＶ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（後面） 
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出力端子（ＯＵＴ） 

出力信号 入力信号と同一 

標準出力レベル ９９／１０４ｄＢμＶ（９５０／３２２４ＭＨｚ） 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（後面） 

入力モニタ端子（ＩＮＰＵＴＭＯＮ） 

出力信号 入力に実装された分岐より信号を出力 

標準出力レベル 入力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（前面） 

出力モニタ端子（ＯＵＴＰＵＴＭＯＮ） 

出力信号 出力端子から分岐された信号を出力 

標準出力レベル 出力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（前面） 

機

能 

ＲＦ出力制限機能、利得調整機能（ＡＴＴ０／５／１０）、利得調整機能（ＧＣ） 

スロープ調整機能（ＳＣ）、項目選択機能（ＡＴＴ、ＧＣ、ＳＣ）、パネルロック

機能、入出力モニタ端子機能（ＩＮＰＵＴＭＯＮ、ＯＵＴＰＵＴＭＯＮ）、ラスト

メモリ機能、アラーム接点出力機能を有すること 

性

能 

増幅部 

伝送帯域内周波数特性偏差 
定格利得に対して±２．０ｄＢ以内（９５０～３２

２４ＭＨｚ） 

入出力リターンロス ７．５ｄＢ以上 

利得安定度 ±２ｄＢ以内（＋２０℃に対し）（０～＋４０℃） 

利得調整範囲（ＧＣ） ０～－５ｄＢ以上 

利得調整範囲（ＡＴＴ） 
・ＡＴＴ０：０ｄＢ 

・ＡＴＴ５：５±１．５ｄＢ以内（ＡＴＴ０に対し） 

・ＡＴＴ１０：１０±１．５ｄＢ以内（ＡＴＴ０に対し） 

スロープ調整範囲偏差 

・１０００ＭＨｚにおいて－５ｄＢ以上 

・ヒンジポイント：３２２４ＭＨにおいて±１．５

ｄＢ以内（最大利得時を基準に１０００ＭＨｚを

－５ｄＢ変化させた時 

雑音指数 １３ｄＢ以下（最大利得時） 

ＩＭ２ －５７ｄＢ以下（最大利得時） 

ＩＭ３ －６７ｄＢ以下（最大利得時） 

モニタ部 

入力モニタ偏差 入力レベルに対して－２０±１ｄＢ以内 
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出力モニタ偏差 出力レベルに対して－２０±１ｄＢ以内 

 

１０. ＰＧ信号発生ユニット（１波用）（型式 FJHEDSR-1PG-A相当） 

（１）機能概要 

1）発振周波数は一般的な７３ＭＨｚ，４５１．２５ＭＨｚ，７７１．２５ＭＨ

ｚだけでなく，７０～１００２ＭＨｚで指定可能であること。 

2）本ユニットを２台使用して冗長システムが構築可能であること。 

3）ＡＧＣ機能により安定した出力を提供できること。 

4）前面パネルより出力レベル調整，出力モニタ端子を使用して出力レベルの確

認が可能であること。 

5）同シリーズ３Ｕサブラックに実装可能な構造であること。 

6）故障時には、前面から交換が可能であること。 

 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

出力端子（ＯＵＴ） 

出力信号 指定周波数のパイロット信号 

周波数 ７０～１００２ＭＨｚの指定の１波 

最大出力レベル １１０ｄＢμＶ 

入力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（後面） 

出力端子（ＯＵＴＭＯＮＴＯＲ） 

出力信号 出力信号から分岐された信号 

出力周波数 出力端子と同一 

出力レベル 出力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（前面） 

制御入力端子（ＣＩＮＴＲＯＬＩＮ） 

入力信号 現用ユニットから出力される制御信号（冗長時，予

備ユニット側で使用） 

入力仕様 現用ユニットの制御出力端子のオープンコレクター出力 

・接点入力，内部プルアップ 

➣オープン時：出力ＯＮ（現用ユニットとして動作） 

➣ショート時：出力ＯＦＦ（予備ユニットとして待機） 

コネクタ ＢＮＣ型 

コネクタ数 １（後面） 

制御出力端子（ＣＩＮＴＲＯＬＯＵＴ） 

出力信号 予備ユニットへ入力する制御信号（冗長時，現用ユ

ニット側で使用） 
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出力仕様 ・オープンコレクター出力 

➣正常動作時：ショート 

➣異常時：オープン 

コネクタ ＢＮＣ型 

コネクタ数 １（後面） 

機

能 

運用モード制御機能、機器状態出力機能、出力レベル調整機能、出力レベルモ

ニタ機能、アラーム出力機能 

性

能 

ＲＦ性能 

最大出力レベル １１０ｄＢμＶ±１ｄＢ以内 

出力レベル調整範囲 ９５～１１０ｄＢμＶ，０．１ｄＢステップ 

出力レベル安定度 ±０．５ｄＢ以内（＋２０℃に対し温度変動含む） 

出力周波数確度 

・指定周波数で７０～５００ＭＨｚを指定した場合 

±３ｋＨｚ以内（＋２０℃に対し温度変動を含む） 

・指定周波数で５００～１００２ＭＨｚを指定した

場合±５ｋＨｚ以内（＋２０℃に対し温度変動を含

む） 

スプリアス -60ｄＢ以下（１０～１００２ＭＨｚ帯域において） 

出力リターンロス 14ｄＢ以上（VSWR1.5以下、fc±3ｋＨｚにおいて） 

モニタ部 

出力モニタ偏差 出力レベルに対して－２０±１ｄＢ以内 

 

１１. ＰＧ信号発生ユニット（２波用）（型式 FJHEDSR-2PG-A相当） 

（１）機能概要 

1）発振周波数は７３ＭＨｚと２００～１００２ＭＨｚで指定可能であること。 

2）本ユニットを２台使用して冗長システムが構築可能であること。 

3）ＡＧＣ機能により安定した出力を提供できること。 

4）前面パネルより出力レベル調整，出力モニタ端子を使用して出力レベルの確

認が可能であること。 

5）同シリーズ３Ｕサブラックに実装可能な構造であること。 

6）故障時には、前面から交換が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

出力端子（ＯＵＴ） 

出力信号 ７３ＭＨｚ固定周波数と指定周波数のパイロット信号 

周波数 ７３ＭＨｚ及び、４５１．２５ＭＨｚ 

最大出力レベル １１０ｄＢμＶ 

入力インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（後面） 

出力端子（ＯＵＴＭＯＮＴＯＲ） 
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出力信号 出力信号から分岐された信号 

出力周波数 出力端子と同一 

出力レベル 出力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型 

端子数 １（前面） 

制御入力端子（ＣＩＮＴＲＯＬＩＮ） 

入力信号 現用ユニットから出力される制御信号（冗長時，予

備ユニット側で使用） 

入力仕様 現用ユニットの制御出力端子のオープンコレクター

出力 

・接点入力，内部プルアップ 

➣オープン時：出力ＯＮ（現用ユニットとして動

作） 

➣ショート時：出力ＯＦＦ（予備ユニットとして待

機） 

コネクタ ＢＮＣ型 

コネクタ数 １（後面） 

制御出力端子（ＣＩＮＴＲＯＬＯＵＴ） 

出力信号 予備ユニットへ入力する制御信号（冗長時，現用ユ

ニット側で使用） 

出力仕様 ・オープンコレクター出力 

➣正常動作時：ショート 

➣異常時：オープン 

コネクタ ＢＮＣ型 

コネクタ数 １（後面） 

機

能 

運用モード制御機能、機器状態出力機能、出力レベル調整機能、レベル調整周

波数選択機能、出力レベルモニタ機能、アラーム出力機能 

性

能 

ＲＦ性能 

最大出力レベル １１０ｄＢμＶ±１ｄＢ以内 

出力レベル調整範囲 ９５～１１０ｄＢμＶ，０．１ｄＢステップ 

出力レベル安定度 ±０．５ｄＢ以内（＋２０℃に対し温度変動含む） 

出力周波数確度 

・指定周波数で７０～５００ＭＨｚを指定した場合 

±３ｋＨｚ以内（＋２０℃に対し温度変動を含む） 

・指定周波数で５００～１００２ＭＨｚを指定した

場合±５ｋＨｚ以内（＋２０℃に対し温度変動を含

む） 

スプリアス －６０ｄＢ以下（１０～１００２ＭＨｚ帯域におい

て） 

出力リターンロス １４ｄＢ以上（ＶＳＷＲ１．５以下，ｆｃ±３ｋＨ

ｚにおいて） 

モニタ部 

出力モニタ偏差 出力レベルに対して－２０±１ｄＢ以内 
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１２. 下り光受信器(型式 FJOPTSD-R77RSA相当) 

（１）機能概要 

1）本機器は，高密度実装サブラックに搭載可能な光受信機ユニットであるこ

と。 

2）下り光信号最大ＴＶ信号７４ＣＨ，デジタル２２０ＭＨｚを電気信号に変換

し出力が可能であること。 

3）ＲＦ出力をＯＮ／ＯＦＦする切替スイッチが内蔵されており，隣接実装され

た本器２台が光サブラックのバックボードを介して互いの運用状態を確認し

て切替えが可能であること。 

4）光入力レベル又はＲＦ出力レベル（パイロット信号４５１．２５ＭＨｚ）の

低下検出による切替の選択が可能であること。 

5）監視ユニットの併用により遠隔監視が可能であること。 

6）ＦＭ告知放送用として使用すること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

光

入

力 

光変調方式 直接輝度変調 

受光素子 ＰＩＮ－ＰＤ 

最大光入力レベル ＋５ｄＢｍ 

標準光入力レベル －４～＋２ｄＢｍ 

標準光変調度 ３．５％／ｃｈ 

光ファイバ １．３１μｍシングルモードファイバ 

光入力コネクタ ＳＣ－ＡＰＣ型（斜めＰＣ研磨） 

光波長 １３１０～１６１０ｎｍ 

光コネクタ数 １ 

同

軸

部 

 

伝送帯域 ７０～７７０ＭＨｚ 

伝送信号 

アナログＴＶ信号，デジタル信号，ＦＭ信

号，ＦＳＫ信号， 

パイロット信号 

最大伝送容量 

 

アナログＴＶ信号：７４ｃｈ 

デジタル信号：９０～７７０ＭＨｚ（アナロ

グＴＶ信号に対し－１０ｄＢ） 

ＦＭ，ＦＳＫ信号：７０～９０ＭＨｚ 

パイロット信号：２波（７３ＭＨｚ，４５

１．２５ＭＨｚ） 

標準出力レベル ９４ｄＢμＶ 

インピーダンス ７５Ω 

ＲＦコネクタ Ｆ型（オス） 

ＲＦコネクタ数 １ 
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機

能 

パイロット表示機能付電源スイッチ機能、ＲＦ出力レベル調整機能、スロープ

調整機能、ＲＦ出力テスト端子機能、光入力テスト端子機能、運用モード選択

スイッチ機能、切替トリガー選択スイッチ機能、ＲＦ出力終端機能、ＲＦ出力

状態表示機能、光入力，ＲＦ運用状態表示機能、ＲＦ出力，ＲＦ運用状態表示

機能、ユニットアラーム機能、通信状態表示機能、ユニットＩＤ自動認識機

能、リセット機能、冗長機能の各機能を有すること 

単

体

性

能 

出力レベル 
９４ｄＢμＶ（規定光入力，光変調度３．

５％時） 

ＲＦ出力レベル安定度 ±１ｄＢ以内（０～＋４０℃，＋２０℃に対し） 

出力リターンロス １４ｄＢ以上 

ＲＦ出力テスト 

端子レベル 

本器の出力端子レベルに対して－２０±１ｄ

Ｂ以内 

ＲＦ出力ＯＮ／ＯＦＦ 
７０～５５０ＭＨｚ：６５ｄＢ以上 

５５０～７７０ＭＨｚ：６０ｄＢ以上 

光入力アラーム 

しきい値（初期値） 

過大アラーム：＋４．５ｄＢｍ以上 

過小アラーム：－７ｄＢｍ以下 

（ヒステリシス：０．５～１．５ｄＢ以内） 

ＲＦ出力アラーム 

しきい値（初期値） 

過大アラーム：１００ｄＢμＶ（４５１．２

５ＭＨｚ） 

過小アラーム：８８ｄＢμＶ（４５１．２５

ＭＨｚ） 

（ヒステリシス：１．５～２．５ｄＢ） 

アラームしきい値偏差 ±１．５ｄＢ以内 

電源動作範囲 
ＤＣ＋５Ｖ：＋４．５～＋６．０Ｖ 

ＤＣ＋１２Ｖ：＋１１．５～＋１３Ｖ 

動作電流 
ＤＣ＋５Ｖ：６００ｍＡ以下 

ＤＣ＋１２Ｖ：４００ｍＡ以下 

ユニットアラーム 

接点負荷最大電流 

ＤＣ＋１２Ｖ，２００ｍＡ以下（抵抗負荷） 

 

対

向

性

能 

伝送帯域内 

周波数特性 

±１ｄＢ以内 

Ｃ／Ｎ 

光入力レベル－４ｄＢｍ時：４７ｄＢ以上 

光入力レベル－２ｄＢｍ時：５０ｄＢ以上ブロードキャス

ト伝送時 

ＣＳＯ －６０ｄＢ以下 

ＣＴＢ －６５ｄＢ以下 

 

１３. 下り光受信器（型式 FJOPTSD-R77RSA相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は，高密度実装サブラックに搭載可能な光受信機ユニットであること。 

2）下り光信号最大ＴＶ信号７４ＣＨ，デジタル２２０ＭＨｚを電気信号に変換

し出力が可能であること。 

3）ＲＦ出力をＯＮ／ＯＦＦする切替スイッチが内蔵されており，隣接実装され

た本器２台が光サブラックのバックボードを介して互いの運用状態を確認し
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て切替えが可能であること。 

4）光入力レベル又はＲＦ出力レベル（パイロット信号４５１．２５ＭＨｚ）の

低下検出による切替の選択が可能であること。 

5）監視ユニットの併用により遠隔監視が可能であること。 

6）テレビ北信ケーブルビジョン信号用として使用すること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

光

入

力 

光変調方式 直接輝度変調 

受光素子 ＰＩＮ－ＰＤ 

最大光入力レベル ＋５ｄＢｍ 

標準光入力レベル －４～＋２ｄＢｍ 

標準光変調度 ３．５％／ｃｈ 

光ファイバ １．３１μｍシングルモードファイバ 

光入力コネクタ ＳＣ－ＡＰＣ型（斜めＰＣ研磨） 

光波長 １３１０～１６１０ｎｍ 

光コネクタ数 １ 

同

軸

部 

 

伝送帯域 ７０～７７０ＭＨｚ 

伝送信号 

アナログＴＶ信号，デジタル信号，ＦＭ信

号，ＦＳＫ信号， 

パイロット信号 

最大伝送容量 

 

アナログＴＶ信号：７４ｃｈ 

デジタル信号：９０～７７０ＭＨｚ（アナロ

グＴＶ信号に対し－１０ｄＢ） 

ＦＭ，ＦＳＫ信号：７０～９０ＭＨｚ 

パイロット信号：２波（７３ＭＨｚ，４５

１．２５ＭＨｚ） 

標準出力レベル ９４ｄＢμＶ 

インピーダンス ７５Ω 

ＲＦコネクタ Ｆ型（オス） 

ＲＦコネクタ数 １ 

機

能 

パイロット表示機能付電源スイッチ、ＲＦ出力レベル調整機能、スロープ調整

機能、ＲＦ出力テスト端子機能、光入力テスト端子機能、運用モード選択スイ

ッチ機能、切替トリガー選択スイッチ機能、ＲＦ出力終端機能、ＲＦ出力状態

表示機能、光入力，ＲＦ運用状態表示機能、ＲＦ出力，ＲＦ運用状態表示機

能、ユニットアラーム機能、通信状態表示機能、ユニットＩＤ自動認識機能、

リセット機能、冗長機能の各機能を有すること 

単

体

性

能 

出力レベル 
９４ｄＢμＶ（規定光入力，光変調度３．

５％時） 

ＲＦ出力レベル安定度 
±１ｄＢ以内（０～＋４０℃，＋２０℃に対

し） 

出力リターンロス １４ｄＢ以上 
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ＲＦ出力テスト 

端子レベル 

本器の出力端子レベルに対して－２０±１ｄ

Ｂ以内 

ＲＦ出力ＯＮ／ＯＦＦ 
７０～５５０ＭＨｚ：６５ｄＢ以上 

５５０～７７０ＭＨｚ：６０ｄＢ以上 

光入力アラーム 

しきい値（初期値） 

過大アラーム：＋４．５ｄＢｍ以上 

過小アラーム：－７ｄＢｍ以下 

（ヒステリシス：０．５～１．５ｄＢ以内） 

ＲＦ出力アラーム 

しきい値（初期値） 

過大アラーム：１００ｄＢμＶ（４５１．２

５ＭＨｚ） 

過小アラーム：８８ｄＢμＶ（４５１．２５

ＭＨｚ） 

（ヒステリシス：１．５～２．５ｄＢ） 

アラームしきい値偏差 ±１．５ｄＢ以内 

電源動作範囲 
ＤＣ＋５Ｖ：＋４．５～＋６．０Ｖ 

ＤＣ＋１２Ｖ：＋１１．５～＋１３Ｖ 

動作電流 
ＤＣ＋５Ｖ：６００ｍＡ以下 

ＤＣ＋１２Ｖ：４００ｍＡ以下 

ユニットアラーム 

接点負荷最大電流 

ＤＣ＋１２Ｖ，２００ｍＡ以下（抵抗負荷） 

 

対

向

性

能 

伝送帯域内 

周波数特性 

±１ｄＢ以内 

Ｃ／Ｎ 

光入力レベル－４ｄＢｍ時：４７ｄＢ以上 

光入力レベル－２ｄＢｍ時：５０ｄＢ以上ブロードキャス

ト伝送時 

ＣＳＯ －６０ｄＢ以下 

ＣＴＢ －６５ｄＢ以下 

 

１４. １Ｕ高密度実装サブラック（型式 FJOPTSD-SR-1JE相当） 

（１）機能概要 

1）１Ｕ形状のサブラックであること。 

2）伝送ユニット２台と監視ユニット１台を同時に本器へ実装が可能であること。 

3）１Ｕ高密度実装サブラックに専用の電源ユニットを２台実装することにより，

冗長運転が可能であること。 

4）１Ｕ高密度実装サブラックに専用の監視ユニットを１台実装することにより，

監視・制御が可能であること。 

5）各ユニットを挿抜が可能であること。 

6）サブラック後面のＲＦ接栓はジョイント構造になっており，Ｆ型接栓だけで

なくＢＮＣ型接栓にも対応可能であること。 

7）電源ユニットに備えつけられたＡＣケーブルダクトを使用することにより，

電源ユニット前面接続のＡＣケーブルをサブラック後面に引き出すことが可

能であること。 

8）電源ユニットのアラームをサブラックに実装された監視ユニットへ出力する
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ことが可能であること。 

9）サブラック実装機器の各ユニットの状態監視が可能であること。 

10）監視システムへＰＩＮＧ監視等のＳＮＭＰトラップが使用可能であること。 

（２）機器仕様：１Ｕ高密度実装サブラック本体（型式 FJOPTSD-SR-1JE） 

項目 仕様・性能 

環

境

条

件 

性能保証温度 ０～＋４０℃ 

動作保証温度 －１０～＋５０℃ 

使用 連続 

構

造 

構造 

・ラックマウントタイプ：ＥＩＡ／１Ｕ，ＪＩ

Ｓ／１Ｈ兼用 

・サブラック後面ファン：２個 

・各ユニット挿抜 

材質 ・サブラック部：ステンレス鋼 

前面パネル色 標準色：マンセル２．５Ｙ７．２／０．４相当 

実装可能 

ユニット 

電源ユニット 

監視ユニット 

伝送ユニット 

最大ユニット 

実装数 

電源ユニット２ 

監視ユニット１ 

伝送ユニット２ 

伝送ユニット 

ＲＦ入出力端子数 

伝送ユニット１台に対して最大２（ジョイント

構造） 

冷却方式 
強制空冷（ファン交換可能） 

外形寸法 
４８０．０（Ｗ）×４３．７（Ｈ）×３３０．

０（Ｄ）㎜（突起部は除く） 

質量 ４．０ｋｇ以下 

機

能 
アラーム 

電源ユニット，伝送ユニット，ファンから出力

されるアラーム信号を監視ユニットへ出力でき

る 

フ

ァ

ン 

電源電圧 ＤＣ＋１２Ｖ：＋１１．７～１２．９Ｖ 

動作電流 
ＤＣ＋１２Ｖ：０．１９５Ａ：１台（０．３９

Ａ：２台） 

実装数 
２（サブラック後面に実装） 

（３）機器仕様：１Ｕ高密度実装サブラック用電源ユニット（型式 FJOPTSD-PU512-

E021） 

項目 仕様・性能 

環

境

条

件 

性能保証温度 ０～＋４０℃ 

動作保証温度 －１０～＋５０℃ 

使用 連続 

構 構造 １Ｕ高密度実装サブラックに実装可能なユニッ
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造 ト構造 

材質 前面パネル：ステンレス鋼 

外形寸法 
７１．６（Ｗ）×４０．４（Ｈ）×３１７．１

（Ｄ）ｍｍ（突起部は除く） 

質量 ０．３ｋｇ以下 

定

格 

電源電圧 
ＡＣ１００Ｖ：ＡＣ９０～１１０Ｖ（５０／６

０Ｈｚ） 

出力電圧 
ＤＣ＋５Ｖ 

ＤＣ＋１２Ｖ 

出力電流容量 
ＤＣ＋５Ｖ：３Ａ以下 

ＤＣ＋１２Ｖ：１．６Ａ以下 

機

能 

オペレート表示 

電源状態を緑色ＬＥＤにて表示できること 

・正常動作時：点灯 

・異常及び非動作時：消灯 

冗長運転 

１Ｕ高密度実装サブラックへ，電源ユニットを

２台実装することにより，電源の冗長運転がで

きること 

アラーム 
出力電圧異常又は非動作時，監視ユニットへア

ラーム出力ができること 

カードプレゼンス 
電源ユニット有無状態を監視ユニットへ出力で

きること 

性

能 

出力電圧偏差 
ＤＣ＋５Ｖ：＋４．７５～５．２５Ｖ 

ＤＣ＋１２Ｖ：＋１１．７～１２．９Ｖ 

絶縁耐圧 ＡＣ１ＫＶ，１分間 

絶縁抵抗 ５ＭΩ以上 

消費電力 ８５ＶＡ以下（ＡＣ１００Ｖ，全負荷） 

（４）機器仕様：１Ｕ高密度実装サブラック用監視ユニット（形式 FJOPTSD-SV-3） 

項目 仕様・性能 

外
部
接
続
端
子 

保守用シリアルポート 
Ｄサブ（９ｐｉｎ）コネクタ

（オス） 
ユニット前面 

ＬＡＮポート ＲＪ－４５コネクタ ユニット前面 

保
守
用
シ

リ
ア
ル
ポ

ー
ト 

インターフェース ＲＳ－２３２Ｃ 

コネクタ Ｄサブ（９ｐｉｎ）オス，インチねじ 

Ｌ
Ａ
Ｎ
ポ
ー

ト 

インターフェース １０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ 

通信方式 ＴＣＰ／ＩＰ 

接続ケーブル 
ＨＵＢ接続時：ストレートケーブル 

ＰＣ接続時：クロスケーブル 

コネクタ モジュラーコネクタ／ＲＪ－４５（８ｐｉｎ） 

機
能 

パイロット表示機能、ＦｌａｓｈＲＯＭアクセス状態表示機能、ＳＶ正常

起動表示機能、電源ユニットアラーム表示機能、ファンアラーム表示機

能、ユニットアラーム表示機能、通信表示機能、イーサネット通信機能、

シリアル通信機能、リセット機能、遠隔監視・制御機能、ユニット監視・

制御機能、監視設定機能、アップデート機能、監視設定保存／更新機能の

各機能を有すること 
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１５. １ＧＨｚ下り増幅ユニット（型式 FJOPTSD-PA1000RS-29相当） 

（１）機能概要 

1）本器は，１Ｕ、３Ｕ高密度実装サブラックに実装できる冗長対応型の１０３

０ＭＨｚＲＦ増幅器ユニットであること。 

2）出力ＯＮ／ＯＦＦスイッチを内蔵し，本スイッチを本器異常状態と隣接機器

間通信の結果で制御が可能であること。 

3）「パイロット信号」又は「全信号（全信号一括検波）」いずれかにて，「出

力レベル」異常及び「利得」異常を検出することが可能であること。 

機器冗長時において，「出力レベル」異常検出をＯＦＦし「利得」のみの異

常検出とするにより，伝送信号に信号休止などのレベル変動があった場合で

も，アラームを発出することなく運用し続けることが可能であること。 

4）監視ユニットを用いてＲＦレベルの監視が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

対応システム 冗長システム（機器冗長，系統切替） 

伝送帯域 

・７０～１０３０ＭＨｚ 

※伝送帯域選択機能にて，上限周波数を７１０Ｍ

Ｈｚに切替可能 

最大伝送容量 

・アナログＴＶ信号：１１波（９０～２２２ＭＨｚ） 

・デジタル信号：９０～７７０ＭＨｚ 

・ＦＭ信号：７６～９０ＭＨｚ 

・ＦＳＫ信号：７０～７６ＭＨｚ 

・パイロット信号：２波（７３，４５１．２５ＭＨｚ） 

入力端子 

標準入力レベル 
・アナログＴＶ信号，パイロット信号：７０ｄＢμＶ 

・デジタル信号，ＦＭ，ＦＳＫ信号：６０ｄＢμＶ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（プラグ） 

コネクタ数 １ 

出力端子 

標準出力レベル 
・アナログＴＶ信号，パイロット信号：９９ｄＢμＶ 

・デジタル信号，ＦＭ，ＦＳＫ信号：８９ｄＢμＶ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（プラグ） 

コネクタ数 １ 

テスト端子（ＴＰ） 

出力信号 入力端子又は出力端子から分岐された信号を出力 

標準出力レベル 入力端子又は出力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（ジャック） 

コネクタ数 １（入出力スイッチ切替） 

監視ユニットとの通信仕様 

通信方式 ＲＳ４８５，半二重 
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機

能 

総合機能 

・パイロット表示機能付電源スイッチ機能、利得調整機能、スロープ調整

機能、テスト端子機能、伝送帯域選択機能、リセット機能、通信状態表

示、実装位置自動認識を有すること 

異常検出機能 

・出力／利得異常検出機能、出力異常検出ＯＮ／ＯＦＦ機能、出力／利得

異常検出信号選択機能、出力／利得記憶機能、出力異常検出レベル設定

機能、電流異常検出機能、状態表示接点アラーム出力機能、切り戻しＯ

Ｎ／ＯＦＦ機能を有すること 

出力切替機能 

・出力切替動作選択機能、出力切替動作選択状態表示機能、出力ＯＮ／

ＯＦＦ固定機能、出力状態表示機能を有すること。 

冗長システム（出力切替動作選択状態「ＡＵＴＯ」時） 

・対応サブラック、実装スロット番号、隣接機器間通信機能、出力自動

切替機能、運用系機器手動ＯＦＦ切替機能、非運用系機器手動ＯＮ切

替機能を有すること。 

ＷＥＢ監視機能 

・機種名、型名、ファームウェア、バージョン、機種コード、ユニット

製造番号、伝送帯域状態、出力異常検出ＯＮ／ＯＦＦ状態、出力／利

得異常検出信号選択状態、出力異常検出レベル制御状態、出力異常検

出レベル設定値、出力異常検出時間設定切り戻しＯＮ／ＯＦＦ状態、

出力状態、出力切替動作選択状態、出力レベル状態、利得状態、動作

電流状態、隣接機器状態、隣接機器切替動作選択状態、隣接機器切り

戻しＯＮ／ＯＦＦ状態、利得異常検出監視状態、利得異常入力低下

時、無効機能状態、出力レベル、利得、入力レベル、利得異常検出時

間設定値の機能を有すること。 

ＷＥＢ制御機能 

・出力切替制御、出力／利得記憶、出力異常検出レベル設定、出力異常

検出時間設定、利得異常検出時間設定、利得異常検出入力低下時無効

機能設定の機能を有すること。 

性

能 

総合 

最大利得 ２９ｄＢ±１ｄＢ以内 

伝送帯域内周波数 

特性偏差 

・７０～７７０ＭＨｚ：±０．７５ｄＢ以内 

・７７０～１０３０ＭＨｚ：±１ｄＢ以内 

（４５１．２５ＭＨｚのレベルに対して） 

入出力リターンロス １４ｄＢ以上 

テスト端子レベル 
入力レベル又は出力レベルに対して－２０ｄＢ±

１ｄＢ以内 

出力／利得記憶可能 

入力レベル範囲 

・パイロット信号：６０～８６ｄＢμＶ 

・全信号：－４９～－４ｄＢｍ 

出力／利得記憶可能 

出力レベル範囲 

・パイロット信号：８９～１１０ｄＢμＶ 

・全信号：－２０～＋１２ｄＢｍ 

利得監視可能 

入力レベル範囲 

・パイロット信号：５８～８８ｄＢμＶ 

・全信号：－５１～－２ｄＢｍ 

利得監視可能 

出力レベル範囲 

・パイロット信号：７７～１１２ｄＢμＶ 

・全信号：－３２～＋１４ｄＢｍ 

雑音指数 
・７０～７７０ＭＨｚ：１０ｄＢ以下（最大利得時） 

・７７０～１０３０ＭＨｚ：１１ｄＢ以下（最大利得時） 

ＣＳＯ －６９ｄＢ以下 

ＣＴＢ －８６ｄＢ以下 
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出力ＯＮ／ＯＦＦ比 
７０～２２２ＭＨｚ：６５ｄＢ以上 

２２２～１０３０ＭＨｚ：６０ｄＢ以上 

接点アラーム出力 
接点許容電圧：ＤＣ＋１２Ｖ以下（接点入力オープン時） 

接点許容電流：２００ｍＡ以下（接点入力ショート時） 

系統切替時間 
手動切替：０ｍｓ 

自動切替：５０ｍｓ以下 

電源動作範囲 
ＤＣ＋５Ｖ：＋４．５～＋６Ｖ 

ＤＣ＋１２Ｖ：＋１１．５～＋１３Ｖ 

動作電流 
ＤＣ＋５Ｖ：１１００ｍＡ以下 

ＤＣ＋１２Ｖ：５００ｍＡ以下 

監視誤差 

出力レベル ±１ｄＢ以内 

利得 ±１ｄＢ以内 

異常検出レベル ±１ｄＢ（ヒステリシス１ｄＢ） 

 

１６. 光送信機（型式 FJOPTSD-T1000-10D23相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は，高密度実装サブラックに搭載可能な光送信機ユニットであるこ

と。 

2）ブロードキャスト，ナローキャスト光伝送が可能であること。 

3）ＳＢＳ抑圧回路を実装しており，光ファイバ増幅器との接続で高い入射パワ

ーが得られること。 

4）１ＧＨｚまでの信号を伝送でき，帯域拡張のシステムに対応が可能であるこ

と。 

5）光波長は，ＤＷＤＭに対応しており波長多重伝送が可能であること。 

6）監視ユニットの併用により遠隔監視が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

ＤＷＤＭ光伝送システム，ＣＡＴＶ下りデータ信号光伝送システム等 

伝送帯域 ７０～１０３０ＭＨｚ 

最

大

伝

送

容

量 

ブロードキャスト信号

伝送時 

・アナログ信号＋デジタル信号等伝送時 

アナログＴＶ信号：１１波（９０～２２２ＭＨｚ） 

デジタル信号：１３８波（９０～１０３０ＭＨｚ） 

ＦＭ信号：７６～９０ＭＨｚ 

ＦＳＫ信号：７０～７６ＭＨｚ 

パイロット信号：２波（７３，４５１．２５ＭＨｚ） 

・オールデジタル信号等伝送時 

デジタル信号：１４９波（９０～１０３０ＭＨｚ） 

ＦＭ信号：７６～９０ＭＨｚ 

ＦＳＫ信号：７０～７６ＭＨｚ 

パイロット信号：２波（７３，４５１．２５ＭＨｚ） 

ナローキャスト信号伝

送時 
デジタル信号：６０波（７０～１０３０ＭＨｚ） 
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光 

部 

光出力レベル ＋１０ｄＢｍ（１０ｍＷ） 

光変調方式 下りＲＦ信号によりアナログ輝度変調された光信号 

発光素子 Ｃｏｏｌｅｄ型ＤＦＢ－ＬＤ 

光波長 １５５０ｎｍ帯 

適用ファイバ シングルモードファイバ 

光入力コネクタ ＳＣ－ＡＰＣ型（斜めＰＣ研磨） 

光コネクタ数 １ 

Ｒ

Ｆ

入

力

部 

入力信号 

ブロード 

キャスト 

信号伝送時 

ＣＡＴＶ下り信号（アナログＴＶ信

号，デジタル信号，ＦＭ信号，パイロ

ット信号） 

ナローキャ

スト信号伝

送時 
ケーブルモデム等のデジタル信号 

標準入力レベル 

（標準光変調度） 

ブロード 

キャスト 

信号伝送

時 

・アナログ信号＋デジタル信号等伝送時 

アナログＴＶ信号：７５ｄＢμＶ 

（４％） 

デジタル信号：６５ｄＢμＶ 

（１．３％） 

ＦＭ信号：６５ｄＢμＶ（１．３％） 

ＦＳＫ信号：６５ｄＢμＶ又は７５ 

ｄＢμＶ 

パイロット信号：７５ｄＢμＶ 

（４％） 

・オールデジタル信号等伝送時 

デジタル信号：６５ｄＢμＶ 

（１．３％） 

ＦＭ信号：６５ｄＢμＶ（１．３％） 

ＦＳＫ信号：６５ｄＢμＶ又は７５ 

ｄＢμＶ 

パイロット信号：７５ｄＢμＶ 

（４％） 

ナロー 

キャスト 

信号伝送

時 

・デジタル信号１６波時：８０ｄＢμＶ

（７％） 

・デジタル信号６０波時：７５ｄＢμＶ

（４％） 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（プラグ） 

コネクタ数 １ 

Ａ

Ｕ

Ｘ

入

力

部 

入力信号 

ブロード 

キャスト 

信号伝送時 

ケーブルモデム等のデジタル信号 

 

ナロー 

キャスト 

信号伝送時 

ケーブルモデム等のデジタル信号 

 

標準入力レベル 
ブロード 

キャスト 

信号伝送時 

・アナログ信号＋デジタル信号等伝送時 

デジタル信号：８５ｄＢμＶ 

（アナログＴＶ信号に対して－10ｄＢ時） 

・オールデジタル信号等伝送時 
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デジタル信号：８５ｄＢμＶ 

（デジタル信号と同一レベル時） 

ナロー 

キャスト 

信号伝送時 

・デジタル信号１６波時：１００ｄＢμＶ 

（デジタル信号と同一レベル時） 

・デジタル信号６０波時：９５ｄＢμＶ 

（デジタル信号と同一レベル時） 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（プラグ） 

コネクタ数 １ 

機

能 

パイロット表示機能付電源スイッチ、光変調度調整機能、スロープ調整機能、 

光変調度テスト端子、光出力状態表示、ＬＤＴＰ端子、接点アラーム出力、通信

状態表示、実装位置自動認識、ＡＰＣ機能、ＡＴＣ機能、リセット機能、運転状

態表示の機能を有すること。 

単

体

性

能 

光出力レベル ＋１０ｄＢｍ±１ｄＢ以内 

光出力レベル安定度 
＋２０℃のレベルに対して±０．５ｄＢ以内 

（０～＋４０℃） 

光波長安定度 
指定波長に対して±０．０５ｎｍ以内 

（０～＋４０℃） 

光変調度安定度 

＋２０℃のレベルに対して±１．０ｄＢ以内 

（０～＋４０℃，当社標準光受信器でのＲＦ変

動） 

光変調度テスト 

端子レベル 

・７０～７７０ＭＨｚ 

ＲＦＩＮ：規定レベルに対して±１ｄＢ以内

（７％） 

ＡＵＸＩＮ：規定レベルに対して±１．２５ｄ

Ｂ以内（２．２％） 

・７７０～１０３０ＭＨｚ 

ＲＦＩＮ：規定レベルに対して±１．２５ｄＢ

以内（７％） 

ＡＵＸＩＮ：規定レベルに対して±１．５ｄＢ

以内（２．２％） 

入力リターンロス １４ｄＢ以上 

電源動作範囲 
・ＤＣ＋５Ｖ：＋４．５～＋６Ｖ 

・ＤＣ＋１２Ｖ：＋１１．５～＋１３Ｖ 

動作電流 
・ＤＣ＋５Ｖ：１．０Ａ以下 

・ＤＣ＋１２Ｖ：３５０ｍＡ以下 

接点アラーム出力 
・開放電圧：ＤＣ＋１２Ｖ以下 

・短絡電流：２００ｍＡ以下 

光反射減衰量 ４０ｄＢ以上 

ハム変調 －７０ｄＢ以下 

対

向

性

能 

伝送帯域内 

周波数特性 

・ＲＦＩＮ 

７０～７７０ＭＨｚ：±２ｄＢ以内 

７７０～１０３０ＭＨｚ：±３ｄＢ以内 

・ＡＵＸＩＮ 

７０～７７０ＭＨｚ：±２．２５ｄＢ以内 

７７０～１０３０ＭＨｚ：±３．２５ｄＢ以内 

Ｃ／Ｎ 
ブロードキャスト伝送時 ナローキャスト伝送時 

５０ｄＢ以上：アナログ 
５３ｄＢ以上：デジタル１６波伝送時 

４９ｄＢ以上：デジタル６０波伝送時 
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ＣＳＯ －５８ｄＢ以下：アナログ － 

ＣＴＢ －６０ｄＢ以下：アナログ － 

 

１７. １Ｕ混合分配サブラック（型式 MHSR-SR-1A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用する混合分配ユニットを実装する１Ｕサ

ブラックであること。 

2）ラックマウント取り付けとなっており，ＪＩＳ－１ＨとＥＩＡ－１Ｕ共用型

であること。 

3）混合ユニット又は分配ユニットを実装可能なスロットに任意に取り付けが可

能であること。 

4）前面開閉パネルを開ける事で，前面側からレベル等のモニタが可能であるこ

と。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

構

造 

構造 

・１９インチラックマウント取り付け構造 

・ＪＩＳ－１Ｈ，ＥＩＡ－１Ｕ共用型 

・各ユニットは後面側より差し込み式 

材質 ステンレス鋼 

外形寸法 
４８２．６（Ｗ）×４４．０（Ｈ）×３５７．５（Ｄ）ｍｍ 

（突起部は除く） 

梱包寸法 ５６０×４４５×１３０ｍｍ 

質量 ５．０ｋｇ以下 

環

境 

動作環境 屋内 

性能保証温度 ０～＋４０℃（サブラックフル実装時のサブラック周囲温度） 

冷却方法 自然空冷 

定

格 

実装可能 

ユニット 

・２分配ユニット，４分配ユニット，８分配ユニット，１２分配ユニット 

・２混合ユニット，４混合ユニット，８混合ユニット，１２混合ユニット 

・１分岐ユニット 

最大実装数 

本器１台で，下記のユニット数まで実装できます。 

・２分配ユニット又は，２混合ユニットを実装：最大１２ユニット 

・４分配ユニット又は，４混合ユニットを実装：最大６ユニット 

・８分配ユニット又は，８混合ユニットを実装：最大４ユニット 

・１２分配ユニット又は，１２混合ユニットを実装：最大２ユニット 

・１分岐ユニットを実装：最大１２ユニット 

 

１８. １分岐ユニット（型式 MHSR-1BRFM-A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用するハーフピッチサブラックシリーズ上

り／下り専用（１０～１００２ＭＨｚ帯域）出力モニタ付１分岐ユニットで

あること。 

2）ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサブラックに実装が可能であること。 

3）スロットタイプを採用することで，ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサ
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ブラックのスロットに各種ユニットを任意に実装が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

伝送帯域 １０～１００２ＭＨｚ 

入力端子（ＩＮ） 

入力信号 
１０～１００２ＭＨｚ帯域内で伝送されるアナログ信号

とデジタル信号 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット後面） 

分岐端子（ＢＲ） 

出力信号 入力信号と同一 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット後面） 

入力モニタ端子（ＯＵＴＰＵＴＭＯＮ（－２０ｄＢ）） 

出力信号 入力に実装された分岐からの信号を出力 

標準出力レベル 入力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット前面） 

機

能 

モニタ端子機能 

 

入力に実装された分岐からの信号をユニット前面に実装

された端子にて確認できる。 
・入力モニタ端子レベル：入力レベルに対して－２０ｄＢ 

・測定時以外は，付属の７５Ωダミー抵抗で終端 

性

能 

挿入損失 

（ＩＮ－ＯＵＴ） 

２．０ｄＢ以下（１０～７０ＭＨｚ） 

３．０ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚ） 

３．５ｄＢ以下（７７０～１００２ＭＨｚ） 

結合量 

（ＩＮ－ＢＲ） 

１１．０ｄＢ以下（１０～７０ＭＨｚ） 

１１．５ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚ） 

１２．５ｄＢ以下（７７０～１００２ＭＨｚ） 

入出力定在波比 

１．８以下（１０～７０ＭＨｚ）（リターンロス１０．

９ｄＢ以上） 

１．８以下（７０～７７０ＭＨｚ）（リターンロス１

０．９ｄＢ以上） 

１．８以下（７７０～１００２ＭＨｚ）（リターンロス

１０．９ｄＢ以上） 

入力モニタ偏差 

－２０±１．５ｄＢ以内（１０～７０ＭＨｚ） 

－２０±１．５ｄＢ以内（７０～７７０ＭＨｚ） 

－２０±１．５ｄＢ以内（７７０～１００２ＭＨｚ） 

端子間結合損失 

３０．０ｄＢ以上（１０～７０ＭＨｚ） 

３０．０ｄＢ以上（７０～７７０ＭＨｚ） 

２５．０ｄＢ以上（７７０～１００２ＭＨｚ） 
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１９. 4混合ユニット（型式 MHSR-4CRFM-A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用するハーフピッチサブラックシリーズ上

り／下り専用（１０～１００２ＭＨｚ帯域）出力モニタ付４混合ユニットで

あること。 

2）ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサブラックに実装が可能であること。 

3）スロットタイプを採用することで，ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサ

ブラックのスロットに各種ユニットを任意に実装が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

伝送帯域 １０～１００２ＭＨｚ 

入力端子（１，２，３，４） 

入力信号 
１０～１００２ＭＨｚ帯域内で伝送されるアナログ信号

とデジタル信号 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 ４（ユニット後面） 

出力端子（Ｃ） 

出力信号 入力信号と同一 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット後面） 

出力モニタ端子（ＯＵＴＰＵＴＭＯＮ（－２０ｄＢ）） 

出力信号 出力に実装された分岐からの信号を出力 

標準出力レベル 出力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット前面） 

機

能 

モニタ端子機能 

 

出力に実装された分岐からの信号をユニット前面に実装された端子

にて確認できる。 

・出力モニタ端子レベル：出力レベルに対して－２０ｄＢ 

・測定時以外は，付属の７５Ωダミー抵抗で終端 

性

能 

挿入損失 

７．０ｄＢ以下（１０～７０ＭＨｚ） 

８．５ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚ） 

１０．０ｄＢ以下（７７０～１００２ＭＨｚ） 

入出力定在波比 

１．５以下（１０～７０ＭＨｚ）（リターンロス１４．

０ｄＢ以上） 

１．５以下（７０～７７０ＭＨｚ）（リターンロス１

４．０ｄＢ以上） 

１．７８以下（７７０～１００２ＭＨｚ）（リターンロ

ス１１．０ｄＢ以上） 

入力モニタ偏差 
－２０±１．５ｄＢ以内（１０～７０ＭＨｚ） 

－２０±１．５ｄＢ以内（７０～７７０ＭＨｚ） 
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－２０±１．５ｄＢ以内（７７０～１００２ＭＨｚ） 

端子間結合損失 

３０．０ｄＢ以上（１０～７０ＭＨｚ） 

３０．０ｄＢ以上（７０～７７０ＭＨｚ） 

２５．０ｄＢ以上（７７０～１００２ＭＨｚ） 

 

２０. 光分岐ユニット（型式 FJOPTSD-OC2相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用する高密度実装用光サブラックに実装す

る分岐ユニットであること。 

2）既存の中野市役所防災無線室のＦＭ告知放送架内にある、既設１Ｕ高密度実

装サブラックのスロット２に実装すること。 

3）ＦＭ告知放送信号を送出した光信号を分配すること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

光入力ポート数 １入力 

光出力端子数 ２端子 

分岐比 １：１ 

使用波長 １３１０±３０ｎｍ／１５５０±３０ｎｍ 

使用光ファイバ シングルモードファイバ 

光入出力コネクタ ＳＣ－ＡＰＣ型（斜めＰＣ研磨） 

許容光入力 ３００ｍＷ 

性

能 

挿入損失 
ＯＵＴ１：４．５ｄＢ以下 

ＯＵＴ２：４．５ｄＢ以下 

ダイレクテビティ

ー 
５０ｄＢ以上 

反射減衰量 ４０ｄＢ以上 

温度依存性 ±０．５ｄＢ以内 

 

２１. １Ｕ混合分配サブラック（型式 MHSR-SR-1A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用する混合分配ユニットを実装する１Ｕサ

ブラックであること。 

2）ラックマウント取り付けとなっており，ＪＩＳ－１ＨとＥＩＡ－１Ｕ共用型

であること。 

3）混合ユニット又は分配ユニットを実装可能なスロットに任意に取り付けが可

能であること。 

4）前面開閉パネルを開ける事で，前面側からレベル等のモニタが可能であるこ

と。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

構

造 
構造 

・１９インチラックマウント取り付け構造 

・ＪＩＳ－１Ｈ，ＥＩＡ－１Ｕ共用型 
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・各ユニットは後面側より差し込み式 

材質 ステンレス鋼 

外形寸法 
４８２．６（Ｗ）×４４．０（Ｈ）×３５７．５（Ｄ）

ｍｍ（突起部は除く） 

梱包寸法 ５６０×４４５×１３０ｍｍ 

質量 ５．０ｋｇ以下 

環

境 

動作環境 屋内 

性能保証温度 
０～＋４０℃（サブラックフル実装時のサブラック周囲

温度） 

冷却方法 自然空冷 

定

格 

実装可能ユニット 

・２分配ユニット，４分配ユニット，８分配ユニット，

１２分配ユニット 

・２混合ユニット，４混合ユニット，８混合ユニット，

１２混合ユニット 

・１分岐ユニット 

最大実装数 

本器１台で，下記のユニット数まで実装できます。 

・２分配ユニット又は，２混合ユニットを実装：最大１

２ユニット 

・４分配ユニット又は，４混合ユニットを実装：最大６

ユニット 

・８分配ユニット又は，８混合ユニットを実装：最大４

ユニット 

・１２分配ユニット又は，１２混合ユニットを実装：最

大２ユニット 

・１分岐ユニットを実装：最大１２ユニット 

 

２２. ２分配ユニット（型式 MHSR-2DRFM-A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用するハーフピッチサブラックシリーズ上

り／下り専用（１０～１００２ＭＨｚ帯域）入力モニタ付２分配ユニットであ

ること。 

2）ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサブラックに実装が可能であること。 

3）スロットタイプを採用することで，ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサ

ブラックのスロットに各種ユニットを任意に実装が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

伝送帯域 １０～１００２ＭＨｚ 

入力端子（Ｃ） 

入力信号 
１０～１００２ＭＨｚ帯域内で伝送されるアナログ信号

とデジタル信号 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット後面） 

出力端子（１，２） 
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出力信号 入力信号と同一 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 ２（ユニット後面） 

入力モニタ端子（ＩＮＰＵＴＭＯＮ（－２０ｄＢ）） 

出力信号 入力に実装された分岐からの信号を出力 

標準出力レベル 入力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット前面） 

機

能 

モニタ端子機能 

 

入力に実装された分岐からの信号をユニット前面に実装され

た端子にて確認できる。 

・入力モニタ端子レベル：入力レベルに対して－２０ｄＢ 

・測定時以外は，付属の７５Ωダミー抵抗で終端 

性

能 

挿入損失 

４．０ｄＢ以下（１０～７０ＭＨｚ） 

５．０ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚ） 

５．５ｄＢ以下（７７０～１００２ＭＨｚ） 

入出力定在波比 

１．５以下（１０～７０ＭＨｚ）（リターンロス１４．

０ｄＢ以上） 

１．５以下（７０～７７０ＭＨｚ）（リターンロス１

４．０ｄＢ以上） 

１．７８以下（７７０～１００２ＭＨｚ）（リターンロ

ス１１．０ｄＢ以上） 

入力モニタ偏差 

－２０±１．５ｄＢ以内（１０～７０ＭＨｚ） 

－２０±１．５ｄＢ以内（７０～７７０ＭＨｚ） 

－２０±１．５ｄＢ以内（７７０～１００２ＭＨｚ） 

端子間結合損失 

－２０±１．５ｄＢ以内（１０～７０ＭＨｚ） 

－２０±１．５ｄＢ以内（７０～７７０ＭＨｚ） 

－２０±１．５ｄＢ以内（７７０～１００２ＭＨｚ） 

 

２３. ４分配ユニット（型式 MHSR-4DRFM-A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用するハーフピッチサブラックシリーズ上

り／下り専用（１０～１００２ＭＨｚ帯域）入力モニタ付４分配ユニットで

あること。 

2）ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサブラックに実装が可能であること。 

3）スロットタイプを採用することで，ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサ

ブラックのスロットに各種ユニットを任意に実装が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

伝送帯域 １０～１００２ＭＨｚ 

入力端子（Ｃ） 

入力信号 １０～１００２ＭＨｚ帯域内で伝送されるアナログ信号
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とデジタル信号 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット後面） 

出力端子（１，２，３，４） 

出力信号 入力信号と同一 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 ４（ユニット後面） 

入力モニタ端子（ＩＮＰＵＴＭＯＮ（－２０ｄＢ）） 

出力信号 入力に実装された分岐からの信号を出力 

標準出力レベル 入力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット前面） 

機

能 

モニタ端子機能 

 

入力に実装された分岐からの信号をユニット前面に実装

された端子にて確認できる。 

・入力モニタ端子レベル：入力レベルに対して－２０ｄ

Ｂ 

・測定時以外は，付属の７５Ωダミー抵抗で終端 

性

能 

挿入損失 

７．０ｄＢ以下（１０～７０ＭＨｚ） 

８．５ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚ） 

１０．０ｄＢ以下（７７０～１００２ＭＨｚ） 

入出力定在波比 

１．５以下（１０～７０ＭＨｚ）（リターンロス１４．

０ｄＢ以上） 

１．５以下（７０～７７０ＭＨｚ）（リターンロス１

４．０ｄＢ以上） 

１．７８以下（７７０～１００２ＭＨｚ）（リターンロ

ス１１．０ｄＢ以上） 

入力モニタ偏差 

－２０±１．５ｄＢ以内（１０～７０ＭＨｚ） 

－２０±１．５ｄＢ以内（７０～７７０ＭＨｚ） 

－２０±１．５ｄＢ以内（７７０～１００２ＭＨｚ） 

端子間結合損失 

－３０±１．５ｄＢ以内（１０～７０ＭＨｚ） 

－３０±１．５ｄＢ以内（７０～７７０ＭＨｚ） 

－２５±１．５ｄＢ以内（７７０～１００２ＭＨｚ） 

 

２４. ８分配ユニット（型式 MHSR-8DRFM-A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用するハーフピッチサブラックシリーズ上

り／下り専用（１０～１００２ＭＨｚ帯域）入力モニタ付８分配ユニットで

あること。 

2）ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサブラックに実装が可能であること。 

3）スロットタイプを採用することで，ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサ
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ブラックのスロットに各種ユニットを任意に実装が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

伝送帯域 １０～１００２ＭＨｚ 

入力端子（Ｃ） 

入力信号 
１０～１００２ＭＨｚ帯域内で伝送されるアナログ信号

とデジタル信号 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット後面） 

出力端子（１，２，３，４，５，６，７，８） 

出力信号 入力信号と同一 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 ８（ユニット後面） 

入力モニタ端子（ＩＮＰＵＴＭＯＮ（－２０ｄＢ）） 

出力信号 入力に実装された分岐からの信号を出力 

標準出力レベル 入力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット前面） 

機

能 
モニタ端子機能 

入力に実装された分岐からの信号をユニット前面に実装され

た端子にて確認できる。 

・入力モニタ端子レベル：入力レベルに対して－２０ｄＢ 

・測定時以外は，付属の７５Ωダミー抵抗で終端 

性

能 

挿入損失 

１０．５ｄＢ以下（１０～７０ＭＨｚ） 

１２．０ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚ） 

１４．５ｄＢ以下（７７０～１００２ＭＨｚ） 

入出力定在波比 

１．５以下（１０～７０ＭＨｚ）（リターンロス１４．

０ｄＢ以上） 

１．５以下（７０～７７０ＭＨｚ）（リターンロス１

４．０ｄＢ以上） 

１．７８以下（７７０～１００２ＭＨｚ）（リターンロ

ス１１．０ｄＢ以上） 

入力モニタ偏差 

－２０±１．５ｄＢ以内（１０～７０ＭＨｚ） 

－２０±１．５ｄＢ以内（７０～７７０ＭＨｚ） 

－２０±１．５ｄＢ以内（７７０～１００２ＭＨｚ） 

端子間結合損失 

－３０±１．５ｄＢ以内（１０～７０ＭＨｚ） 

－３０±１．５ｄＢ以内（７０～７７０ＭＨｚ） 

－２５±１．５ｄＢ以内（７７０～１００２ＭＨｚ） 
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２５. ４混合ユニット（型式 MHSR-4CRFM-A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用するハーフピッチサブラックシリーズ上

り／下り専用（１０～１００２ＭＨｚ帯域）出力モニタ付４混合ユニットで

あること。 

2）ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサブラックに実装が可能であること。 

3）スロットタイプを採用することで，ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサ

ブラックのスロットに各種ユニットを任意に実装が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

伝送帯域 １０～１００２ＭＨｚ 

入力端子（１，２，３，４） 

入力信号 
１０～１００２ＭＨｚ帯域内で伝送されるアナログ信号

とデジタル信号 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 ４（ユニット後面） 

出力端子（Ｃ） 

出力信号 入力信号と同一 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット後面） 

出力モニタ端子（ＯＵＴＰＵＴＭＯＮ（－２０ｄＢ）） 

出力信号 出力に実装された分岐からの信号を出力 

標準出力レベル 出力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット前面） 

機

能 
モニタ端子機能 

出力に実装された分岐からの信号をユニット前面に実装され

た端子にて確認できる。 

・出力モニタ端子レベル：入力レベルに対して－２０ｄＢ 

・測定時以外は，付属の７５Ωダミー抵抗で終端 

性

能 

挿入損失 

７．０ｄＢ以下（１０～７０ＭＨｚ） 

８．５ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚ） 

１０．０ｄＢ以下（７７０～１００２ＭＨｚ） 

入出力定在波比 

１．５以下（１０～７０ＭＨｚ）（リターンロス１４．

０ｄＢ以上） 

１．５以下（７０～７７０ＭＨｚ）（リターンロス１

４．０ｄＢ以上） 

１．７８以下（７７０～１００２ＭＨｚ）（リターンロ

ス１１．０ｄＢ以上） 

入力モニタ偏差 －２０±１．５ｄＢ以内（１０～７０ＭＨｚ） 
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－２０±１．５ｄＢ以内（７０～７７０ＭＨｚ） 

－２０±１．５ｄＢ以内（７７０～１００２ＭＨｚ） 

端子間結合損失 

－３０±１．５ｄＢ以内（１０～７０ＭＨｚ） 

－３０±１．５ｄＢ以内（７０～７７０ＭＨｚ） 

－２５±１．５ｄＢ以内（７７０～１００２ＭＨｚ） 

 

２６. ８混合ユニット（型式 MHSR-8CRFM-A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用するハーフピッチサブラックシリーズ上

り／下り専用（１０～１００２ＭＨｚ帯域）出力モニタ付８混合ユニットで

あること。 

2）ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサブラックに実装が可能であること。 

3）スロットタイプを採用することで，ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサ

ブラックのスロットに各種ユニットを任意に実装が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

伝送帯域 １０～１００２ＭＨｚ 

入力端子（１，２，３，４，５，６，７，８） 

入力信号 
１０～１００２ＭＨｚ帯域内で伝送されるアナログ信号

とデジタル信号 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 ８（ユニット後面） 

出力端子（Ｃ） 

出力信号 入力信号と同一 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット後面） 

出力モニタ端子（ＯＵＴＰＵＴＭＯＮ（－２０ｄＢ）） 

出力信号 出力に実装された分岐からの信号を出力 

標準出力レベル 出力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット前面） 

機

能 
モニタ端子機能 

出力に実装された分岐からの信号をユニット前面に実装され

た端子にて確認できる。 

・出力モニタ端子レベル：入力レベルに対して－２０ｄＢ 

・測定時以外は，付属の７５Ωダミー抵抗で終端 

性

能 

挿入損失 

１０．５ｄＢ以下（１０～７０ＭＨｚ） 

１２．０ｄＢ以下（７０～７７０ＭＨｚ） 

１４．５ｄＢ以下（７７０～１００２ＭＨｚ） 

入出力定在波比 １．５以下（１０～７０ＭＨｚ）（リターンロス１４．
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０ｄＢ以上） 

１．５以下（７０～７７０ＭＨｚ）（リターンロス１

４．０ｄＢ以上） 

１．７８以下（７７０～１００２ＭＨｚ）（リターンロ

ス１１．０ｄＢ以上） 

入力モニタ偏差 

－２０±１．５ｄＢ以内（１０～７０ＭＨｚ） 

－２０±１．５ｄＢ以内（７０～７７０ＭＨｚ） 

－２０±１．５ｄＢ以内（７７０～１００２ＭＨｚ） 

端子間結合損失 

－３０±１．５ｄＢ以内（１０～７０ＭＨｚ） 

－３０±１．５ｄＢ以内（７０～７７０ＭＨｚ） 

－２５±１．５ｄＢ以内（７７０～１００２ＭＨｚ） 

 

２７. ３．２ＧＨｚ２分配ユニット（型式 MHSR-2DBCM-A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用するハーフピッチサブラックシリーズＢ

Ｓ／ＣＳ－ＩＦ専用（９５０～３２２４ＭＨｚ帯域）入力モニタ付２分配ユ

ニットであること。 

2）ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサブラックに実装が可能であること。 

3）スロットタイプを採用することで，ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサ

ブラックのスロットに各種ユニットを任意に実装が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

伝送帯域 ９５０～３２２４ＭＨｚ 

入力端子（Ｃ） 

入力信号 
９５０～３２２４ＭＨｚ帯域内で伝送されるデジタル信

号 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット後面） 

出力端子（１，２） 

出力信号 入力信号と同一 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 ２（ユニット後面） 

入力モニタ端子（ＩＮＰＵＴＭＯＮ（－２０ｄＢ）） 

出力信号 入力に実装された分岐からの信号を出力 

標準出力レベル 入力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット前面） 

機 モニタ端子機能 入力に実装された分岐からの信号をユニット前面に実装され
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能 た端子にて確認できる。 

・入力モニタ端子レベル：入力レベルに対して－２０ｄＢ 

・測定時以外は，付属の７５Ωダミー抵抗で終端 

性

能 

挿入損失 

５．０ｄＢ以下（９５０～１０００ＭＨｚ） 

６．０ｄＢ以下（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

６．５ｄＢ以下（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

７．５ｄＢ以下（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

９．０ｄＢ以下（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

入出力定在波比 

１．６以下（９５０～１０００ＭＨｚ）（リターンロス

１２．７ｄＢ以上） 

１．８以下（１０００～１４８９ＭＨｚ）（リターンロ

ス１０．９ｄＢ以上） 

２．０以下（１４８９～２１５０ＭＨｚ）（リターンロ

ス９．５ｄＢ以上） 

２．０以下（２１５０～２６８１ＭＨｚ）（リターンロ

ス９．５ｄＢ以上） 

２．５以下（２６８１～３２２４ＭＨｚ）（リターンロ

ス７．４ｄＢ以上） 

入力モニタ偏差 

－２０±２．０ｄＢ以内（９５０～１０００ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

－２０±２．５ｄＢ以内（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

端子間結合損失 

１５．０ｄＢ以上（９５０～１０００ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

 

２８. ３．２ＧＨｚ４分配ユニット（型式 MHSR-4DBCM-A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用するハーフピッチサブラックシリーズＢ

Ｓ／ＣＳ－ＩＦ専用（９５０～３２２４ＭＨｚ帯域）入力モニタ付４分配ユ

ニットであること。 

2）ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサブラックに実装が可能であること。 

3）スロットタイプを採用することで，ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサ

ブラックのスロットに各種ユニットを任意に実装が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

伝送帯域 ９５０～３２２４ＭＨｚ 

入力端子（Ｃ） 

入力信号 ９５０～３２２４ＭＨｚ帯域内で伝送されるデジタル信号 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット後面） 
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出力端子（１，２，３，４） 

出力信号 入力信号と同一 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 ４（ユニット後面） 

入力モニタ端子（ＩＮＰＵＴＭＯＮ（－２０ｄＢ）） 

出力信号 入力に実装された分岐からの信号を出力 

標準出力レベル 入力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット前面） 

機

能 
モニタ端子機能 

入力に実装された分岐からの信号をユニット前面に実装され

た端子にて確認できる。 

・入力モニタ端子レベル：入力レベルに対して－２０ｄＢ 

・測定時以外は，付属の７５Ωダミー抵抗で終端 

性

能 

挿入損失 

９．０ｄＢ以下（９５０～１０００ＭＨｚ） 

９．５ｄＢ以下（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

１０．０ｄＢ以下（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

１１．５ｄＢ以下（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

１３．０ｄＢ以下（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

入出力定在波比 

１．６以下（９５０～１０００ＭＨｚ）（リターンロス

１２．７ｄＢ以上） 

１．８以下（１０００～１４８９ＭＨｚ）（リターンロ

ス１０．９ｄＢ以上） 

２．０以下（１４８９～２１５０ＭＨｚ）（リターンロ

ス９．５ｄＢ以上） 

２．０以下（２１５０～２６８１ＭＨｚ）（リターンロ

ス９．５ｄＢ以上） 

２．５以下（２６８１～３２２４ＭＨｚ）（リターンロ

ス７．４ｄＢ以上） 

入力モニタ偏差 

－２０±２．０ｄＢ以内（９５０～１０００ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

－２０±２．５ｄＢ以内（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

端子間結合損失 

１５．０ｄＢ以上（９５０～１０００ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

 

２９. ３．２ＧＨｚ８分配ユニット（型式 MHSR-8DBCM-A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用するハーフピッチサブラックシリーズＢ

Ｓ／ＣＳ－ＩＦ専用（９５０～３２２４ＭＨｚ帯域）入力モニタ付８分配ユ
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ニットであること。 

2）ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサブラックに実装が可能であること。 

3）スロットタイプを採用することで，ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサ

ブラックのスロットに各種ユニットを任意に実装が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

伝送帯域 ９５０～３２２４ＭＨｚ 

入力端子（Ｃ） 

入力信号 ９５０～３２２４ＭＨｚ帯域内で伝送されるデジタル信号 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット後面） 

出力端子（１，２，３，４，５，６，７，８） 

出力信号 入力信号と同一 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 ８（ユニット後面） 

入力モニタ端子（ＩＮＰＵＴＭＯＮ（－２０ｄＢ）） 

出力信号 入力に実装された分岐からの信号を出力 

標準出力レベル 入力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット前面） 

機

能 
モニタ端子機能 

入力に実装された分岐からの信号をユニット前面に実装され

た端子にて確認できる。 

・入力モニタ端子レベル：入力レベルに対して－２０ｄＢ 

・測定時以外は，付属の７５Ωダミー抵抗で終端 

性

能 

挿入損失 

１３．０ｄＢ以下（９５０～１０００ＭＨｚ） 

１３．５ｄＢ以下（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

１４．５ｄＢ以下（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

１６．５ｄＢ以下（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

１８．０ｄＢ以下（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

入出力定在波比 

２．０以下（９５０～１０００ＭＨｚ）（リターンロス

９．５ｄＢ以上） 

２．０以下（１０００～１４８９ＭＨｚ）（リターンロ

ス９．５ｄＢ以上） 

２．０以下（１４８９～２１５０ＭＨｚ）（リターンロ

ス９．５ｄＢ以上） 

２．５以下（２１５０～２６８１ＭＨｚ）（リターンロ

ス７．４ｄＢ以上） 

２．５以下（２６８１～３２２４ＭＨｚ）（リターンロ

ス７．４ｄＢ以上） 

入力モニタ偏差 －２０±２．０ｄＢ以内（９５０～１０００ＭＨｚ） 
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－２０±２．０ｄＢ以内（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

－２０±２．５ｄＢ以内（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

端子間結合損失 

１５．０ｄＢ以上（９５０～１０００ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

 

３０. ３．２ＧＨｚ２混合ユニット（型式 MHSR-2CBCM-A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用するハーフピッチサブラックシリーズＢ

Ｓ／ＣＳ－ＩＦ専用（９５０～３２２４ＭＨｚ帯域）出力モニタ付２混合ユ

ニットであること。 

2）ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサブラックに実装が可能であること。 

3）スロットタイプを採用することで，ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサ

ブラックのスロットに各種ユニットを任意に実装が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

伝送帯域 ９５０～３２２４ＭＨｚ 

入力端子（１，２） 

入力信号 
９５０～３２２４ＭＨｚ帯域内で伝送されるデジタル信

号 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 ２（ユニット後面） 

出力端子（Ｃ） 

出力信号 入力信号と同一 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット後面） 

出力モニタ端子（ＯＵＴＰＵＴＭＯＮ（－２０ｄＢ）） 

出力信号 出力に実装された分岐からの信号を出力 

標準出力レベル 出力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット前面） 

機

能 

モニタ端子機能 

 

出力に実装された分岐からの信号をユニット前面に実装され

た端子にて確認できる。 

・出力モニタ端子レベル：出力レベルに対して－２０ｄＢ 

・測定時以外は，付属の７５Ωダミー抵抗で終端 
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性

能 

挿入損失 

５．０ｄＢ以下（９５０～１０００ＭＨｚ） 

６．０ｄＢ以下（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

６．５ｄＢ以下（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

７．５ｄＢ以下（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

９．０ｄＢ以下（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

入出力定在波比 

１．６以下（９５０～１０００ＭＨｚ）（リターンロス

１２．７ｄＢ以上） 

１．８以下（１０００～１４８９ＭＨｚ）（リターンロ

ス１０．９ｄＢ以上） 

２．０以下（１４８９～２１５０ＭＨｚ）（リターンロ

ス９．５ｄＢ以上） 

２．０以下（２１５０～２６８１ＭＨｚ）（リターンロ

ス９．５ｄＢ以上） 

２．５以下（２６８１～３２２４ＭＨｚ）（リターンロ

ス７．４ｄＢ以上） 

入力モニタ偏差 

－２０±２．０ｄＢ以内（９５０～１０００ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

－２０±２．５ｄＢ以内（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

 

３１. ３．２ＧＨｚ４混合ユニット（型式 MHSR-4CBCM-A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用するハーフピッチサブラックシリーズＢ

Ｓ／ＣＳ－ＩＦ専用（９５０～３２２４ＭＨｚ帯域）出力モニタ付４混合ユ

ニットであること。 

2）ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサブラックに実装が可能であること。 

3）スロットタイプを採用することで，ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサ

ブラックのスロットに各種ユニットを任意に実装が可能であること。 

 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

伝送帯域 ９５０～３２２４ＭＨｚ 

入力端子（１，２，３，４） 

入力信号 
９５０～３２２４ＭＨｚ帯域内で伝送されるデジタル信

号 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 ４（ユニット後面） 

出力端子（Ｃ） 

出力信号 入力信号と同一 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 
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端子数 １（ユニット後面） 

出力モニタ端子（ＯＵＴＰＵＴＭＯＮ（－２０ｄＢ）） 

出力信号 出力に実装された分岐からの信号を出力 

標準出力レベル 出力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット前面） 

機

能 
モニタ端子機能 

出力に実装された分岐からの信号をユニット前面に実装され

た端子にて確認できる。 

・出力モニタ端子レベル：出力レベルに対して－２０ｄＢ 

・測定時以外は，付属の７５Ωダミー抵抗で終端 

性

能 

挿入損失 

９．０ｄＢ以下（９５０～１０００ＭＨｚ） 

９．５ｄＢ以下（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

１０．０ｄＢ以下（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

１１．５ｄＢ以下（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

１３．０ｄＢ以下（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

入出力定在波比 

１．６以下（９５０～１０００ＭＨｚ）（リターンロス

１２．７ｄＢ以上） 

１．８以下（１０００～１４８９ＭＨｚ）（リターンロ

ス１０．９ｄＢ以上） 

２．０以下（１４８９～２１５０ＭＨｚ）（リターンロ

ス９．５ｄＢ以上） 

２．０以下（２１５０～２６８１ＭＨｚ）（リターンロ

ス９．５ｄＢ以上） 

２．５以下（２６８１～３２２４ＭＨｚ）（リターンロ

ス７．４ｄＢ以上） 

入力モニタ偏差 

－２０±２．０ｄＢ以内（９５０～１０００ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

－２０±２．５ｄＢ以内（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

端子間結合損失 

１５．０ｄＢ以上（９５０～１０００ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

 

３２. ３．２ＧＨｚ８混合ユニット（型式 MHSR-8CBCM-A相当） 

（１）機能概要 

1）ＣＡＴＶヘッドエンド装置内で使用するハーフピッチサブラックシリーズＢ

Ｓ／ＣＳ－ＩＦ専用（９５０～３２２４ＭＨｚ帯域）出力モニタ付８混合ユ

ニットであること。 

2）ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサブラックに実装が可能であること。 

3）スロットタイプを採用することで，ハーフピッチサブラックシリーズ１Ｕサ

ブラックのスロットに各種ユニットを任意に実装が可能であること。 
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（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

基本仕様 

伝送帯域 ９５０～３２２４ＭＨｚ 

入力端子（１，２，３，４，５，６，７，８） 

入力信号 
９５０～３２２４ＭＨｚ帯域内で伝送されるデジタル信

号 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 ８（ユニット後面） 

出力端子（Ｃ） 

出力信号 入力信号と同一 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット後面） 

出力モニタ端子（ＯＵＴＰＵＴＭＯＮ（－２０ｄＢ）） 

出力信号 出力に実装された分岐からの信号を出力 

標準出力レベル 出力端子に対して－２０ｄＢ 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（レセプタクル） 

端子数 １（ユニット前面） 

機

能 

モニタ端子機能 

 

出力に実装された分岐からの信号をユニット前面に実装され

た端子にて確認できる。 

・出力モニタ端子レベル：出力レベルに対して－２０ｄＢ 

・測定時以外は，付属の７５Ωダミー抵抗で終端 

性

能 

挿入損失 

１３．０ｄＢ以下（９５０～１０００ＭＨｚ） 

１３．５ｄＢ以下（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

１４．５ｄＢ以下（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

１６．５ｄＢ以下（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

１８．０ｄＢ以下（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

入出力定在波比 

２．０以下（９５０～１０００ＭＨｚ）（リターンロス

９．５ｄＢ以上） 

２．０以下（１０００～１４８９ＭＨｚ）（リターンロ

ス９．５ｄＢ以上） 

２．０以下（１４８９～２１５０ＭＨｚ）（リターンロ

ス９．５ｄＢ以上） 

２．５以下（２１５０～２６８１ＭＨｚ）（リターンロ

ス７．４ｄＢ以上） 

２．５以下（２６８１～３２２４ＭＨｚ）（リターンロ

ス７．４ｄＢ以上） 

入力モニタ偏差 

－２０±２．０ｄＢ以内（９５０～１０００ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

－２０±２．０ｄＢ以内（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

－２０±２．５ｄＢ以内（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

端子間結合損失 １５．０ｄＢ以上（９５０～１０００ＭＨｚ） 
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１５．０ｄＢ以上（１０００～１４８９ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（１４８９～２１５０ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（２１５０～２６８１ＭＨｚ） 

１５．０ｄＢ以上（２６８１～３２２４ＭＨｚ） 

 

３３. ３Ｕ高密度実装サブラック（型式 FJOPTSD-SR-3JE相当） 

（１）機能概要 

1）３Ｕ形状のサブラックであること。 

2）３Ｕ高密度実装サブラックに専用の電源ユニットを２台実装することによ

り，冗長運転が可能であること 

3）３Ｕ高密度実装サブラックに専用の監視ユニットを１台実装することによ

り，監視・制御が可能であること。 

4）従来からラインナップされている同シリーズ光伝送ユニットを１２台実装又

は、他ラインナップ１／２サイズのハーフユニットを２４台実装可能である

こと。 

5）各ユニットの挿抜が可能であること。 

6）サブラック後面のＲＦ接栓はジョイント構造になっており，Ｆ型接栓だけで

なくＢＮＣ型接栓にも対応可能であること。 

7）電源ユニットに備えつけられたＡＣケーブルダクトを使用することにより，

電源ユニット前面接続のＡＣケーブルをサブラック後面に引き出すことが可

能であること。 

8）電源ユニットのアラームをサブラックに実装された監視ユニットへ出力する

ことが可能であること。 

9）サブラック実装機器の各ユニットの状態監視が可能であること。 

10）監視システムへＰＩＮＧ監視等のＳＮＭＰトラップが使用可能であるこ

と。 

（２）機器仕様：３Ｕ高密度実装サブラック本体（型式 FJOPTSD-SR-3JE相当） 

項目 仕様・性能 

環

境

条

件 

性能保証温度 ０～＋４０℃ 

動作保証温度 －１０～＋５０℃ 

使用 連続 

構

造 

構造 

・ラックマウントタイプ：ＥＩＡ／３Ｕ，ＪＩ

Ｓ／３Ｈ兼用 

・サブラック後面ファン：６個 

・各ユニット挿抜 

材質 
・サブラック部：ステンレス鋼 

・前面パネル部：樹脂フィルム 

前面パネル色 標準色：マンセル２．５Ｙ７．２／０．４相当 

最大ユニット 

実装数 

電源ユニット２ 

監視ユニット１ 

伝送ユニット１２ 
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伝送ユニット 

ＲＦ入出力端子数 

伝送ユニット１台に対して最大２（ジョイント

構造） 

冷却方式 強制空冷（ファン交換可能） 

外形寸法 
４８０．０（Ｗ）×１３２．６（Ｈ）×４０

０．０（Ｄ）㎜（突起部は除く） 

質量 ８．５ｋｇ以下 

機

能 
アラーム 

電源ユニット，伝送ユニット，ファンから出力

されるアラーム信号を監視ユニットへ出力でき

ること 

フ

ァ

ン 

電源電圧 ＤＣ＋１２Ｖ：＋１１．７～１２．９Ｖ 

動作電流 
ＤＣ＋１２Ｖ：０．１９５Ａ：１台（１．１７

Ａ：６台） 

実装数 ６（サブラック後面に実装） 

機

能 
アラーム 

いずれかのファン停止時，アラーム出力ができ

る 

（３）機器仕様：３Ｕ高密度実装サブラック用電源ユニット（型式 FJOPTSD-PU512-

E10相当） 

項目 仕様・性能 

環

境

条

件 

性能保証温度 ０～＋４０℃ 

動作保証温度 －１０～＋５０℃ 

使用 連続 

構

造 

構造 
３Ｕ高密度実装サブラックに実装可能なユニッ

ト構造 

材質 
前面パネル：ステンレス鋼 

ＡＣケーブル配線用ダクト：ステンレス鋼 

外形寸法 
４７．５（Ｗ）×１２５．３（Ｈ）×３２９．

８（Ｄ）ｍｍ（突起部は除く） 

質量 １．２ｋｇ以下 

定

格 

電源電圧 ＡＣ１００Ｖ：ＡＣ９０～１１０Ｖ（５０／６０Ｈｚ） 

出力電圧 
ＤＣ＋５Ｖ 

ＤＣ＋１２Ｖ 

出力電流容量 
ＤＣ＋５Ｖ：２０．５Ａ以下 

ＤＣ＋１２Ｖ：８．５Ａ以下 

機

能 
冗長運転、パイロット表示、出力電圧Ｔ．Ｐ、アラームの機能を有すること。 

性

能 

出力電圧偏差 
ＤＣ＋５Ｖ：＋４．７５～５．２５Ｖ 

ＤＣ＋１２Ｖ：＋１１．７～１２．９Ｖ 

絶縁耐圧 ＡＣ１ＫＶ，１分間 

絶縁抵抗 ５ＭΩ以上 

消費電力 ３２０ＶＡ以下（ＡＣ１００Ｖ，全負荷） 
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（４）機器仕様：３Ｕ高密度実装サブラック監視ユニット（型式 FJOPTSD-SV-3相当） 

項目 仕様・性能 

外
部
接
続
端
子 

保守用シリアルポート Ｄサブ（９ｐｉｎ）コネクタ（オス） ユニット前面 

ＬＡＮポート ＲＪ－４５コネクタ ユニット前面 

保
守
用
シ
リ

ア
ル
ポ
ー
ト 

インターフェース ＲＳ－２３２Ｃ 

コネクタ Ｄサブ（９ｐｉｎ）オス，インチねじ 

Ｌ
Ａ
Ｎ 

ポ
ー
ト 

インターフェース １０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ 

コネクタ モジュラーコネクタ／ＲＪ－４５（８ｐｉｎ） 

機
能 

パイロット表示、ＦｌａｓｈＲＯＭアクセス状態表示、ＳＶ正常起動表示、

電源ユニットアラーム表示、ファンアラーム表示、ユニットアラーム表示、

通信表示、イーサネット通信機能、シリアル通信機能、リセット機能、遠隔

監視・制御機能、ユニット監視・制御機能、監視設定機能、アップデート機

能、監視設定保存／更新機能の各機能を有すること。 

 

３４. 光増幅器ユニット（２２ｄＢｍ）（型式 FJOPTSD-FA2201A相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は，３Ｕ高密度実装サブラックに搭載可能な光ファイバ増幅器ユニッ

トあること。 

2）フロントパネルのＬＡＳＥＲＳＷにより光出力ＯＮ／ＯＦＦが可能であるこ

と。 

3）光出力モニタ端子を標準装備とする。 

4）各種アラームはフロントパネルにて個別表示可能であること。 

5）フェールセーフ（ＬＤ保護）機能を搭載していること。 

6）監視ユニットの併用により遠隔監視が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

光

入

力

部 

信号光波長 １５５０～１５６０ｎｍ 

光入力レベル －５～＋１０ｄＢｍ 

伝送波長 １波 

光入力ポート数 １ 

光ファイバ シングルモードファイバ 

光入力コネクタ ＳＣ－ＡＰＣ型（斜めＰＣ研磨） 

光リターンロス ４０ｄＢ以上 

光出力レベル ＋２２ｄＢｍ±１ｄＢ 
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光

出

力

部 

光出力ポート数 １ 

ＬＤ制御方式 ＡＬＣ（ＡｕｔｏＬｅｖｅｌＣｏｎｔｒｏｌ） 

光ファイバ シングルモードファイバ 

光入力コネクタ 
ＳＣ－ＡＰＣ型（斜めＰＣ研磨）内シャッター

有り 

光リターンロス ４０ｄＢ以上 

光

出

力

モ

ニ

タ 

光出力モニタレベル ０ｄＢｍ±１．５ｄＢ 

光出力ポート数 １ 

光ファイバ シングルモードファイバ 

光入力コネクタ ＳＣ－ＡＰＣ型（斜めＰＣ研磨） 

光リターンロス ４０ｄＢ以上 

特

性 
雑音指数 

５．５ｄＢ以下（＠光入力＝０ｄＢ

ｍ時） 
標 準 光

出 力 レ

ベル時 
６．０ｄＢ以下（＠光入力＝＋５ｄ

Ｂｍ時） 

電 

源 

電源動作範囲 
ＤＣ＋５Ｖ：４．５～６．０Ｖ 

ＤＣ＋１２Ｖ：１１．５～１３．０Ｖ 

動作電流 
ＤＣ＋５Ｖ：１２００ｍＡ以下 

ＤＣ＋１２Ｖ：５５０ｍＡ以下 

通

信

仕

様 

データ通信速度 ９６００ｂｐｓ 

通信方式 ＲＳ４８５，半二重 

監視ユニット 

対応機種 
同シリーズ専用監視ユニット 

機

能 

パイロット表示機能、光出力制御状態表示機能、光入力アラーム表示機能、光

出力アラーム表示機能、ＬＤアラーム表示機能、通信表示機能、接点アラーム

出力、光出力ＯＮ／ＯＦＦ制御機能、光出力シャットダウン機能、監視項目、

閾値変更機能、ユニットＩＤ自動認識の各機能を有すること。 

 

３５. ３２２４ＭＨｚ外部変調光送信器（型式 FJOPTSD-ET3200-D23相当） 

（１）機能概要 

1）３Ｕ高密度実装サブラックに実装可能であること。 

2）伝送帯域が７０～３２２４ＭＨｚまでの外部変調型光送信器であること。 

3）光波長１５５０ｎｍ帯を使用することにより，光アンプ（ＥＤＦＡ）との組

み合わせで多分配・長距離伝送することが可能であること。 

4）３２２４ＭＨｚまで伝送可能なため衛星放送を含めた「広帯域光伝送システ

ム（ＦＴＴＨ，ＦＴＴＢ）」や「受信点システム（長距離伝送）」に対応可

能であること。 

5）ＳＢＳ抑圧機能を実装しており光アンプ（ＥＤＦＡ）との組み合わせが可能

であること。 

6）７０～７７０ＭＨｚ帯と１０００～３２２４ＭＨｚ帯に各々独立した調整機
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能を搭載していること。 

7）帯域毎に信号レベルの補正を行う事が可能であること。 

8）ＲＦ端子は７０～７７０ＭＨｚ帯／１０００～３２２４ＭＨｚ帯と独立して

いること。 

9）監視ユニットの併用により遠隔監視が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

 
伝送帯域 

・７０～７７０ＭＨｚ 

・１０００～３２２４ＭＨｚ 

最大伝送容量 

・７０～７７０ＭＨｚ 

２５６ＱＡＭ信号：２０波（９０～２２

２ＭＨｚ） 

６４ＱＡＭ、ＯＦＤＭ信号：９０波（９

０～７７０ＭＨｚ） 

ＦＭ信号：７６～９０ＭＨｚ 

ＦＳＫ信号：７０～７６ＭＨｚ 

パイロット信号：２波（７３，４５１．

２５ＭＨｚ） 

・１０００～３２２４ＭＨｚ 

ＢＳ／ＣＳ／ＩＦ信号：４８波（１０００～

３２２４ＭＨｚ） 

光部 

光出力レベル ＋７ｄＢｍ以上 

光変調方式 
下りＲＦ信号によりアナログ輝度変調された

光信号 

標準光変調度 

・７０～７７０ＭＨｚ 

２５６ＱＡＭ信号：４．４％ 

６４ＱＡＭ、ＯＦＤＭ、ＦＭ、ＦＳＫ信

号：２．２％ 

パイロット信号：２．２％ 

・１０００～３２２４ＭＨｚ 

ＢＳ／ＣＳ／ＩＦ信号：１．５％ 

発光素子 Ｃｏｏｌｅｄ型ＤＦＢ－ＬＤ 

光波長 １５５０ｎｍ帯 

ＳＢＳ抑圧レベル ＋１２～＋２０ｄＢｍ（０．５ｄＢステップ） 

適用ファイバ シングルモードファイバ 

適用光コネクタ ＳＣ－ＡＰＣ型（斜めＰＣ研磨） 

光コネクタ数 １ 

Ｒ

Ｆ

入

力

部 

ＣＡＴＶＩＮ（７０～７７０ＭＨｚ） 

入力信号 ＣＡＴＶ下り信号（７０～７７０ＭＨｚ） 

標準入力レベル 

・７０～７７０ＭＨｚ 

２５６ＱＡＭ信号：７６ｄＢμＶ（４.４％） 

６４ＱＡＭ，ＯＦＤＭ，ＦＭ，ＦＳＫ信号：

７０ｄＢμＶ（２.２％） 

パイロット信号：７０ｄＢμＶ（２.２％） 
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インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（プラグ） 

コネクタ数 １ 

ＢＳ／ＣＳ－ＩＦＩＮ（１０００～３２２４ＭＨｚ） 

入力信号 ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ信号（１０００～３２２４ＭＨｚ） 

標準入力レベル ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ信号：８０ｄＢμＶ（１．５％） 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（プラグ） 

コネクタ数 １ 

ＲＦテスト端子（ＲＦＴＰ） 

伝送帯域 

・７０～７７０ＭＨｚ（ＣＡＴＶ帯域） 

・１０００～３２２４ＭＨｚ（ＢＳ／ＣＳ－

ＩＦ帯域） 

出力信号 ＲＦ信号を分岐した信号 

標準出力レベル 

・７０～７７０ＭＨｚ 

２５６ＱＡＭ信号：７６ｄＢμＶ（４．４％） 

６４ＱＡＭ，ＯＦＤＭ，ＦＭ，ＦＳＫ信号：７０

ｄＢμＶ（２．２％） 

パイロット信号：７０ｄＢμＶ（２．２％） 

・１０００～３２２４ＭＨｚ 

ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ信号：６０ｄＢμＶ（１．

５％） 

インピーダンス ７５Ω 

コネクタ Ｆ型（プラグ） 

コネクタ数 １ 

電

源

条

件 

入力電源 
３Ｕ高密度実装サブラック専用電源ユニット

から供給されるＤＣ＋５Ｖ，ＤＣ＋１２Ｖ 

通

信 

監視ユニット 

対応機種 

３Ｕ高密度実装サブラック専用監視ユニット 

 

通信方式 ＲＳ４８５，半二重 

機

能 

調整機能及び調整帯域選択、ＲＦレベル調整機能、スロープ調整機能、ＲＦテ

スト端子、ＳＢＳ（誘導ブリルアン散乱）抑圧機能、光出力状態及び変調器制

御状態表示、ＲＦレベル状態表示、通信状態表示、実装位置自動認識、ＡＰＣ

機能、ＡＴＣ機能、機器状態、Ｗｅｂ監視、閾値設定、設定値、制御の各機能

を有すること。 

単

体

性

能 

光出力レベル ＋７ｄＢｍ以上 

光出力レベル安定度 ＋２０℃のレベルに対して±０．５ｄＢ以内（０～＋４０℃） 

光波長安定度 指定波長に対して±０．０５ｎｍ以内（０～＋４０℃） 

光変調度安定度 

・７０～７７０ＭＨｚ：＋２０℃のレベルに対して±１ｄＢ以内 

・１０００～３２２４ＭＨｚ：＋２０℃のレベルに対して±２ｄＢ

以内 

（０～＋４０℃，当社標準光受信器でのＲＦ変動） 

ＲＦテスト端子レ

ベル 

・７０～７７０ＭＨｚ：ＲＦＩＮ 

・２５６ＱＡＭ信号：６１ｄＢμＶ±１ｄＢ以内（４４％） 

・６４ＱＡＭ，ＯＦＤＭ，ＦＭ，ＦＳＫ信号：５５ｄＢμＶ

±１ｄＢ以内（２．２％） 
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・パイロット信号：５５ｄＢμＶ±１ｄＢ以内（２．２％） 

・１０００～３２２４ＭＨｚ 

・ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ信号：６０ｄＢμＶ±２ｄＢ以内

（１．５％） 

入力リターンロス 
・７０～７７０ＭＨｚ：１４ｄＢ以上 

・１０００～３２２４ＭＨｚ：７．５ｄＢ以上 

電源動作範囲 
・ＤＣ＋５Ｖ：＋４．５～＋６Ｖ 

・ＤＣ＋１２Ｖ：＋１１．５～＋１３Ｖ 

動作電流 
・ＤＣ＋５Ｖ：３．０Ａ以下 

・ＤＣ＋１２Ｖ：１．２Ａ以下 

光反射減衰量 ４０ｄＢ以上 

ハム変調 －７０ｄＢ以下 

対

向

性

能 

伝送帯域内 

周波数特性 

・７０～７７０ＭＨｚＲＦＩＮ：±２ｄＢ以内 

・１０００～３２２４ＭＨｚＲＦＩＮ：±３ｄＢ以内 

Ｃ／Ｎ 

・７０～７７０ＭＨｚ 

・９０～２２２ＭＨｚ（光変調度４．４％）：４３ｄＢ以上 

・７０～７７０ＭＨｚ（光変調度２．２％）：３５ｄＢ以

上（帯域換算値：５．３ＭＨｚ） 

・１０００～３２２４ＭＨｚ（光変調度１．５％）：２１

ｄＢ以上（帯域換算値：３３．７５６１ＭＨｚ） 

 

３６. 光信号切替ユニット（型式 FJOPTSD-OSW-A 相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は，１Ｕ，３Ｕ高密度実装シリーズのサブラックに搭載可能な光入力

切替ユニットであること。 

2）運用開始時の光入力レベルを記憶し，異常時の切替しきい値を相対値で設定

が可能であること。 

3）光入力レベルを常時監視することで，異常を速やかに検知し，予備系統へ自

動で切り替えが可能であること。 

4）光切替えは、ＡＵＴＯ／ＭＡＮＵＡＬの切替えが可能であること。 

5）各種アラームはフロントパネルにて個別表示可能であること。 

6）監視ユニットの併用により遠隔監視が可能であること。 

7）監視ユニットを用いて障害復旧時にメイン系統へ自動で切り戻すモードに設

定が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

光入力コネクタ数 ２ 

光出力コネクタ数 １ 

適用光コネクタ ＳＣ－ＡＰＣ型（斜めＰＣ研磨） 

適用光ファイバ シングルモードファイバ 

波長帯域 １４６０～１６２０ｎｍ 
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光入力レベル －１０ｄＢｍ～＋２３ｄＢｍ 

光入力Ａ，Ｂ間レベル差 １０ｄＢ以内 

電源 
高密度実装サブラック専用電源ユニットから供給ＤＣ

＋５Ｖ，ＤＣ＋１２Ｖ 

性 

能 

挿入損失 
１４６０ｎｍ～１５７０ｎｍ：１．５ｄＢ以下 

１５７０ｎｍ～１６２０ｎｍ：２．０ｄＢ以下 

クロストーク ５０ｄＢ以上 

リターンロス ４５ｄＢ以上 

光入力レベル 

モニタ確度 

－１０ｄＢｍ～＋２３ｄＢｍ時：±１．０ｄＢ以内 

－３１ｄＢｍ～－１０ｄＢｍ時：±２．０ｄＢ以内 

光入力Ａ，Ｂ間レベル差 １０ｄＢ以内 

スイッチ切替時間 ２０ｍｓ以下 

自動切替保護時間 

確度 

設定値に対し＋２０ｍｓ以下（０～１００ミリ秒の設定時） 

設定値に対し＋１ｓ以下（１～３０秒の設定時） 

自動切り戻し 

保護時間確度 

設定値に対し＋２０ｍｓ以下（０～１００ミリ秒の設定時） 

設定値に対し＋１ｓ以下（１～３０秒の設定時） 

動作電圧 ＤＣ＋１２Ｖ：＋１１．５～＋１３．０Ｖ 

動作電流 ＤＣ＋１２Ｖ：２５０ｍＡ以下 

接点アラーム出力 

開放電圧：ＤＣ＋１２Ｖ以下 

短絡電流：２００ｍＡ以下 

最小適用負荷：ＤＣ１０ｍＶ１０µＡ 

機

能 

 

基本機能 

・実装位置自動認識、運用系統、光入力レベルモニタ機能を有すること。 

各種ＬＥＤ表示一覧機能 

・切替モード、運用系統、光入力状態、光入力記憶、通信、機器状態、動

作表示、スイッチ制御状態 

各種光入力アラーム一覧機能 

・光入力過大アラーム、光入力警告アラーム、光入力異常アラーム 

詳細画面：表示機能 

・機種名、種別、型名、光入力状態（Ａ系、Ｂ系）、運用系統、スイッチ

制御状態、機器状態、ファームウェア、バージョン、機種コード、ユニ

ット製造番号、光入力現在値（Ａ系［ｄＢｍ］、Ｂ系［ｄＢｍ］）、光

入力記憶値（Ａ系［ｄＢｍ］、Ｂ系［ｄＢｍ］）、光入力レベル 

変動量（Ａ系［ｄＢ］、Ｂ系［ｄＢ］）、切替モード、Ｍａｎｕａｌモ

ード自動終了、Ｍａｎｕａｌモード継続時間［ｍｉｎ］ 

自動切り戻し選択上限しきい値（Ａ系［ｄＢｍ］、Ｂ系［ｄＢｍ］）、 

相対警告しきい値（Ａ系［ｄＢ］、Ｂ系［ｄＢ］）、相対切替しきい値

（Ａ系［ｄＢ］、Ｂ系［ｄＢ］）、自動切替保護時（［ｍｓ］、

［ｓ］）、自動切り戻し保護時間（［ｍｓ］、［ｓ］）、光入力記憶値消

（Ａ系、Ｂ系） 

系統切替非運用系統へ切り替えができること 

光入力記憶光入力レベルを記憶できること 

接点監視機能 

各機能を有すること。 
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３７. 光分配器サブラック（型式 SMP1-S相当） 

（１）機能概要 

1）光スプリッターを収納した「スプリッターモジュール」及びそのモジュール

を１９インチラック（ＥＩＡ規格、ＪＩＳ規格共用）に搭載可能なシャーシ

であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

構

造 

構造 
・１９インチラックマウント取り付け構造 

・ＪＩＳ－１Ｈ，ＥＩＡ－１Ｕ共用型 

材質 ステンレス鋼 

外形寸法 
４８２．０（Ｗ）×４３．７（Ｈ）×１８５．０（Ｄ）

ｍｍ（突起部は除く） 

最大搭載数 

１２個／シャーシ 
２分配器＜ＳＰＣ＞ 

ＷＤＭユニット＞＜ＳＰＣ＞ 

６個／シャーシ 

２分配器＜ＡＰＣ＞ 

ＷＤＭユイット＜ＡＰＣ＞ 

４分配器＜ＳＰＣ＞ 

４分配器＜ＡＰＣ＞ 

質量 ２．０ｋｇ以下 

 

３８. 光２分配器（型式ＳＭＰ１－Ｍ＜２＞＜ＡＰＣ＞相当） 

（１）機能概要 

1）光スプリッターを収納した「スプリッターモジュール」及びそのモジュール

を１９インチラック（ＥＩＡ規格、ＪＩＳ規格共用９に搭載可能なシャーシ

であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

構

造 

光スプリッター分岐数 １×２ 

光スプリッター搭載数 １個 

入出力ポート数 
入力１ 

出力２ 

外形寸法 
３４．０（Ｗ）×４０．０（Ｈ）×１４５．０（Ｄ）

ｍｍ（突起部は除く） 

光コネクタ ＳＣコネクタ 

質量 ０．２ｋｇ以下 

光

学

特

性 

波長 １３１０±２０nm，１４９０±２０nm，１５５０±２０nm 

挿入損失 ４．５ｄＢ以下 

挿入損失均一性 １．２ｄＢ以下 

ダイレクティビィティ ５０ｄＢ以上 

反射減衰量 ５０ｄＢ以上 

 

３９. 光カプラサブラックユニット（型式ＦＪＯＰＦＳ－ＰＳＲ－１ＪＥ相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は，ＣＡＴＶ／ＦＴＴＨシステムにおいて，ヘッドエンド装置内で使
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用するパッシブ機器専用のサブラックであること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

環

境 

使用温度範囲 ０～＋４０℃ 

使用湿度範囲 ２０～８５％（結露なきこと） 

冷却方法 自然空冷 

使用 連続 

構

造 

構造 

光カプラーシリーズパッシブ光ユニットを実装

できる構造 

ダブルタイプ：最大２台 

標準タイプ：最大４台 

ハーフタイプ：最大８台 

材質 ステンレス鋼 

外形寸法 
８０．０（Ｗ）×４３．７（Ｈ）×２６３．０

（Ｄ）ｍｍ（突起部は除く） 

質量 ３．０ｋｇ以下 

 

４０. 光１８分配器（型式 FJOPFS-OC18相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は，ＣＡＴＶ／ＦＴＴＨシステムにおいて，ヘッドエンド装置内で使

用するパッシブ機器専用サブラックに実装するカプラーユニットであること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

定

格 

系統数 １ 

光入力ポート数 １ 

光出力ポート数 １８ 

チャンネル（光波長） １５５０～１５６０ｎｍ 

光ファイバ シングルモードファイバ 

光入出力コネクタ ＳＣ－ＡＰＣ型（斜めＰＣ研磨品） 

許容光入力 ＋２６ｄＢｍ 

性

能 
挿入損失 １５ｄＢ以下 

ダイレクテビティー ５０ｄＢ以上 

反射減衰量 ４０ｄＢ以上 

 

４１. 光増幅器専用サブラック（型式 FJOAPN-SR-4JE相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は，同シリーズユニットを実装するための４Ｕサブラックであること。 

2）電源冗長が可能であり，同シリーズユニットを最大１８ユニット実装可能で

あること。 

3）ＪＩＳ，ＥＩＡどちらの規格の１９インチラックにも実装可能な４Ｕサブラ
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ックであること。 

4）電源ユニット，光ユニット及び監視ユニットは，前面保守かつ活線挿抜が可

能であること。 

5）サブラック専用のＡＣ電源ユニット２台による冗長運転が可能であること。 

6）サブラック専用の監視ユニットから各ユニットを監視制御することが可能で、

ＳＮＭＰ，ＷＥＢ監視制御に対応していること。 

7）監視ユニット及び電源ユニットは前面からの挿抜が可能であること。 

8）光増幅器専用サブラックには、電源ユニット２台、監視ユニット１台を実装

すること。 

（２）機器仕様光増幅器専用サブラック本体（型式 FJOAPN-SR-4JE相当） 

項目 仕様・性能 

環

境 

動作環境 屋内 

使用温度範囲 ０～＋４０℃（サブラック周囲温度） 

使用湿度範囲 ２０～８５％（結露なきこと） 

冷却方法 強制空冷 

使用 連続 

構

造 

構造 
１９インチラックマウントタイプ：ＥＩＡ／４

Ｕ，ＪＩＳ／４Ｈ兼用 

材質 
サブラック部：ステンレス鋼 

前面パネル：樹脂フィルム（色：シルバー） 

外形寸法 
４８０．０（Ｗ）×１７７．０（Ｈ）×３１

５．０（Ｄ）ｍｍ（突起部は除く） 

質量 
１０．０ｋｇ以下（サブラック単体，ファンユ

ニット含む） 

定

格 

実装可能ユニット 

電源ユニット 

監視ユニット 

光ユニット 

ファンユニット 

最大ユニット実装数 

電源ユニット２ 

監視ユニット１ 

光ユニット１８ 

ファンユニット５ 

フ

ァ

ン 

電源電圧 ＤＣ＋１２Ｖ±１．０Ｖ 

動作電流 ０．３７Ａ以下／ユニット 

実装数 ５（サブラック後面に実装） 

機

能 

電源冗長運転 電源ユニット２系統入力による冗長構成が可能 

保守構造 

 

前面保守：電源ユニット，光ユニット，監視ユニット 

後面保守：ファンユニット 

総

合

絶縁耐圧 ＡＣ１ｋＶ，１分間 

絶縁抵抗 ５ＭΩ以上 
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性

能 

消費電力 

 

７５０ＶＡ以下：電源ユニット実装時 

※ＡＣ１００Ｖ，電源冗長，最大負荷時 

（３）機器仕様光増幅器専用サブラック用電源ユニット（型式 FJOAPN-PW-A相当） 

項目 仕様・性能 

環

境 

動作環境 屋内 

使用温度範囲 ０～＋４０℃（サブラック周囲温度） 

使用湿度範囲 ２０～８５％（結露なきこと） 

冷却方法 当該ユニット内蔵ファンによる強制空冷 

使用 連続 

構

造 

構造 
同シリーズサブラックに実装できるユニット構

造 

材質 
前面パネル：ステンレス鋼 

底板：アルミ 

外形寸法 
４９．０（Ｗ）×１２２．６（Ｈ）×３２３．

５（Ｄ）ｍｍ（突起部は除く） 

質量 １．６ｋｇ以下 

定

格 

入力電圧 ＡＣ９０～２６４Ｖ 

電源周波数 ４７～６３Ｈｚ 

出力電圧 ＤＣ＋１１．０４～＋１２．９６Ｖ 

出力電流 ５２．５Ａ以下 

機

能 

電源スイッチＯＮ／ＯＦＦ機能、ＰＬ表示機能、電源アラーム表示機能、アラ

ーム出力機能、 

出力チェック端子機能、冗長機能、ファン動作機能の各機能を有すること。 

性

能 

突入電流 ３０Ａ以下（ＡＣ１００Ｖ，最大負荷時） 

出力電圧偏差 ＤＣ＋１１．０４～＋１２．９６Ｖ 

出力チェック端子 

電圧変動範囲 
出力電圧±１０％ 

リップル電圧 

リップルノイズ 

２４０ｍＶ以下（ＡＣ１００Ｖ，最大負荷時） 

３００ｍＶ以下（ＡＣ１００Ｖ，最大負荷時） 

効率 ７５％以上（ＡＣ１００Ｖ，最大負荷時） 

力率 ０．９以上（ＡＣ１００Ｖ，最大負荷時） 

絶縁耐圧 ＡＣ１ｋＶ，１分間 

絶縁抵抗 ５ＭΩ以上 

消費電力 

７２０ＶＡ以下（ＡＣ１００Ｖ，最大負荷時） 

７５０ＶＡ以下（ＡＣ１００Ｖ，電源冗長，最

大負荷時） 

（４）機器仕様光増幅器専用サブラック用監視ユニット（型式 FJOAPN-SV相当） 

項目 仕様・性能 

機

能 

ＳＮＭＰエージェント機能、ＴＲＡＰ送出機能、ＣＯＮＳＯＬＥ接続機能、Ｔ

ＥＬＮＥＴ接続機能、ＷＥＢ監視制御機能、バージョンアップ機能、接点アラ

ーム出力機能、ユニット監視制御機能の各機能を有すること。 
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４２. ８出力光増幅器ユニット（２２ｄＢｍ）（型式 FJOAPN-FA2208P相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は，同シリーズの光サブラックに搭載可能な光ファイバ増幅器ユニッ

トであること。 

2）ヘッドエンド装置内で使用する映像配信用のＦＴＴＨセンター機器として，

高密度・多分配を実現し、実装効率の良いＦＴＴＨシステムの構築が可能で

あること。 

3）プラグイン構成のユニットタイプであること。 

4）光出力端子数８ｐｏｒｔを有するマルチポート型光ファイバ増幅器ユニット

であること。 

5）１ポート当たり＋２０ｄＢｍ出力が可能であること。 

6）前面パネルのＬＡＳＥＲスイッチにより光出力ＯＮ／ＯＦＦが可能であるこ

と。 

7）光出力モニタ端子を標準装備していること。 

8）各種アラームは前面パネルにて個別表示ができること。 

9）監視ユニットの併用により遠隔監視が可能であること。 

10）プリアンプ内蔵により効率の良いシステム構築が可能であること。 

11）本機器と光ファイバ増幅器冗長用Ｎ＋１光スイッチユニットを組み合わせ

ることにより，効率の良いシステム構築が可能であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

光

入

力

部 

信号光波長 １５５０～１５６０ｎｍ 

光入力レベル －５～＋１０ｄＢｍ 

伝送波数 １波 

光入力ポート数 １ 

光ファイバ シングルモードファイバ 

光入力コネクタ ＳＣ－ＡＰＣ型（斜めＰＣ研磨） 

光リターンロス ４０ｄＢ以上 

光

出

力

部 

光出力レベル 
＋２２ｄＢｍ±１ｄＢ（光出力ポート間レベル

差を含む） 

光出力ポート数 ８ 

ＬＤ制御方式 

・ＡＬＣ（ＡｕｔｏＬｅｖｅｌＣｏｎｔｒｏ

ｌ） 

・ＡＣＣ（ＡｕｔｏＣｕｒｒｅｎｔＣｏｎｔｒ

ｏｌ） 

光ファイバ シングルモードファイバ 

光入力コネクタ 
ＭＰＯ－ＡＰＣ型（斜めＰＣ研磨）内シャッタ

ー有り、ガイドピン有り 

光リターンロス ４０ｄＢ以上 

光

出
光出力レベル 

０ｄＢｍ±１．５ｄＢ（光出力レベル＋２０ｄ

Ｂｍ時） 
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力

モ

ニ

タ

部 

光出力ポート数 １ 

光ファイバ シングルモードファイバ 

光入力コネクタ 
ＳＣ－ＡＰＣ型（斜めＰＣ研磨）内シャッター

有り 

光リターンロス ４０ｄＢ以上 

特

性 
雑音指数 ５．５ｄＢ以下（＠光入力－５ｄＢｍ） 

機

能 

光出力ＯＮ／ＯＦＦ、制御機能、光出力シャットダウン機能、光出力レベル設

定値変更機能 

復電時光出力自動復旧機能、監視機能の各機能を有すること。 

 

４３. ８×１光スイッチ専用サブラック（型式 FJOFP-SR3JE/AC#1相当） 

（１）機能概要 

1）本機器は，ハイパワー入力に対応した光ファイバ増幅器冗長用のＮ×１光ス

イッチ専用サブラックであること。 

2）最大８台のＮ×１光スイッチユニットを実装可能であること。 

3）ＪＩＳ，ＥＩＡどちらの規格の１９インチラックにも実装可能な３Ｕサブラ

ックであること。 

4）電源ユニット，Ｎ＋１光スイッチユニット，監視ユニットは前面保守かつ活

線挿抜が可能であること。 

5）電源ユニット２台による冗長運転が可能であること。 

6）ＳＮＭＰ，ＴＥＬＮＥＴ監視制御に対応していること。 

7）光スイッチに特化したサブラックとし，冷却用ＦＡＮが不要であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

構

造 

構造 
１９インチラックマウントタイプ：ＥＩＡ／３

Ｕ，ＪＩＳ／３Ｈ兼用 

材質 
サブラック部：ステンレス鋼 

ユニット部：ステンレス鋼 

実装可能 

ユニット 

電源ユニット（ＡＣ又はＤＣ） 

監視ユニット 

光スイッチユニット（ブランクパネル） 

最大ユニット 

実装数 

電源ユニット２ 

監視ユニット１ 

光スイッチユニット８ 

外形寸法 

サブラック ４８０．０（Ｗ）×１３２．６（Ｈ）

×３２０．０（Ｄ）ｍｍ 

電源ユニット ４６．５（Ｗ）×６４．０（Ｈ）×３

０４．７（Ｄ）ｍｍ 

監視ユニット ２５．５（Ｗ）×１２２．１（Ｈ）×

３０４．７（Ｄ）ｍｍ 
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梱包寸法 ５３０×４７０×２８５ｍｍ 

質量 

サブラック ６．５ｋｇ以下 

電源ユニット ０．８ｋｇ以下 

監視ユニット １．０ｋｇ以下 

環

境 

使用温度範囲 ０～＋４０℃（サブラック周囲温度） 

使用湿度範囲 ３０～８０％（結露なきこと） 

保存温度範囲 －１０～＋５０℃ 

保存湿度範囲 １０～８５％（結露なきこと） 

冷却方法 自然空冷 

使用 連続 

電

源

ユ

ニ

ッ

ト 

入力電圧 ＡＣ９０Ｖ～ＡＣ１１０Ｖ 

入力電力 ５０ＶＡ以下 

電源周波数 ５０／６０Ｈｚ 

出力電圧 ＤＣ＋５Ｖ±０．３５Ｖ 

絶縁耐圧 ＡＣ１０００Ｖ１分間 

絶縁抵抗 ５ＭΩ以上 

突入電流 ３０Ａ以下 

不要放射 ＶＣＣＩＣｌａｓｓＡ準拠 

雑音端子電圧 ＶＣＣＩＣｌａｓｓＡ準拠 

入力電圧 ＤＣ＋５Ｖ±０．５Ｖ 

機

能 

パイロット表示、ＦＬＡＳＨＲＯＭアクセス状態表示、正常起動表示、電源ユ

ニット（ＰＷ０）状態表示、電源ユニット（ＰＷ１）状態表示、通信表示 

電

源 

冗長運転、出力電圧監視、ＳＮＭＰ機能、ＣＯＮＳＯＬＥ監視制御機能、ＴＥ

ＬＮＥＴ監視制御機能、ＷＥＢ監視制御機能、ユニット実装告知機能、電源ユ

ニット監視機能、リセット機能、活線挿抜機能 

 

４４. ８×１光スイッチ（型式 FJOFP-OSW081-SA#1相当） 

（１）機能概要 

1）ハイパワー光入力に対応した光ファイバ増幅器冗長用８×１光スイッチユッ

トであること。専用サブラックに本器を８台実装可能であること。 

2）複数の光ファイバ増幅器を予備器１台で冗長が可能であること。 

3）各ポートの光入力レベルを常時監視し，異常を速やかに検知して，予備系へ

自動で切り替えることが可能であること。 

4）光入出力部には一般的なＳＣ－ＡＰＣアダプターを採用であること。 

5）フロントパネルからの切替制御が可能でありメンテナンスが容易であること。 

6）絶対値方式での切替により，伝送路へ出力される光レベルの管理が可能であ

ること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

光

仕

光入力ポート数 ９（通常入力：８，予備入力：１） 

光出力ポート数 ８ 
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様 適用光コネクタ ＳＣ－ＡＰＣ型（ＰＣ斜め研磨） 

適用光ファイバ シングルモードファイバ 

波長帯域 ５３０ｎｍ～１５６５ｎｍ 

最大光入力レベル ＋２７ｄＢｍ 

スイッチ切替時間 ２０ｍｓ以下 

挿入損失 
運用系１．５ｄＢ以下（ＩＮ－ＯＵＴ間） 

予備系１．５ｄＢ以下（ＢＵ－ＯＵＴ間） 

クロストーク ６０ｄＢ以上 

リターンロス ４５ｄＢ以上 

機

能 

ポート状態表示、予備ポート状態表示、運用モード設定状態表示、自動切り戻

し設定状態表示、 

運用モード設定、保守モード継続時間設定、使用ポート設定、自動切替、強制

切替、自動切り戻し設定、光入力モニタ機能、光入力アラーム、光入力アラー

ムしきい値設定、自動切替保護時間設定、 

自動切り戻し保護時間設定、系統保持、ＣＰＵリセット、活線挿抜、運用モー

ド、設定スイッチ、 

対象ポート指定スイッチ、切替／切り戻し実行スイッチ、ＣＰＵリセット／使

用ポート設定スイッチ、 

監視機能の各機能を有すること 

 

４５. 光分配器サブラック（２４スロット）（型式 SMP3A-S相当） 

（１）機能概要 

1）光スプリッターを収納した「スプリッターモジュール」及びそのモジュール

を１９インチラック（ＥＩＡ規格、ＪＩＳ規格共用）に搭載可能なシャーシ

であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

構

造 

構造 
・１９インチラックマウント取り付け構造 

・ＪＩＳ－１Ｈ，ＥＩＡ－１Ｕ共用型 

材質 ステンレス鋼 

外形寸法 
４８２．６（Ｗ）×２７０（Ｈ）×１３１．３（Ｄ）ｍｍ 

（突起部は除く） 

最大搭載数 

２４個／シャーシ 

３Ｕ用光分配器＜１×２＞ 

３Ｕ用光分配器＜（１×２）×２＞ 

３Ｕ用光分配器＜（１×２）×３＞ 

３Ｕ用光分配器＜１×３＞ 

３Ｕ用光分配器＜（１×３）×２＞ 

３Ｕ用光分配器＜１×４＞ 

３Ｕ用光分配器＜（１×４）×２＞ 

３Ｕ用光分配器＜１×８＞ 

１２個／シャーシ ３Ｕ用光分配器＜１×１６＞ 

６個／シャーシ ３Ｕ用光分配器＜１×３２＞ 

質量 ４．０ｋｇ以下 

 

４６. 光４分配器（２回路）（型式 SMP3A-M<(1×4)×2><APC>相当） 

（１）機能概要 

1）光スプリッターを収納した「スプリッターモジュール」及びそのモジュール
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を１９インチラック（ＥＩＡ規格、ＪＩＳ規格共用）に搭載可能なシャーシ

であること。 

（２）機器仕様 

項目 仕様・性能 

構

造 

光スプリッター分岐数 １×４ 

光スプリッター搭載数 ２個 

入出力ポート数 
入力１ 

出力４ 

外形寸法 １７×１３０×１０３．５ｍｍ（突起部は除く） 

光コネクタ ＳＣ／ＡＰＣコネクタ 

質量 ０．２ｋｇ以下 

光

学

特

性 

波長 １２６０～１３６０，１４８０～１５８０ｎｍ 

挿入損失 ８．４ｄＢ以下 

挿入損失均一性 ２．１ｄＢ以下 

ダイレクティビィティ ５０ｄＢ以上 

反射減衰量 ５０ｄＢ以上 

 

４７. 機器収容架（奥行９００㎜） 

（１）仕様 

1）外径寸法：Ｗ７００×Ｄ９００×Ｈ２０００㎜ 

2）取付スペース：ＥＩＡ４２Ｕ（前後マウントＥＩＡアングル） 

3）耐震荷重：３００㎏ 

4）換気ファン又は自然換気による熱対策が施されていること 

5）機器設置及び電源用オプション含む 

 

４８. 機器収容架（奥行１０００㎜） 

（１）仕様 

1）外径寸法：Ｗ７００×Ｄ１０００×Ｈ２０００㎜ 

2）取付スペース：ＥＩＡ４２Ｕ（前後マウントＥＩＡアングル） 

3）耐震荷重：３００㎏ 

4）換気ファン又は自然換気による熱対策が施されていること 

5）機器設置及び電源用オプション含む 

 

４９. 光成端盤 

（１）仕様 

1）１９インチラック搭載タイプサイズ２Ｕ以下 

2）１ユニット１００心ＳＣ－ＡＰＣコネクタ 

3）スライド機能付き 
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第４章 機器数量表 

 

第１条 受信点設備 

項 品名 型式 数量 単位 備考 

1 ＵＨＦアンテナ KU20L-H 相当品 ２ 基 ２０素子融雪装置付 

2 ＦＭアンテナ BLKF5WS 相当品 ２ 基 ５素子 

3 ＢＳＣＳアンテナ 120SRL1H 相当品 ２ 基 
１１０° 

１．２ⅿ融雪装置付 

4 無停電電源供給器 NMPST1001 相当品 ２ 台  

5 ＵＨＦ前置増幅器 25dB 相当品 ２ 台  

6 ＦＭ前置増幅器 25dB 相当品 １ 台  

7 プリアンプ CSE452 相当品 ３ 台  

9 
地上デジタル 

ヘッドアンプ 
10U6R-FM 相当品 ２ 台  

10 組立鋼管柱 S-15X相当品 ２ 本 うち 1本は避雷針付 

11 光送信機 OTD7BCW6A 相当品 １ 台  

12 光受信機 ORD7BCWA 相当品 １ 台  

13 ２分配器 屋内用 D2E 相当品 ５ 台  

 

第２条 空調換気設備 

項 品名 型式 数量 
単

位 
備考 

1 空調設備工  １ 式  

2 換気設備工  １ 式  

3 ガス消火設備工  １ 式  
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第３条 伝送路設備 

項 品名 型式 数量 単位 備考 

1 
広帯域低損失型 

ＳＺ撚り光ファイバ 
 ６８９６３ ｍ ｼﾝｸﾞﾙﾓｰﾄﾞ 4～208芯 

2 クロージャ（幹線用）  ４０ 台 300芯以下 

3 
クロージャ 

（カプラ実装） 
 ８４ 台 

1×4×1 個、1×8×1

個実装 

4 
クロージャ 

（カプラ実装） 
 １６４ 台 

1×8×1個実装 

ＤＰ用 

5 クロージャ  ３４ 台 
遠方加入者用  

ＤＰ延長用 

 

第４条 電源設備 

項 品名 型式 数量 単位 備考 

1 発電機 TDGP-73LT(3S)型 相当品 １ 台 

６２．５ｋＶＡ 

１φ３Ｗ屋外低騒音

型 

2 燃料小出し槽  １ 台 ９５０ℓ 

3 開閉器盤  １ 面   

4 スコット変圧器  １ 台 
30kVA210V/210105V×

2 60Hz 

5 配電盤  １ 面   

6 無停電電源装置 SANUPS-A11K-Li 相当品 ６ 台 
２ｋＶＡ ＬＡＮポ

ート付 

 

第５条 監視制御装置 

項 品名 型式 数量 単位 備考 

１ 入退室監視装置  １ 台   

２ 入退室認証装置  １ 台   

３ 監視カメラ 
WV-S6130  

相当 
２ 台 Ｎ／Ｗ型 

４ カメラ付帯設備 
WJ-NX100/2､VL-E22-8TA 

APLGS110GTPOE､相当品 
１ 式 

ネットワーク 

レコーダ他 

５ 
Ｖ－ＯＮＵ 

視聴制御サーバ 

Primergy RX1330 M5  

相当品 
１ 台 ソフトを含む 

６ 

ＦＭ・地デジ・ＢＳ／

ＣＳ ＦＴＴＨコント

ローラサーバ 

Primergy RX1330 M5 

相当品 
１ 台 ソフトを含む 

７ 
ＣＡＴＶ画音監視 

サーバ 

Primergy RX1330 M5 

相当品 
１ 台 ソフトを含む 



166 

 

８ 
光線路監視システム 

サーバ 

Primergy RX1330 M5  

相当品 
１ 台 ソフトを含む 

９ 
Ｖ－ＯＮＵ 

視聴制御装置 

FJHEOD-FSKRA-ET-JE#  

相当品 
１ 台   

10 ＣＡＴＶ画音監視装置 
MSV-CATVRB-JE□□  

相当品 
１ 台  

11 光線路監視装置 FiMO 相当 １ 台 
光ファイバ 

セレクタ含む 

12 接点ＩＰ監視装置 ND-SW02DI 相当品 １ 台 １６接点用 

13 
１６ポート集約用 

スイッチングハブ 

SR-S318TL3 

相当品 
１ 台 メール発報用 

14 
１６ポート 

スイッチングハブ 

SH1516ATD  

相当品 
４ 台  

15 ファイアウォール 
IPCOM EX2-1100 

相当品 
１ 台 メール発報用 

16 伝送路管理用ＰＣ   ２ 台  

17 伝送路管理サーバ  １ 台 ソフトを含む 

18 ＣＡＴＶ画音監視ＰＣ 
ESPRIMO D7011/H  

相当品 
１ 台 ソフトを含む 

19 カメラ監視用ＰＣ 
ESPRIMO D7011/H  

相当品 
3 台 ソフトを含む 

20 施設管理用ＰＣ ESPRIMO D7011/H 相当品 １ 台 ソフトを含む 

21 加入者管理システム 
PrimergyTX1320 M5 

相当品 
１ 式 

サーバ・ソフト 

含む 

22 ２分配器 D2E(10) 相当品 1 台 
監視モニタ用 

３．２ＧＨｚ 

23 Ｖ－ＯＮＵ MONU-V600-32#6C 相当品 1 台 監視モニタ用 

24 
１７インチラック 

・コンソール 

PY-R1DP1 

相当品 
1 台 ＫＢ・マウス付 
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第６条 ヘッドエンド設備 

項 品名 型式 数量 単位 備考 

1 
シングルハブ 

３Ｕサブラック 
FJHEDSR-SHSR-3A 相当品 ６ 台 

ＳＶＵ、ＰＳＵ

含む 

2 地デジＳＰユニット FJHEDSR-TDSP-C 相当品 ７ 台 地デジ用 

3 ＦＭ－ＳＰユニット FJHEDSR-FMSP-A 相当品 ３ 台 ＦＭ用 

4 ＢＳ－ＳＰユニット FJHEDSR-BSSP-A 相当品 １３ 台 ＢＳ用右旋 

5 ＢＳ－ＳＰユニット FJHEDSR-BSLSP-A 相当品 ４ 台 ＢＳ用左旋 

6 ＣＳ－ＳＰユニット FJHEDSR-CSRSP-A 相当品 １３ 台 ＣＳ用右旋 

7 ＣＳ－ＳＰユニット FJHEDSR-CSSP-A 相当品 ６ 台 ＣＳ用左旋 

8 
ＰＧ信号発生ユニット

（１波用） 
FJHEDSR-1PG-A 相当品 １ 台 771,5ＭＨｚ 

9 
ＰＧ信号発生ユニット

（２波用） 
FJHEDSR-2PG-A 相当品 １ 台 73/451.25MHz 

10 １ＧＨｚ増幅ユニット FJHEDSR-1GPA-A 相当品 ４ 台   

11 
３．２ＧＨｚ増幅 

ユニット 
FJHEDSR-3GPA-A 相当品 ２ 台   

12 下り光受信機 FJOPTSD-R77RSA 相当品 １ 台 ＦＭ告知放送用 

13 下り光受信機 FJOPTSD-R77RSA 相当品 １ 台 ＴＨＶ信号用 

14 
１Ｕ 高密度実装 

サブラック 
FJOPTSD-SR-1JE 相当品 ２ 台 

ＳＶＵ、ＰＳＵ

含む 

15 
１ＧＨｚ下り増幅 

ユニット 
FJOPTSD-PA1000RS-29 相当品 ３ 台   

16 光送信機 FJOPTSD-T1000-10D23 相当品 １ 台   

17 
１Ｕ混合分配用 

サブラック 
MHSR-SR-1A 相当品 １ 台   

18 １分岐ユニット MHSR-1BRFM-A 相当品 ３ 台 モニタ端子付き 

19 ４混合ユニット MHSR-4CRFM-A 相当品 １ 台 モニタ端子付き 

20 光分岐ユニット FJOPTSD-OC2 相当品 １ 台 （１：１） 

21 
１Ｕ混合分配用 

サブラック 
MHSR-SR-1A 相当品 １１ 台   
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22 ２分配ユニット MHSR-2DRFM-A 相当品 ３ 台 モニタ端子付き 

23 ４分配ユニット MHSR-4DRFM-A 相当品 ４ 台 モニタ端子付き 

24 ８分配ユニット MHSR-8DRFM-A 相当品 ２ 台 モニタ端子付き 

25 ２混合ユニット MHSR-2CRFM-A 相当品 １ 台 モニタ端子付き 

26 ４混合ユニット MHSR-4CRFM-A 相当品 ２ 台 モニタ端子付き 

27 ８混合ユニット MHSR-8CRFM-A 相当品 ２ 台 モニタ端子付き 

28 
３．２ＧＨｚ用 

２分配ユニット 
MHSR-2DBCM-A 相当品 ４ 台 モニタ端子付き 

29 
３．２ＧＨｚ用 

４分配ユニット 
MHSR-4DBCM-A 相当品 ４ 台 モニタ端子付き 

30 
３．２ＧＨｚ用 

８分配ユニット 
MHSR-8DBCM-A 相当品 １２ 台 モニタ端子付き 

31 
３．２ＧＨｚ用 

２混合ユニット 
MHSR-2CBCM-A 相当品 ２ 台 モニタ端子付き 

32 
３．２ＧＨｚ用 

４混合ユニット 
MHSR-4CBCM-A 相当品 ２ 台 モニタ端子付き 

33 
３．２ＧＨｚ用 

８混合ユニット 
MHSR-8CBCM-A 相当品 ６ 台 モニタ端子付き 

34 
３Ｕ高密度実装 

サブラック 
FJOPTSD-SR-3JE 相当品 １ 台 

ＳＶＵ、ＰＳＵ

含む 

35 光増幅ユニット FJOPTSD-FA2201A 相当品 ２ 台 ２２ｄＢｍ型 

36 

３２２４ＧＨｚ 

外部変調型 

光送信ユニット 

FJOPTSD-ET3200-D23 相当品 ２ 台 
ジョイント端子

含む 

37 光信号切替ユニット FJOPTSD-OSW-A 相当品 １ 台  

38 光分配器サブラック SMP1-S 相当品 １ 台 １２スロット 

39 光２分配器（１回路） SMP1-M<2><APC><LOW> 相当品 １ 台   

40 
光カプラサブラック 

ユニット 
FJOPFS-PSR-1JE 相当品 １ 台   

41 光１８分配器 FJOPFS-OC18 相当品 １ 台   
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42 光増幅器専用サブラック FJOAPN-SR-4JE 相当品 １ 台 
ＳＶＵ、ＰＳＵ

含む 

43 ８出力増幅ユニット FJOAPN-FA2208P 相当品 ４ 台 ２２ｄＢｍ 

44 
８×１光スイッチ 

専用サブラック 
FJOFP-SR-3JE/AC#1 相当品 １ 台 

ＳＶＵ、ＰＳＵ

含む 

45 ８×１光スイッチ FJOFP-OSW081-SA#1 相当品 ９ 台   

46 光カプラ用サブシャーシ SMP3A-S 相当品 １ 台 ２４スロット 

47 光４分配ユニット 
SMP3AM<(1×4)×2><APC><LOW> 

相当品 
１１ 台 分配２収納 

48 機器収容架 FS90-720EKN 相当品 ５ 台 

Ｈ２０００×Ｄ

９００×Ｗ７０

０付属品含む 

49 機器収容架 FS100-720EKN 相当品 ３ 台 

Ｈ２０００×Ｄ

１０００×Ｗ７

００付属品含む 

50 ブランクパネル FJHEDSR-BLANK-A 相当品 １８ 台 
放送系サブラッ

ク用 

51 ブランクパネル 
FJOPTSD-OPTION-3#2UN/BP 相

当品 
３ 台 

１Ｕ、３Ｕ高密

度実装サブラッ

ク用 

52 ブランクパネル FJOAPN-BP 相当品 １４ 台 
光増幅器専用サ

ブラック用 

53 余長兼遮熱板 MOFT-YSRA2-1JE 相当品 ６ 台   

54 光成端ユニット Y-OP4-PC4□＜100C-2U＞ ７ 式 １００芯 

55 余長収容ユニット 1U ８ 台 １Ｕ 

 

 


